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訳者

本編は林米経営象与資料と し て ドイ ツにおける最立の森林評価の理 

論と実際と を筒明に紹介し ている w. Mant22 の北着「Wa2d&zew..ec-

」のノら今ツ年版を訳したものである. 尿害は実移 泉 のためた書 

かれた入内書であって. これまでに実ﾡされて さた森評価の方法がな 

く,かっ 具体的 に解説されて( る .ﾡ林評価 は 山林経営合理化 の基礎 デ 

ータを長供するばか0でなく. わが回では戦後. 房朽, 電源用発,保な 

林買上 回有林野学備等の政策の」に伴って森林評価の方法がいろい 

ろと 同ﾡにな ってきている . これらの向題を考える にあたつ て本書の象 

考 にな る点か、少 < な0である う .

昭和S○年 3月 :

経営硏究室 中村三省 .



第 一 版の序

ニ ・ 三十年前 ・ 森林評価に図す る文献は豊室 であ フた ・ 第一次大戦終 

結以未 , 今日では, 既ﾡに"て林ﾡﾡ係の文就にﾡち溢礼て居た如さ 

土地欺ﾡ論と森ﾡル表命の才法論にﾡ し た 論争 は最早•林業的攝神を 同 

ﾡしない. .

しかしﾡ林評屈の向気に包含さ れるべさﾡ務上の課題は 日毎に新 L 

置みれている . ﾡに対して学ﾡ釣領域をﾡかに し. 巨考生と実務家のA 

に最近ノ ○年向の見向のﾡ観を与える幸が六考の 目釣である . 本書は村 

に実務的な称林評価と肉原 している. 対し ながら東務的同題に対 して明 

ﾡな基ﾡを与える倉最初, 二,三の理論的説明を加えた. 
・

の本の 附算に はﾡ林評価の テクニック を述べ . ヌ止の本の 最後に日 

公式一東表, 賃料表 . 価値表 (woot.hAc8～u ) を各束務家の株林評ﾡ 

に対する 不 可タ ② 商売当具 と し てﾡ条 した . 尚本書には 営一抹局長 (&ex 
, ・

fo2tu2ctcz ) た . んeっな 食 の 毎 意 r よってノ ヲ今。 年 の 彼 の i 木 

極表を 自由に使用 した .

本老が東用釣効用をﾡたす事は一つの常特別な切顧である .

/なれとAa～ ノ ノワ今。 年 夏

W0んzん @a5。2

第二版の庁

第二ﾡは年令 の価値係ﾡ ( A.2tcaweA2a人tvc.. ) に内する飾に

っいて多 < ○補ﾡを行つた.

本者の第二ﾡ辰に当 O 茲進反ひ、林緣の 啓に 関 するﾡと保険目的 (

Voc。cc&ozx.,aaac..c&c ) に対する林か価値表(Bcaズanc火a..e2才んと&) 

と最後に/1cc火～ダ。<んz Raxt&e&.ea4a&a～- 賢にノタ今3年のﾡ米反 

び林業の価値の調虫と検査に対する ドイ ッ咲弁の方計書(Buucム.。砂と&才-

&nc- )&新し <京入れた ・

ﾡ此の他にも例えは用益判ﾡの材えにﾡする二, 三の飾を理解を明確

ならしめ る為k新し くﾡえした.

第二ﾡはﾡ切な持を得たく . ヌ全てのﾡ頬の森林評価に対してーフ

o ル零 を助 力でありたい. . ・

・
/uwcAeっ ノ ノラ$3年 秋 .

Y0Pzゆu @22っZ2
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1章 森林評価の理論

1 節 : ﾡ林の特殊性と森林評価の説明

A:ﾡ球』業の特ﾡ性 ・

・級ﾡ済のﾡ値決人の基ﾡは森き価の島に制限する事によ フ ての

み使用退来5 ・
ﾡは下記からﾡかである ・

) 森林は 同負の 斷国 ) ( 例え は穀物や石炭 やバタ

一の如さ) ではなく.他の林念と等しい林分はない, ﾡろﾡ林の価 .

決文零素に はき々な ﾡ類がち その肉ﾡは非常にﾡ雑である .

b) 森球に於ける水装 (益 ) 反資木ル益 (んsncズa&..な....み ) 

でお る六のもの の決点は特に困業でちる、

c) 林業 は一つ② 非常 に拘索 ②多。 ﾡ宅着類 (Ba～-_Cac_&sPtxシaut) 

でおa. 土地の自然的な伝件は論外と しても本兼にはﾡ済約に今々 

の次ﾡの可能性が存左 しない. 本ﾡの政ﾡはﾡケﾡっ ち にﾡく効 

ﾡが現われる . 枚街的合理化は唯制ﾡさして導へさ丸る .

お 林は産に於いて. 木材とさう確ーフの生産物のみを頼りにし

ている・ ・ : ・ ・

未オ格は森本価を決定すS ・ミ. -

と 営将家の更地(狩ﾡ,表資、耕地壁理の可能性.社会ﾡ意義 精 

的理由 ) はﾡ林のき価に一つの大さな袋割を演じて い..

p 時に大面ﾡの森林売買は締である. ・ ^

み) 森林所有 有向の 競争 ( Ken&cuca kaッA ) はは締 でおる代 o I- .

ﾡ ・ 各森才方有 若には明かに才 扉独ち( Vezceto.sowu～uuae )
か楽見 される.
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メ) ﾡﾡにﾡいては土がそのﾡ値さ決又すさが. それと対ﾡ約に」 

林業 にいて は本木 番演 の価値が決ﾡ さ与えら.

B:森林評価 に す る 一般 的説明 
・ •

&) 森球評ﾡ は他の本林経ﾡ反び森本対系ﾡの価値ﾡは森株価将ﾡ計 

②ﾡ景 と の 類化 をにﾡ項する こ と には ってのみ取入 れ得 る.受に 

の頬は無立木林地ではﾡは長も意易に行われる. 蓋 し魚立木株 

地に於い こ は攻地の到達 し た価ﾡに基、G て明かな 尼o&.cA_&zaa 

(帰結か ら原因さおめる椎論) が可能であるから .

&) 森ﾡ評価の対象物はﾡ 引約に取衣われるさ であ s . イ とな北ば 

森共井はのゐ森林と位置. 立地, 組及, 有ﾡ類等か等しくないか。

C) 計等耶ち数与的に把ﾡ しﾡるか母を取払す方法は森林評ﾡに対 :, 

て通帯. そoマ点を浜みしさいない. *れ故に主ﾡ命理素費はﾡ 

支的査支が大さな役製 を演すさ.

d) 他の経済か料と対立 し てﾡ、ﾡのﾡﾡの物ﾡﾡ攻入は相当正確に F 

言さるが. 金貝攻表は木材価格の不確 かな影響智に依存 L て(る.

e) 木材価ﾡは森林価値に対して決文的ﾡ響き与える. そのﾡりにぷ I 
い てﾡ林の評価は 一 抽 象的 r 更は - 他の財貨 と 同ﾡに 明 かで 

あ o ・ 森林の価格は木材価格と 共に上下 ずる - たとえ主として岩 

干後てついて行き ・ ス木林価格のﾡ端なﾡﾡにはりしも袋わ 

0にしても. しか し高い木材価格の価値増加作用は貴用上矛に ょラ 

て 再 び"相役 される、A体の 資 本不 足 ② 場合 rS は 高 G 木材価格 も 

ら ずﾡ林価ﾡは特幼令林分ス 乙無立木林地 に対 して非ﾡに下がさ 

一般的に人 は森林の評価に際 し て未端に高い時価 で はな く 予測され 

る木材価格に従う .

f) ーフ ②森林の価値に対 し て標ﾡ となるもの は森林評価時点に 

る その 状ﾡ < Zua34 )である. *そし て林業の長ﾡ性の 故 r スー 

②場合起 0得るかも知ぬ政ﾡの 司能ﾡの結原には 灰係な < 持求の

3 一
じ号ﾡ責がえ衣 られる.

み) *れ故にﾡ林評ﾡの領域にﾡﾡであさ. 経験は正しい森林評価の 

東行は その 上受に他の 評価の初く特に染まと 或 は天 対 し てホ特別 

な公 ﾡの森林評価 の専 ﾡ本さ 前授 とする.」事を示しこCる.

2節 : ﾡ林評価法の 理論

合 て の経済的価ﾡ決の如 く , 森本評価 も2つ の各々 の価値観急の 

基礎的感得 ( cua～24c&d〜cngen ) の 上 に あ 号、 そ の ・ 方 は 

使用された原価の上に. 又他方はﾡ特さ礼るﾡ. 即ちル養価値の上に.

の両倉の価値を急は過去,現左. 未末について見ち礼得る. 同時に, 

表ﾡ 的 ( 歳神 o 知値 ) 又 w経験ﾡ ( 験) 芳 がた を与える, 査支 . 

計等タ びグラ 的才法が支全な欠理校ﾡ的にﾡ用 さ 得る . 政後に此等 

力; 汗何方法は 东淼合 さ た形に於い て適用される ・

ビ 乙 で下記の如き森林評極方法の 図式がﾡける .

結票の基ﾡは方京であら .

I.週 受ﾡ宗

/原価 牧表 う.攻義及原価

ば

2)

査 支 ( そそ 3cc号 )による

或

計算に

或 は

C) ラフ的表現にる
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•• 3節:林ﾡ命率

ー フの決定さ北た時人 に対 L て時同的に翼つて存在 し こ(る原価と炊 

ﾡの価値を確夫する こ と &ル尋と するところの, 全ての価値の調査はポ 

子計算の助か をける ..意はﾡに茶いても そ②長い生産期向と共に望 

きをﾡかれる . 利うの高さは本求命価値に対 し て決文釣意被 を有 する.

お) (Z めu。 ) に肉する 一般論 :

利予は或る資本 ○攻益 である.

と同時に次の様に区別される :

Q) Kacイ24-cex〜a+みtoPンg C 資本価 に視算 す ・オ」孝 ) 

名。な〜;(利。気料 ). アズイ3とる〜テ c ﾡ料化 ), 

・ue&en才exo2a ( 前価計ﾡ . シ引i ) に対する 資本価値にﾡ ﾡする 

為幸

) WLoなcAefなgcfg(経済幸 ) = /ezc (子. 質料 ) と 

Ken2そ2 く 資木 ) のﾡに求められる 益性 魔示

C) Yecai4tta-daすczd合cg (牧利率の才率) ==予と資本の向の 

事央上に得られた炊益性脚係

球煮命利: ^

長ﾡ投資た対する 一ﾡ的な ( 普通の ) 利率 0 ﾡさにかい < は自r由突ﾡ 

し得6貨幣の器専と 供給の 奥係及 a 主ﾡ的方ﾡ . ﾡす 支 合性が表現 さ 丸 

る. ・

そこさまさ rにﾡ林財産に対する全性の感情は一つの独特なﾡ換る斉 

し・ 普か普」の利率よりも昼い特別を本ﾡ利率がきか礼. ヌ実用上用 

の今礼てさた. ・

林業利 幸 が小 さいについて尚下記の原因 が承ら 北 る .

/. 森林財産の価ﾡ査文は社会命, A命. 物ﾡﾡ係にﾡびついている事.

2 森本は大さな経客設備ぐ レ にな易に経宮で さる.

ラ 硫矢垣易に現すべ き貯ﾡ銀行と し てのか木の性格

一 っの貨帯投 類 c ec ac2aan2ae ) & 森林に ついてびつ け 

た 資 本ﾡ資 ( んa2t2aっu2aze ) の 長期性.

. 他 の京料物 奥 c &sイoそefPeu )に比 て木材価総 の比ﾡ 納大 さな期 

特出来る鴨貴. .

受する に 緑林反 林次 か原証 している さ全性の観点 が決文約 でおり、* 

して全てのそのの観点に影響を与えている .

事資上, 番通の幸に比ﾡして本茶の達年利幸が小さいﾡに声L こ は 

論争の 祭価 な、ない 办''. 「ﾡ々取入北ら北るべさ米ﾡ幸は樹ﾡ, 輸代ﾡ. 

年合 ・ 有ﾡ類に基いて夜化 するかどうかとさう 商1ﾡに声 し て は論令 

があ あ .

/ Eoeees 学汝はその見府る「唯ーフの単位的林米釣利幸の有 

左が心零とされき. ﾡし然らざ北は承林価値の較性は失わ礼,ル積ら 

会ﾡな称林は 及ﾡに富く だ森林ま o も相対的に 高 < 評細 さ る 事 にな 

る」と主ﾡしている .

の観点は拒ﾡされない. しかし,*の因引は樹ﾡ. 年令. ﾡ有形ﾡ 

に基 いて 異 った 爲 さ であ り得. 又神幸の高さ を変止に一致させ る京 因 さ 

与たる事によ り 安全に率まる. 少いﾡ表は高いを全性(Sccんこん.t ) 
に+って 調 さ北る. ・つceなccA :よ れば4ﾡ価値の 計 年にが(ては予 

恐 期ら(Cンム〜イ～クラみ®c〜こ.〜ンc) の加 とﾡ み•、つけ え 寺 により 生 ずる 

不店 夫 件は芳 ( 林ホ分に対 して 室o利 率 さ 存 すこと が未 s .
本栄才の 高 さ はき複約に ではな< ・ ーﾡに併合的に <aex&J0&c& ) 

確定 さ礼る:炉とる ぱそ の高に対して ﾡ点. 特 に な会店 ②感店 - 長 

俊にはﾡ合に主ﾡ的素が文を与えるから. * し てその様に し こAて 

②個々の評価 ○場合にがいて使用さ 北る べ さ林素利 率のきさ がめ 今 由一 

ている- しひし比の尿則は. 普通の利率の勤さ.即5長寿のん。たど2ら- 

2ンラるメー.と ( 資本場賀 ) にずる利幸 のそ さ 適令さる様を番通の

林業的力 率 ゲ形成 さ れる 享 さ 神 するも のさはてG、



一 ろ - ーフー

大愛の本次としこ, お業ﾡ1幸は普通の利率の約すの値る利用さ礼て い 

る. しかしその場合.林米利幸は大さなな点性を示す<ﾡわ礼・ ー方 

ﾡ業的利幸の高さ に影等する なし /に番通の利幸の激しい安勃が有左 す

る華に注意をきのめなく て はならない. ^

I早 森林評価 の 実行

/ 師 -----地価 の 調査 ^

様会 :

衣一栄 M 価 (P～イっ: ・- の調査は次の様な房合にﾡ愛である。

2 ア 深 に ﾡいて ― 森林 で 再■び植林 す べ ミ 粽林 面横 で。

メ 各々の-ﾡ孫林の上地にいて - 普通は土地価値と林示 (林 

茶不 ﾡﾡ ) 何値にﾡ っ て森木ﾡ航と 分 け て 調査 す る 時に。

/ 手的品ﾡ経ぎ の ﾡ バ 調査 に 於いて ―— ﾡがそ の個々の 価値 ( 

ﾡ価と林太価) にかて実行これるﾡに。

商客体 (儿厶2なグレム ゝ こ L ての土地み特球性:

全体としての 森本林 のみG っ ず土地も ホ確 定した 市場格、とﾡった駄 

友て ない。 土地はﾡ大 し ないかっ戦に制原されたﾡ給のみがき左す 

s。 土地の大ささが小さけホ ば小 こ い 程塗 々 土 地価格の 高さに本貞的 

な影響 と及ほすところの 需零の志勤ﾡ画 く 火.い は大さい。

他へ上ルとレハ土地はﾡどない。自然的反び経済的差ﾡ (自総的 

立地: 上地ﾡ炭・ 帳斜: 経済的立地 : 交通. 開だ. 販路関ﾡ)が大さ 

個値の差 異の原因とﾡへる .

大最生産 品 (九3 丄〜"と表2)に対する 普通の 文ﾡ、即ちそ の価値さ 

責 用価 ( と→ズとuて) と して語査する季は土地に対して 適甲 迷奈な 

t. 何となば土地は人工的生産物ではな1lかっ。 (本ﾡ的には寛要 

でな施肥・ 排水ﾡの如さ上地政ﾡに よるﾡ値形ぶと戻外ﾡする。

全ての土地は要つっている : それに対してその 土地はﾡ初 し行ふい .

ﾡ って普通の 競予 価格 は未ない。会て0土地は一 っ ②ﾡちの性格さ 

持って居り しかも止のﾡ占の性格は c/In.ACe&xtz«tu) 前進する



ヘ可の清大と夫に落大する。 若したとへ制張さた失拾競手 (Aa.-- 

ot&x./awxvみ- が起るとしても. 確ﾡに ﾡ家にﾡけるの土 

ﾡちの自由ん理ﾡが自由な財走と共に- 群ク 所-同 者 にか配さ代 

る事によ つ て此の独ち的性気は弱め っれる。 

ヽ

価語査に対 して3 法方が用い っ ホ .

A. ﾡ承の攻疲に基いたﾡ価の計阜

B. ﾡ式ﾡる得っ に土地格と類化する ﾡによ る地価の調査

c 特別 な ﾡ化方法 による 地価の ﾡ査

A. ﾡ示の女ﾡに基いた地価み計昇

ﾡ来の牧ﾡに基いた地ﾡの計ﾡは. 土を価 (Bびそつさ.....
・ ・

の計算の処置によ っ て行わる : (土事益価は土地期望価 ( B～o
-ビ17.・Qイ。とu子ユ11) と も呼ばれる ・ )

土地牧益はﾡ 本両値 に検ﾡさた地代.(8よd. ceニルこ) ﾡに 

資本価値にﾡ算さたﾡ収ﾡにﾡし。方法的には. ﾡ類的にへる福 

牧への資 本ﾡ値かっ斉本された < Katce..uなx) 経き貫 cioa 乙 

cAとじ～idcnu ) と引 く事によ→て直接求めらっれる。

工 益ﾡ の公式は :

し_ 4
Bu ニ Au十Doニム2P学-------D2/eP_ ごC_  - (c +)

' 4°P一/

s = 4+BLepり----DeLap--c./eP!_v 

/"J/ '

の#て 起味 するものは: ・

Av = し年に殆ける半便貫さ差引い た主成攻へ

D:De =2反び6年に殆ける 吹ﾡ書さ 差引いた 間代事入

C =造林貴 : ﾡ/ 回の 林に 対する 造林貴は 規則 的に予ﾡ さhさ 

ﾡユ 回目 以点 0 造林貫よ りも大さいので. その 時に は前為o 

公式が用い っれる. (ﾡ/ 回の造本ﾡさ分数練 (註者註 :今

- 一9一

なとか子の向にあるﾡ) の外に重い たもの )

v =管理ﾡ質本(さ年々の管理貫こした時の -ァ )

T Scey.d は、平長益ﾡ (Entueutw....いた) さﾡ泰し 

たがﾡは次式で示さ れるものてある。

日 _ Au+Di.obし+p。/gPし一b--------__ .
〜F匕/

の式にには林貴と管理食が含まれていない. V.Jどは涙牧 

ﾡ価さ に 緊った 地位紙 c futxpCじcitet) の ﾡ係的価値決定に 

nみ用ふるﾡも布峯した.ScこcyeCの 公武 と 施恆調査 タ Aにﾡ用すさ 

ﾡ合 に は ﾡ林集 反管理 賞がご うにかし に別マに計兵のギに置かれる事 

がほ定 さ れﾡばな っ。がしか し こ れは上ﾡ事益価のﾡ急左ﾡびﾡ語 

つ こ 思 る。 .、

ヌ N=-ct,c.exは 土 地牧益価 に対 すさ並似公式と して次式さ 提寒 し 

尼。 • . •

B=4ル-V 、シ4一-ン" i -
メ =商ﾡ戻 o 張及と ﾡ林作業のﾡ友にﾡ存する 受る 旗。有創な構ﾡ 

の下てはメニミ 不太 な 場合にはメ=とである。

K.dau&eCc と E.(が.一uct はﾡ林責を新し・本不には上公式に 

ﾡっるクと 同株に計上 しない が前林太 く Yez/entxnuC ) には 課す 

る事さﾡ束し た。 Kun&u& はﾡに対して ・ 若しそみ ﾡ林が 交ﾡ で 万 

る時にはそれは纖ぎ、去っ た針素樹及広乗麦矢本分の利盗 (L.イ.uxLt) 

であり、 若しその 造林 に貴用がかか ったなっばそは 還去 0針t素樹- 

ﾡ称 (Mムム更ル勺:诙.ユン4山W”cクレ£ ) の債務 ccんrdec ) である。" 

と逆べて ・1る。 のﾡﾡの 中には- っの係続的本米の立場かっ . 収ﾡ 

さ 林賞がル然的に 制限する と言ふ正 しいがはさまれてる. し 

かし彼等は再び,土 女益価 o 完全 な 土 地的傾向は裸地に 由求す3 ・ 
とべて居る。Kun&.de の姫案は結果と し てかなり 大さい土地事谷 

ﾡとも たゝ す。



十地牧右価み算ﾡﾡにﾡ申こるもの :

常の林永経きにみ1 iて 生ずる 主事入こ 間支牧入が次の旅= し < 

仮定こ小る - - キ分の 十かにﾡ足されﾡい組及 (例へばメ害号) ゃ或 

は 問達 た林かゥ ヤ次 いかっ 発 す 3 予期 さるべ さ 攻への項失はﾡ 

ﾡされ得ないハ。本ﾡ く才往) とLては、係統的に最高み歳と保証す 

るものにふ. 当教上地 くP～.2 が最ﾡ給さ生ぜざる林木を号 

え てﾡり、豆年令の にお採列 区 の ﾡ態 (H とeペu3uタービ ty と)が 当 今 

ﾡさ得ごる にば . そ の 土地は ﾡ方の地代 ( Be.ceountt) o 

資本たさた還期ﾡﾡ3の治頼 (.业•3 レム九." クムニcL レ/_仆 W ) だけ、［ 

くっかﾡ こ下落させりる。

同様に し てﾡ伎女積に ェ る正規の 収益が納め っ れ得る . 間べ牧穫の 

. レt (微価 ) は ホ主 以牧ﾡ の % で表現 さ れ得る 

: 例へば「間べのﾡ値は主牧ﾡの s2 である-」み様に。

間代の両値がm%の領て あるなっ ば、公式百次の旅に 行わる :

お _ 2tAu-CノePL _ -
・ ノeP- Y

ﾡﾡ式な登常査定誤差 ci'cAe 白. ,:と心Cし) が関係的に小さ 

く現われる の で査定 ( cAaバ=十か である。

・産ﾡ(将ﾡ、落業. 下ﾡ)かっのをは長値段で列々に資本た 

レて計ﾡに入れるべさである。 •

造林貴と し て は計算の時尽に殆い て ﾡへっ る賞用さ 許め る べョ で 

ある. 天然受新が可能で有望でヌ立地(Lr4.て,) の値のシい 

ﾡ集(ん 9eztcんx/t) であるなっば そ o 賞 ( 訳着誌 : 式市の因 

子とし ての並林業) は全部或は一部と う能感する 事が素る。

管 理貴 は そ れが保統的林業 に帰ﾡすべ く表われる株な-キドマ (a w- 
レ〃％“ムム:〃)管理責 とﾡくべざで ある . 福微そ み他の公の 宏伴 

的る賦課(ムュり 厶“)もかオ底さﾡばなっない。ヌ林道貸との他 

の 経•営責 ( 8ctce&&._xcz) しﾡに見ﾡっれる。

午て の土は理論的には唯-つの 客ﾡ的な林米的土去価と持ち 

伊る。とL こそみ上攻益は、土牧益価が立地的に牧積に客んだ

によって. その (訳香誌:土ﾡ牧ﾡ価の) /1Qximレに達した 

時に、ﾡへっる。比のN&ximし>tは 試験 と通じ て(..oc/Lpユfce.m) 
色々要っ た』メ類々さ設定する 季により、 求めっれるべさである。そ 

步高仍 上他收海価が得ら れ ろ 時の代期令は土地牧ﾡ論のﾡ務ﾡ輸 

期 (/ス:cu/Z...2んn.かれcとイッ3cらく) に 致する。

信々 の物に フIては上の 公式かっ結論づけ ちれる株に: 

利辛が小さけば小、さいﾡ. . ' • .

主 夜收穫が 大 を Iナれば大さ ・相、

向 伐牧復 が大= け ば大セい程.

ス何 の 時期が 早期 乙あればある程.

ﾡ林貴が」さけ れ ば小、こい経、
、 \

その 回収期国か長ければ長レ1程

管 理貴が 小さ けれ ば小 さいﾡ、 )

上地收施価はあ々大になる . •ニ•

ヌ : ', •

利率が木 で あれ! ゴある捉、 Y

方い林太 と走令林木と の主桜攻ﾡの差異が小、てあげばあるﾡ、

店 岐牧極が 大てあれば大であろ程、・* :

ヌとのﾡ行が早ければ早い樫、 • ・ .

並林貫 が小てあ ば小である程、 I

+ 収益ﾡは益々早く 頂点に差する .

土 地牧金価の 適 ( そ シgc)
数学时に は土地收益柄公 に対 し て本気的な ﾡ義と ﾡへ っない. 

しかレ実 用的見地か らそに対して 取上 げっ れ得 る 疑ﾡ (Besceuだ..) 

a 非常に大きい。その 疑ﾡ ( 8_&c&cu) と言、の は :



ーノ2ー ・

0) その計算の基礎になる事実は非帯に不ﾡ失な性告てある。全てが 

自然現象等の結景に よ って到達示ﾡI!株な期待の 上に愛かれて 

る. '

2) 計ﾡの 中の ﾡ受な因子である利ﾡはそ以上の主ﾡ的なﾡﾡに 

せっ れてい る .

C) 公式の本ﾡが抽ﾡ的な4採跡地経堂 ckuAとcにe...xAit) 

の 上 に産かて居 り、新時べの並林の 目的に一致し ない。

A) 土地益価公式による計ﾡは、 よい立地(.&ピadwt ) 0上 

にのみ. 多少戻用に耐えるべき、 はラスク値左予さ、 わる 

土の上には、かゝる土地の林茶の小さい. ﾡは現存しない 収村 

辛の結果とし て軽辛に ・マイ ナスの" 土地牧益価と導く .

2) 奉実上期特される土益は柿に樹権に フてでもなく 地位ﾡ 

ついIてでもなく 土地牧益ﾡ公 式によろ 計算が生ずる ものと差と示 

す。ﾡはﾡに計ﾡとは相及 し て 実上上生じ ない、マ4 ナ スの土地* 

を価に対し て通用する .

是号の根城かり 土地収をﾡの 計算にょ ろ 語査は実用上、納 に族用ご 

るに還ごない。ﾡは益々 (ハルムe五n)特列る場合に対して (例へ 

ば/zZ&KvaCdwpgn(中林う. に対して)適ﾡされる。理論約に t 
程土地牧をが計算さ 丸る ことしあ るが しかレ それは単に非常に形

式張 っ た形の場合に殆I Iてのみである。-般に土地事益 0 理論は 確実 

な数長甲の価ﾡ以外には、単に年ろア史的趣表とﾡっ ている にさな 

いl. 土地益ﾡの実ﾡ的ﾡは半益屈 (&tcytu一eそ )が赤通 

値 (Vzdeイuxet ) ・りもあいときに、それに対し て ﾡ福 と 

る場合<ム. tqイ■号.ル ザ.％:〃％")に有在 しる ・

与:ﾡらう れた土ﾡ格と類 し た 比軟に よ る 地ﾡの調査

. 本林ﾡ長は行はれる手がにﾡ的少いのであ林の流通屈 (交検筋A、 

普通の価値) はﾡ、体(iノっC。2L )に交して告ﾡに 中 ずる =当

- /ヨ ー

。そ n 上 本京客体と完 全- 比 ﾡ 新 る 本林客体、(uんどc.6:Ct) 
・

はない。ほおﾡ立不 杯 のそは極めて 感にnホる。

しか し のﾡに主震的観類による順が厚々決定とよへるﾡ制と演 

っる。:小孫林杯ﾡ六ﾡには無立太称をそのﾡ十年にﾡる表能力の 

故に明かに心理(.学) 上根ﾡかっなく評ﾡする事に馴れている. : 

単 - 裕ﾡ 今 人 は ﾡ立ネ杯地 と 投資 として 求 める 事 に 男れ ている。 ホ 

整ﾡの理苗や狩猟の観尽、やその使の主観的考属はそ o ﾡ後の 実会 

a 財政上み 見左ﾡしつける 奉にﾡれている. 長検にﾡ給と等受のﾡ 

素んホ、加わる (ンュどn).: 森林の ない地うではﾡし い益ﾡ 

兄 ( udi:e) にもﾡっず. 森林!に ・んだ地方より もﾡして意 

一 栃 さずる。その上 素人がﾡ集 した林地価格ﾡ (どefvdet- 

pctJd.t, t/w) は 暴 々 林太ﾡ ( 8. tto.....ctc )を含 と で ﾡ ろ 爭 に 注 

ﾡしなければなっぬ。

上ﾡ示るものがなく ・ 奉実上将やうとされる希示の土価格が目 

出処型に止これる時にはﾡﾡの土地のﾡっれたﾡ格( んと。 )と委 

林 橘 く お..とeu〜しt ) に対する契尽と して引用する こ とがポ宗 

る . 価り 階級の 順方 く)vCuスKCタx ) に殆いて土は村用のﾡ 

類 に 能 じ'て都会 •かち 出て 行く ・ 差業用地、産未用地 ・ ﾡ画、耕地、牧 

草地 、 森本、林は一番分る ﾡに位産 してﾡり. との地杯 c6ぞu- 

,&どute) =よってﾡ地の予地又は分悪地にﾡ達している。従っ 

て 敗知ク 牧戦池 価格は 林地み 地価ﾡ 定に対し てﾡっかな 換忌 と与へ 

る學が来る. その時にはふ特に林ﾡの米ﾡ (交状え、傾斜状こ) 

にﾡって生ずる割藩と個引が向ﾡになる。訓への可能性、特に中で 

もﾡ備によ る 値の あい 琴素は同様にﾡ起 さばなっ ない。

にに処に殆いて林地価格は評価客体の友さ <Lcwtlxxxe ) にたじ 

て求しく 化す る事に注竜 し な ・ナば・I けない ・小さ な本地客体に 

いては ﾡに ある春の範町 く /cbcczJsttztreyttet は本 ﾡ的に大き 

、従って需要がﾡしく、期待されるﾡ格はﾡい。是は顕看な土比ﾡ 

望 と 失 に ある 地域の 特別 な 場合 てある。



ノダ

C :特別な類方法による価調登:

地価は経験ﾡ特果の用に フ て 下記のな く夜ﾡ的に (cc/.riat- 

み4w0&ud) 調査てミ る e

Q) も 経 ( Aucx90nん?L&ン う は牧帯 貯 の 分等 な土たのどう 

にか比較出素る価格で める。

崎と経験的に 大きかな 平におい て享地の ﾡ格の% て示 と 

下ﾡの通り である。

地位彼 I I T V

Fktc /nク ノ○◇ 6 o 44 o

Kceチ〜 / / ○ 7 o 5o 3 o
1

B u.c&e ノ/o y o 7 o $o 44 o

2) . 班彳出必に よれば. 喉.株価 ほ窖 しい 樹強に っい ては、 位板別 

に. ﾡ率の字止によって 第=表的に勤 く ある 一定の 肉尿 と有してい

る e
比の ﾡ係は (色々 な枚ﾡ卓の平坊こ して) 下族の如くてある。

池位ﾡ I I I

bei KteCeと ノ2o フ3 3z , ?

Pcんde 4 7. 4$ 2S

Buce ノクい フ2 4? 32

Etc&e ノ◇o s+ ・。 - —

C) 前の軍用本 管理号H-2c1d+fe1そ2と

o ﾡ5値階 (・w/_o.tLPAン。) た ﾡめ 堤定 していた。

2wAtイEio) の うﾡては下記

ェ 4 T

びと . s c 34 2 /
/2o 7s $o 3 / , 9

Bu.c化a ノ◇2 , s $4 3/ , 9
Etcんo ノ◇o 4 $o

_____
一 —

旭価は 比例 数に 基いて . 一定う植ほ位板に対する、ﾡ知の冬 

体の地価か っ ﾡ してとの の地位紙に対し て ﾡ定される ・

A) ある -定の樹ﾡの土地振ﾡかっ他の樹植のそと推論する こと 

c震ie&_uc&&*P)は 、 Spcみgどによっ て「同-年令、同- 

地位ﾡにみける相ﾡる樹ﾡゐ 平均樹高と 比t較する 二 と」と通じ て行 

われだ. 処かっ 例へば B uccAez 地位ﾡ IL.e は Zccden地位振 

I.2 ヌ ほ 火&位板 s に号 しい と 言ふ様な 季が起る , 

Kuele I. 地位紙 ( = /.0ク ) に ﾡ係 ブけるなっ ば 下記の値階 (

/eutL&n& )と生ずる。 ・ ・

ﾡは現在 の('953年) 本お価格 (xHec ) と嵌める華によ

リ下記2地と生づる。 ^

I I I w T
Kイ/2 ノoo 7 3 $2 3 2 ノ ?

rccRte 4 $3 s4 s & / ?
8uccfe ノ4S / ◇s >4 8 z s
Fce ノ27 フ o 4/ — —

地位終 I ■ I in W
1

ご 1
rtc&e /5o○ /22 ふo2 $。 o 3oo

Kceんu /3◇e ノ◇◇e フ2○ よ2o 3oo

BuccAe 
E Lce

ノ分○o

ノ7ク

ノゥ

/○2o

ノ2○o 

________________

Sら 42o

________________ !
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牧残竜 と 差引 LI た木材牧入 と 試定する な っ ば

アどcPe ﾡス に ついては く/ 二 一D、『

Kuefet 長 4kI.=S○-PM

Buc&e 跡 b =9-PM

2) 絶利 用牧を ( Peuaotdo4eefc6eイ2y) に基く 根松 の 誓験的 

今意 : Mav& て示した 森林 の 地価は 示された湯に対する 六 ] 

れE牧へにいて. -定の年令 (アcc/zeI.-V位板びんcA 
W一V地位級= ノ e o, kceA IRI 地級こ アueeeI - 

位板 =ノ22) o ハてなは し た終木杯牧後 に光のi 本底 とﾡたL 
たものに号しい。 の 限談 は示 ミれた 場所に 対丁る 下記の「吹 摂量 

さ含まごる牧入」 につ1Iてﾡね盗中している。

ハ’/宓 長 研 4, K2 = s。 M1.

kutKeu 長 材 4k2= s。 r

8oc&と 断 ﾡ 2b =o卜

次にえ等の牧へに対 し て 立太凄が 完全な 場合に は 次の地価 た と ず 

ろ。

7ヽ、 セ
こ。

ﾡ受区
エ . 巫

Eccんte /2eo ?ee 72o 夕e 2 2o

kとんL 92o フ2o 5o e 42
8cccfe ノ2○2 8co 4ee S52 °

のﾡ格は示さ れたﾡ類の 得や っとされる 価格にた じ て、又利 墓 

得る 立木凄 に流じてﾡ化する。

パ 主 ヌ森 ニ ネに し た 経験的令酒 :・

経験!に よ ば普通の地価は-般ﾡな義ﾡに殆ける 主代価値の約 

ゾz ゆ額になる。

し方法は間ﾡの% ( V一2v.ctろyccv Aンッ3eマれ才) が約4o 4 

より もあく ないと言ふ車•と 假定 している。具体的を主は吹强か 用ひ 

っほ(1合にはﾡは吹表かっ編立てっれる。 - .

去正な作業板ては地価 (ZraCenu一ec ). は林分価 (B_eatut- 

。 )の約グ。てある。

子) ドイ ツﾡ報の土地調達同ﾡに肉した林地の評価の方針き-ァさ!1てま

下記の平ﾡ地ﾡが予め規定さている。 (附年さ見」)

I ■ I I W • T

とル及 /4oo 9oo — —
&.ccAe /7oo //クo Soo oo 375
Fdcんな /Rz?ve /72o 'oo //○e ぷ◇e よ22
kcfetんLAzcf ノSoe / Nクク 92o らoo 37s

................. ...、 . _.......... _ _ ................... -一,----. -_.. ... ._

£)称来 に於け る 戦争 によ る 物的 害 の 処置 にﾡする 地ﾡ くひ、Z47

・タ4 R/1B/. Fv. ノタ// S. 33/):
杯業の 戦争 にる 物的振 き ckcとo.uncイtcetiaezt ) o 処爵 

による 地ﾡ く 8～Ceっvっe2てcz) の 調査 に 対し ては下記の 地価 

が予的態 (.8mzc&cん,uん2A.o)に 対L て予め 配た ミ

MLecCeucvUcC
く 杯)

_■

よ)
a2C

・ ・ヤ)

E c AenxcCaCピC 

(カシワの 象I皮就、)
ノ2○2 ふoo 42c

Ze フ2-・S_wuccCe-accadeピ

(燃オ のク本)

82o 4oo S2o
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れてろ

定 庇: 級 ェ ・ 了 v

ErOんと ?2o ろoo us。 —
Buc&e 8o ○ 8oo 4so -
Aocl2d Haatdace6,63 
くその地のﾡ砕友 紫)

Wocuk&,g, ・

4oe 4452e — —

(ハン ノキ 以卜入子ま神)
( Zu J.(ク&c )

えce — — --

4oo 44So 3cク _ 1
I Zccパt 822 4oo ユ 5o / So
i ペシイ 4oo 4So 

・
う◇o ノふ○ /どo

----一-. 1

と) 公実価格による価の師査

以前 の連邦人ﾡ省が規ボ し だ 公定評価 く 6.n&e:tAe..t 1tw.y ) 

に ﾡす る 補E 午段かっ各々 の称林に対す る ﾡ 立不地の 公定格 E熱 

・ 用する事が式赤る、 (ﾡは各ﾡ位板の用材が 当りの平攻入に 

もとづいている。) それは一ﾡの 百分ﾡによ って普通の 令額配霊o 
保続経 感の ヘクタ ール当り の女益 c入eKtoeztnr) かっ土地公 

画 格 ( 8,ngっuecvfeじwueut ) が 調 査これる。

Evc&e

—
FuccAe BM/E3ゐ FzcAa 7A2?ue

/ 9 / ふ 2 9 ノ 7 / ? 2 Z

し が レ なが っ 流通価地の調査に 殆てはその 公定格はﾡ学さ 

554とし、ス? Pzシ93s 年の 材価に 基tてる事 I-注歳せ 

なっ ない。従っ て例えばう。の利率ﾡと使甲する な っ ば単位価値は。 

み5倍される。 &. Kイ、 (長材4阪)さ.nr c ド 4: エー 

マル)の平へがあり、 公定評価の表によって峯せった甲オ / 

メ 当 り の平均価格 とﾡへ. ﾡ宇と3%と すれば例 へば南バイ ) 

ルンの F;uんる。は下記の計ﾡされた/値と庄ずる。:

•二 位 災 I w

ノユoo ノ○ゥo フ2o $e o seel

t/) /ナァー 当りの平拘格の受なへにﾡし こは皆林看長 (P-- 

4才npじイ2) タビん、ルクシ0九_■4<2 グ レ に恵許する . 2.d.B)

しかレの 価は 保続経 営 の 益 (&uzgt〜e2でい) に受 署 さ 

れる 事に注ﾡせばなっぬ.

縦 格 :

地価の調査に ﾡして は比t骸的大 さ な 一郡 なs置こ仕されて いる .基 

魂的にはﾡﾡがﾡ合するが足ﾡは全てなるﾡ助機能 < ん4Aイu- 
ク火t)に遺ぎない。何となれば通帯は常に普通の家はﾡ化こた 

ﾡ通価が左されているかっ。*の他比処に記し たﾡﾡ師ﾡ方法は 

ﾡ分に確かめる 為には再味の為に用ひっれ、 ヌはと の土の普

の ( 2eenueCccfdccんet ) 赤流通価値が ﾡい っれない 時!に のみ時い 

:っ れ a。

2 節------ 個 々 の本木価

( そc. eC&uる; ・ イ e ) の 調 査

A 林示価調室 方去の 御宴

々 の本分は通帯士ﾡ と父;不辰に分け て評版と る ；

本か調査は、現ﾡ価. 動去の立脚、ﾡ示の立問点、ヌその全三 

舎かっﾡする. ル々の 本分 は そみ林分が既往 に受し た経業 さﾡ供する 

’ か ?株き す れ ば頁 午が貴用と残すか ? : ﾡはその ﾡ分がﾡ示性がみる

か?検言すればﾡ向的村ﾡく Zect9eレービクv ) はどだけのﾡ 

でか？ と 言う 爭 と 評価 によって 断かに = れる .

杯 価 法 ( Mftucc合tweit? ヘグチ &んタン ) はﾡる 林分 につい
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て、刃在査ちに完定会にﾡ禄した時!にネりさるﾡの判定たﾡ理こ . 

てtる。

本不 貴 用 価法 ( • J ご2っと〜Lど～ュ ご ッ いu2亡, レ、/乙 ん乙〃/2ルフ/ ’ 4 だ 入
・ /

林不がたに手した責用確認と ﾡﾡこ してる。

林不類望価法 (BcdZanuoCte立2て レこァく.と/4:4、2ぞァ.メ&イル)ば そう 

林太がずるﾡ示の攻をの永定にﾡいてる。 ’

年令曲ﾡを(4/Le.&o2nc～tマu?*xCuc.. )主と し て グラ 7的 

方法 と利用・する 争に,よっ を 養用 ・K^u乙ュ ) とﾡ来の牧をの-2 
額合せ 左 基ﾡとし ている。

年令価値保数法 c4どezue.tんx&k--n.-メoイu) はグ ラ ーごに 

の公式の助力えは信々 み令綱の 季実上 n 所期の 牧へかっﾡかい っれた 

備値鸵/ 順位 (1Ueu,.xンどuっとんeァ) に惑いて11る.

ヌ !に 林太価 ( BビzczunKtiu.2t) に対し て 定.の 用 木活 

示列 (B-eutawtet-deンジュzじゲ_。?z )が表京はグラ フ テて 

示されるもクがある。二は樹ﾡ、年令. 地位板 本林価格ﾡに基 

て 算級づれ、ヌにの涙の中 て説明さ れる称太価 は一定の方法にﾡ 

って・ 経験ﾡ(Eっ/cC,o:子xxrcvte) ・ 貴用ﾡ区ほ期峯価く/を-. 

Lて &trizそcz/re)、 採 (AKtdeatwte)、 - 

はとのの値にﾡい て示さこいる。

B : ﾡ杯価去

伝え価法 はとの生立太 香横 ( acf-trcdenceot メ-Cっitc2 cてハ 

が既にﾡ さ れた時の牧ﾡ長E ・ a ない市湯ﾡ値に基 ブ く 林太ﾡ艦の 

ﾡ認にお立 してtる。代採 ALzucc&uetc)はプceイdcccnt 
タルシrdカり Veイ2Axccイ4ivexte , Ecouc0o<entd •. こもで 

る.

ﾡ染価法の株用は「との 生立不全部ス は大部かがﾡに市場る行* 

てる示才材ﾡに用いﾡさる」幸と定する。 しかしながり林求か

- -ノ --

う株版は、 その 將永商力直即ち割引 さ れ た期望価が株ﾡよ りもﾡくな 

・ 時にの みその ﾡ今の 幸実上のに寺しい。理論的にはの 時点は、 

試メ定これた割引利ﾡ ( りば-ばeっvそcとcc?チd3tスuイtP ) が ﾡ年 

生長字E超えるヤるや生づる。 ^

ﾡの調査は次のニオの中の一によつて行わる。 () その太w ・
材ﾡ属がﾡ未 る ﾡけぶ く保たれる株にその 林分 さ 株し て 得ら れた橋 

格:よる として受した茶式貴が差引かる. (2)一長モ普通に行

わる も 0 生立太の 材横 記録又 は 牧ﾡ 表、操莘 地 く P-kefd2-
c/uc～2 )号によ って期特されるべミ 太帰属 (人厶e/力チシム)た ﾡ 

ﾡして林植引牧ﾡ表 ・S～たc2tc子J-tA/eCn) 主候用こ たリ 

ﾡは験示る林不の代採結果と幌甲 し てﾡﾡ丁a- 価格と搬出費

見5 予ﾡでろう-

成禄郷去の ぬ点に評 さ る べ=杯分のﾡﾡほび面複 c2ta/a.e)
: 比例 L て本 気的に 賢る ・ 面横 ( Pどzc&e.) が少で あれば あるﾡ 

-ﾡ的にﾡ杯ﾡは早 く生ずる. 幅々の 林分 でほ約s。 年生以上 では代 

ﾡは宣ちに枚ね長も正確な両値である。大ミな林か集ﾡ、特に六林 

柔経営 の 福々 の 林分 ( z/グレダンシカレ 8eotatede ) の場合には 

神の求評価 ・4-Ktueんuc..cなッ)に対t てﾡ宅物ゞ坊宅』が表 

れる ・

Taどccte I
ス養食た 念ヨ ごる 採の 中 で採未成染 ( HteCucczvzepe ) が

K. Kビ〜ぴみ の 赤か っ 計算 したもの示す百分率 (%)

• Kdel Fccte Buccde
: 土: ・ ?

/ ・7....
・

"下 ■ 二 生 ・・〒 • . 上 = - 
..........

_ !
广 :

2 zoe — 42 フ —
1

m o s4 クe Z7e /3ユ ヨ/バ 一 一 —
:

5 4s s4 ? 2 と ? 。7 23 3 8s / eo
1- ;

! u o 3/ s4 よo どLo $4 , ノ 9 ノ ss 2uo -:



ーフ2- ーフ3ー

.45 ユ/ 23 : 2 ? 2 SU 93 /2/ —

s。 / 6 s , 7 s s, e フ5 3/&

. ss / 2 /, / / 夕 /, ? z u9 /4o

と 2 s
「

7 s s。 35 • 83

と s と # ノ ・ , • / ユ / 、 z 3 $e *

ク o 4 3
•

2 - _• - / と e 。

7 s ョ / — - - - ノ / ノ ノ 7 s

s 2 / / / ふ 7
s s — 一 — — ■ - - 今 2 s i

タ a — — - — 3 / ヨ i

? s 「 - — - - / . 一 - 1

/cの - -- -- - ■
- --

•

若 I I林ホ不 に対し ては、 お採未 試熟 ( HeK.c v</e ) 値さ 

株価に加える半によって、代株ﾡを全ﾡ値(?,どとクct) (ﾡ未 

の枚ﾡの.価値と令む)の調査に利用ﾡ未る。此0時に7a/とcte 2 

たﾡ悟する ので ある.

林. 多段ﾡﾡ殊 (7ueacdteCtcygButxッwce) . 中林は実用 

的には柱々 に し て岐採価の 平が評ﾡされる だナである。 その 時に 

は、代期未試熟木(Hcとtcoc./oイ4,) (単に土保義木のみなっ 

ず下ホも含士 ) の為にﾡ此号の 下本の 5有面ﾡとﾡﾡL てﾡを定的に割 

増が行わ れろ。

C : 林木責価法

I説明

ある林太がそ の今み林太 の 生ﾡに対 L て 森林ﾡ有ﾡが貴 した量 

甲 ( Koイっz ) に基く 林木 の 評価は 下記のﾡﾡに基いている。

7年生材木の*用価は、 その基成づけ (8ey〜ど.cccy)以未

7年に生じ た全生産責合計かっ 7年支-にﾡっ れに牧入とた引1 た 

も のにﾡし い。

生産貫 は次の ものかっ 成立 している。

②) 透祐ﾡ:ﾡは7年振に C./oPに生長する。後年の補植(ル- 

cKete2ttny-) 反びべ区森育 (-feABp*lpe) に対する貴 

甲 は 時師 にたじて考されろ。

b 池代 (B～c(enuente)・: 耶ち にかけ る失の中 に : 地代は
・

森林所宿春ポ林北と Lての 当該林かの地使用 と通じ て持っ。故 

に 貴甲額に入れろ きてある。年々 の地べ ( Pcocezuezute ) 
は B ( =Bccenuvevt ﾡ価 )メ22P.そして 7れ年では比の量は

——B.2_298Pﾡム =s(/oPc/)

に大 すろ。 "

c) 管貴: 是は地べ食 (J8ocdeneutu2u&w表22) と 同株に7 
年占にV(/eP/) に増大する。 -

収 へ に次 2 シクかっら立t こる :

o 除岐牧へ 反びﾡ成サへ : ﾡ号が きし 2.b年学にその 帰属がほ •伝 

すると すれば彼第 の 純牧八 は 收利率 に よって

Dc./oP-&+ Db./eP"tール+ ------

=大丁る。

b 刷牧人入 : (計算的'販扱は 前夜收入 の 帰属 (p一 AaLa&cz ;

と同様であろ。 . .

に林ネ黄用ﾡの 公式と並べば:

HKt二(BナV) (/ ○PT / ) + C./oP7 ( DaloPペ-4---)

Hm = (B+V十C)/op(B十▼)一 (ク2 .尸皿キ 6---------)
・

C.H/m =っ年-みける林木貴用価う

I 計ﾡの基礎

/ : 造林書 ・計昇 の 時点、にﾡい て 仕較未 a 進林に対 し て 生ずる ﾡ 
甲と そゐ 上一 般の経営方去 c W。Ax/Cxoこc ) にま る



のおなも の と計ﾡに各っ す。相ﾡる経告う去や不才る当林方 

にま って起されろ ﾡに喜い並林支に客ﾡ的売買 ・Kuu/w-ea て 

。 西をに際レ て は方ﾡさ れる べさてはない。か る 主観的長 司 二 

単に森林所有者が経巻内部のﾡ査に対し て (例ヘば牧益性計昇) 

主取的( cfpe&tue) 貴用堀と受とするﾡにのみ計ﾡにへ 

れりれる。

建林貴の 中 に,受新準備責 ( Ve2cdatey'cっvpcz2wv) 
土能調 建 貴、補植長ﾡが入る。それは一及の年( 少ん)の塗 

林長と主 なる黄用が大松において 帰爲し た年につ1 てﾡへば殆 

ど十かてある。

2 : そ の林本が天然受新に よって ぶ立 し た 場合に、それに しおっす 

ﾡ林貴がく工民新に よ っ て反立 し た場合と 同栄なﾡさ てある 

ば、 計ﾡにしたっさﾡばならない。

もしそうでないと すればl 然更新に 由来 する の ﾡ値が人 エ ミ 

新に よ っ て成 した本分よ り も小、さい寺になる.

天ﾡが当該林太ク的性ﾡである場合 (訳有誌 : --- 衣本 

の湯合等) には、是は稼め地ﾡのヤに入れて考衛すべさてあ。. 

引 : 店及号の叔株太に対する価格は計ﾡの時点にいて到ﾡしﾡた 

收入 と故めなければなっない。

4 : 地価 (ア～Cdつwet ) と し ては林素上のﾡ用についてし 

かも現左す る 立本に ついて払表る だ'新 く 約 义)：なけ成ばな っない。か 

林有有は林業訂候用によって他のﾡ用さ衣ﾡするかち、林業ゝ 

外の物の地ﾡぶは現存する立太以外の もの によるはﾡ係1 な

い。

5: 管理費 と しては、撃なる 管理量 c人件貫) のみなっ ずそ )本 

太の経巻によって生ずるその他の会てゐ貴用. 例へば財達税 

»&tuCe3ue2)、林造量等が勘定さる。ヌ例へば様音 

全ての年に帰ﾡ しなかっ た 場合には. それを万ーク場合に見ﾡゝ 

れた年々のﾡに --- 例へば義氷求るﾡ続経客の年々0林

-2S一 ・ ,、、*
責 に 於け a 注ﾡ源いﾡ の # て —— 計算 的•に 筒惑 し て 基礎づ 
けるのがよいと 電ふ、。

と : 不 規員な 林太状ﾡ (Znzeeピnuddtre ZetwacdocuAalおus) 

特に小さ い立不度は 甲 実上の立ホﾡに奥し て 計ﾡさ れた林かﾡと 

検昇する 二とが考雇さホれる。 しかしの検ﾡは、 計算のギでめ 
ﾡへ れた向牧ﾡの帰ﾡがはれて、 その結景大さい立本友か

り 小こI 立太度 ニなった 場合に は行 っ てはな っ ない。理論上、此 
・

算は「比の株な合には、計算さ れた黄用ﾡの -部は 受に

ﾡレカ" c oイ・cfcuewvAEt" ) の質依く 4イそと?い〕にな

る」と 言ふ若展に基いて いる。 のﾡは「かある聴償請(例 

へばﾡ制牧用 (子んn夕eAedtcシ) にる)に肉する時の 

株な場合にはﾡ要でない .

フ : 林太 の年令と してはその 本木 の 植式( e夕cnact / ) 
’ 以メ未の期と当てﾡばなっない。町ち止の年令*未だけかっ、

の林かは林貴資本 く 火cどao&oucen&xAiそaど) 、代、 

8cocz+ne～) 等 と 零束 する。語不年令は受するにオ

へなく てよい。例へ ば林太が 3 e 年生 ( o Az&e ) で

み っがしかし市 不が4年生であるなら ば、ﾡ不長用価計ﾡ (Ba一 

在rucCu&evtz?eztuccイu)は挙に 2。年を以って 計算 すべミ 

こある。

ロ : 林不業府価の盗用

杯人長甲ﾡはﾡ用さハた黄用 く k～て ) に基づく 財貨 乡ー和) 

の)生常に 自然的な評価に基履づナ っ こ ・る. LかL の基確定理 

( 2c.dt2)にポに一っの 弘立 し た 信別 経来く &と,cピ- 

A-2iZuc&ツビ ) にのみ一 ﾡ的査甲性さ持っ こ居る に過ぎ な ・市場 

経済京はﾡ氏経済にあいては実にﾡﾡした高屈な く tc-e- ) 経 

ラる生浩と 善ん で, II る 生産看の 競争か'生ずる。と の時価ﾡはも ②生産 

物が 尚r番受芝この為に受こ される貴も海価な経済ﾡ経診の*に 

順応 すろ。 , -



杯不費用ﾡは競子下 にある林分 (Kmu6eっズ8cdZwっzded 

の経営に対して生ずる 客叔的量 甲 ( ヘfe&kuot ke0) = 編た 

すべミるある。ﾡって大ミ な長用さかけ た経宅は特に長甲ﾡのき味 

の「短値」iにﾡんで思る ニ とになる ・ ー般的にﾡも 一ごい重用は悪 

・立地にうないて受と される. こ 0ﾡ示候区な立かっﾡい立に 

かけて- つの不 自然を•価値帰喝が行われる ﾡになる . 土地ﾡ用ﾡ法 

のの弱点は、 計ﾡのﾡﾡに一ﾡに長分寺立地とﾡ点する 再にっ 

て理勢的に はﾡ除かれる てあっう。しか し の株な調査ほ び一般的 

にゅ っ なたﾡ府は多 くの土地に対し て行ひ得ない ・同「様に幼等立 

池 で地 さ相た に く年定する方去も発ご行 に 得 ない. 何とG n 
ばせの湯合. 土地に対する感の評ﾡ(Ne&どKectxwy) は多か 

補償 ( AccePeccん )されない季になるかち. 従って 客ﾡ的価 

調査に対する杯分貴ﾡ価は非常に矢件づ!ナ て候ﾡする ニ とが滋示、 

そ の 限系にﾡ端にﾡい立地と極端に悪 い立の夫々 Iに殆い てﾡすっ.

そ の株な歳合には?、SAcge4 提京 した「ﾡ林甚とお版 (

• E2かfdceそe ゝ かっ号板ずけるなﾡが合目的的 ( Zwe- 
c&wt&イ7 ) であ リ 得る .二 れはぶる 類似の結采に対し て 造林 貴 

S 学 板 さ年令 /e○年へ 終生 長 総付 < 2euxwttwacCuecutwny 

の態かっ求める もの である。

年令価値ﾡ線( AAetex&uc22uz) か 東 ひとの 関係 

は比処にする。 ■ -

ヌ林不女所ﾡはの他に主観的貨点ﾡの調査に関 して甲いっ れる. 

特に福害聴ﾡく例へば"火季に対する) 0場合に。此処さ 

は当該森林所「有着は少く こも彼が事実上支払った貴用 者さ 森林 

根旧の為に,(feewteofextc&y) ル受な株に、 弁横の 

請求とする。しかレーカ、 その時同時にドイツにﾡいて損害の復旧、 

( Moee@-Ae4ccu す～) さ支配している 幸柄が 見方の上に物さき

: 通帯、森杯の復旧 ( Woedde2accがfowuそcc2子 ) は貴用ル 

は爆ﾡ係に4ん 経麻 的 く んと.2乙.tccイ z/そどと ) 考

ーユジ-

生立 たﾡ会的法律的検務である。 登は特に例へば保ﾡ林 (Jと&.- 

亡すっ&Ceイcz夕e～ ) に対L こ通雨Tる.

P: 杯不不ﾡご法 ^

I :# A

ﾡごに+4 杯分の ・ノは「向期持される べ さ m年て割引 さた 

( cれtd&vっuそe亡とっz ) 牧へ ひ すべてかっ 同時点 の 上に 割引 い 

た 尚ﾡ持さる べ こ 生産費さ 試ﾡ したもの 合計が一林木 o 価値と示 

ケ- ときふ方高にﾡいている. (訳着ﾡ: ～&cattc2cっz は : 

今形と割引く」と 言 ふ意味があ る   処では「前に検ﾡさ 

P-と言ふ起味に解される。) ^

割引かれ た 蚊入 (aCu&cteudea そcvnzeどke) は :

Q)期されっべミ主代収へとAu とすればその7年におけナる値

4 ——Au------
/○Pレー - ,

b) 期待さろべき同へ、n年にと才れがDた o音こで人るとす、 

げ そのm年にうる ﾡ値は ら,

7oら一

同株に レ て共の他の 店「代帰馬とﾡ産牧入が京扱われる。 

割引かれた庄産賞の額:

4) 地、生立する 杯不 c 4ccCutocAezucce &eutznC) ほ 地 

( がeddeneっte ) こ受と ナる。:年々の せバ く 6〜おれ _

&ぴe) さB.2cpとすれば、き 0 川年一に 受ける 商槽.E ： (あ

る期向の年々の斜子 < ﾡeっぴと ) nAっuイanzueなt としそ)

b) 管理貢:ﾡはU-m年iに年頃でﾡ年帰ﾡす。。ある期届の年 
・ ・ ・

々 の 村子 く Peそe ) の Aoイaッiiwいewそ としての 7年」こ
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殆ける そのぎ額は べミである,

-- -VV /oPし一

次に林不ﾡ望公式こ記すると :

HEnt= 儿 + Pa- %ず生テ--- 十 -g 上上 (B+V)

cHEm =年生に殆ける林示ﾡﾡ/)

Meuイauez は林才ﾡﾡの 似式と し こ

と述る・ た欠では 牧表 の 極値 は 地代え び管理貴と相役さ れ こ 

・iる。 にの式に実的にとは割引かた (e&&-cutどeごt) 
主 似スﾡ と示ケ・ 比の公式は 前が小額の 湯合 にクみ用いろ がさ 

ミ る。

I : 計昇のﾡ確

ノ : 主反牧積反び店表

そク林木が彼の現年のボ態にﾡい てﾡ示み 予 匆的•爭 実 的に 装」:. 

これる主 パ牧渡 及 び 府イスﾡ と用うる。 その 根拠 に「ﾡ 法 示さ 

走令林不」の湯合の絶承や収ﾡ次が用いらホる。高新待さるべミ 

向時属の桜価 ( Pc-～タcとnそっ) に主べ攻ﾡの %としこ 

もえ現示 る.. l.
Z : 利辛 ^ 二

し た株に斜字の あさ は その林不の 年令に従 って支化する : 

を補足し 乙 置く。 ﾡし「似令未ぶ熟てあってもﾡ令林木の新件さ 

3 ベ ミ 牧表 は 若 ・林木 より も大ミな客 全桂 と共に子測される」力

っ。

う: 輪べﾡ ・ ■ ,

土地ﾡ牧後論にﾡっ てﾡ財的輸期とへねばなっ ない。実用 

的には主伏快穫が期望他に等し 4 なる時にﾡける輪期と入れさ

4: /
テへっ た立木の地個さ入れねばなち B ・との時革に与へっ 

だ 立不 の 地価のみが要と ミれ、 その杯ふﾡ命 < J&ettanteC -

&-&e2u ) 期'周 中 に殆け る そ の他の刻用 植類 ( 及etc - 

n子ユ) の地は桁めポされろ. あう宝しなく地代X夕。&- 

73v4と2) さ 一執ﾡに式中にへれてはなっ かい。・

s: 管理質 :.

ﾡﾡたる管理貴 ・ん件貫、率務貫号) こ共に全てのの経宅ﾡ
く 及ctLekueo4P&Ke) は処に 見横る べ さである。

:林不ﾡﾡの歳用. 、

林不期望価!はみる ﾡの価値とﾡ示り女入が承定 するこきう正しい 

定.(2cっ1を4れ4スP) かっ欠すろ. しかL 芝は救へするﾡ行 

さるべき女ﾡの 不ﾡ矢ﾡと受tる。産堂陋は走令标木にるる に従っ 

< 一 層 正.爬) 二 計算 ミれる。ﾡっ て約 s c年生 よリ も若い杯太に対す 

る 奇常'ほ昨常に 不正確でる.実戸的こは. 箱望価. は横 はれる べき

の価値がないﾡにﾡって、ミ。 ～ so生のなや、)に対L て向 

ど さ れる ごない。約$c 年生 以上 の林本 では ﾡ株位 の 計算に み

(て一層正歴なﾡ価が存ﾡする。理静的にはﾡご価と塚ﾡの市の 

ﾡ示は.ﾡ値生長ﾡが設けナられた宅引神率(DよLA。tどeccz - 
94みイn4イw.2 ) まリも小さくなる 時点 に存在する。

注 : ﾡ望価と貴用価は か林分期 ご価(2 Vz&v&2wa2twgpuccet ) 

ほび林か貴用 (Wzd。C&っx%zwv-ezた ) として計算さ

れや ?

そに相当丁る 公式は :

交、分ﾡ型正 .

しと, = _A+DLeeシニB立-マ
4ePY-T

森 分 ﾡ ;価
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UノKw= (B 丁 + C ) /oPwこ一 T一 Dw /っp?-4 
実甲的にに株 か ご感ほ森 今 長 府極• o ﾡ 同 は 特別 aポ 点、ま 示 

ない。ﾡと今れば地ﾡはﾡれにせよﾡかめ っろ ミ てあり、 

引々 な勢ﾡは そ の林本の値ﾡ原と 萌うか に表規の 中に生ずる 

かっ。
ハ. .-

E : 年令ﾡ値曲練法

ク: 一ﾡ的ち去. .

年令価値曲練去 ては個 々 0 年令 に対ず る 林求の ﾡ値 0グラフ 的談 

定こグラフ 的神考と戻用 する。 それば○年に始まり 受新年々さ以っ 

て終る。 ,

個々み本不価値は異った方法によって. 貴用ﾡ、期■望栃、A採 

- 経験価 < Eイuパui多&レext) かっ調査される。

比突 で人は曲線上の点の 領ﾡと保ﾡし、そのものからグラフ的 a 

神整 に って完会 な 曲線がﾡ 感される。

林木の短はﾡ報、販媒熊等に従って別て回定され、 それ 

に-ﾡして各部分の ( geaececete )曲線が試定さん得っ」

林人価は・ の立した経ﾡ的にﾡ立して考へっれる林小 ②或0 

-杯求経ぎの独立してない一杯ホく及edえAzoCc.とe ) ③ 

は その地く例へば保字林 につては制限される 経済的ﾡ & 

や承額された女株性上持っ > み林木に関し で天々要 > ﾡ値て示 ミ 

れる.

勿論. 年令/値尚ﾡは販売ﾡ ・A4txな,&e) ラ/-一定み領 

ﾡ く fetじeそe ) 、生育区域く WVcccんule3C2A。 ) . 政郎の 

偶然性 に対し て 計算 さ 得名 し、各々 0森林評/客体 と 森林評ﾡ ・ 

件のるB凄に対し ても試ﾡごれ得る。後有は個別客体の特珠性とﾡに 

よ く 計算し得る 長 E有する。

グ ラ フ的み現の 目的は林不と改ﾡする 事なく して会ての 可能 を

- 3ノー 

高活値と 保帯せ々ばな っ ぬ ・

年々値曲線は 河ﾡに 高、局 E示す 季が でモる. 足はそれによっ 

て杯ホと土ク 離れる 季な =ﾡ合性さ赤現する 長所こﾡっ て居るが 

じかレーラ、 その 短所は し ばしば望 ほれる林本短とJﾡの 分配さ 明 

かに表現し 5い 幸である。

2;ﾡ々4曲祭のﾡぶ( KrztxcCどou )

再令桶密曲線ほ猫屋、其に 坤令 さとり、釈座標に林ホ力画値と とって、 

一っクグラ フに記へされる。

曲ﾡの終点、に殆け も はな芸ょ 甲っ。そ れ に従 フてそ は あ 

る決ﾡされ P客体に対 し.スは -ﾡ的に (たとへそ が方 的に頭 

っ た目的た 系ﾡ うと して も)年* 植値骨線の 配置の 冷にU スばカ 

数の並林女た定する 二 こがボ示る . &cとぞucんに よれば検看の号 

合. 例へば確子バはノ 年と、実生植物快用には2、3年さ、ﾡ植ﾡ 

植物偵用には 3 へ 5年さ . H-ecz2nの点用は と-/e 年に登 く.

特に造林貫に 肉する 湯合 に はﾡﾡの詩奪の合に是と式新する 

が 示 a。そこ同 時に林貴ﾡ って若い 林ホ に対すする 林不価 さ 

牧旅の状ﾡスは終生長給行に其いてし年に階ﾡブけナる . ときう.

-重べたん ほが 甲される。

I板に決ける林音E ノe。 と置けば比の状能に従って、蛇 

み地紙の. 年生込ﾡ係的林分は :

I ・ I T T

m％Q ノ ク o s s 4 7 4 7 ..
Fuc&ue いo 7 s 4s 48 34
Bucd&e /○o 8 e 。/ 2

その他の 曲株上の点は、本太年令うっ午は林木ﾡ用価かち ・ 3o 

こ今○年は林本ﾡ望価かっ、 s○年)x上は代採ﾡかゝ、試定すべさ 

てある。 । 、



ーラ2一
なぶ永げョ庁に従ってえ、そのク本不ﾡが失 用 さ 、ﾡる . 例」へば桜す a 手 

令値係*か ら ﾡ特ごる べ ミ 林な価と、ス以前 の ﾡ用材 )評 ち 

に工る妹 木栖 さ、長後にか 既知 0塩宜の 柄値か っ . 公定 評価 だ:.；' 主 

合さ、前し たヶ法て 確か めっれる。

その株にし て確め っ れた勘擦上の 長か っグラフ 的補整-ま って 

分な規準の中に. その世練さ引く。

ﾡ学的補正は 26auezc&e. F3u2 、グラーてル公式) 同 

ラ事によ っ て行われる。

Aa= ( An-C ) -&一 + C ・
0=曲ﾡが確かめ るべき年々

Aa= &年に殆ける当該林木の林太屈

A=年の採屈(主ﾡ) ・ 是は年のﾡ一っの創戸しﾡ 

・ る採/さ示す。

C=ﾡ 林黄 ^

グラーゼルの公式は.数学ﾡ公式 HE=Av- に帰する。そ 

てそは ザ 年以下 の林分に は ﾡ小の価さ 導 く。

Kat& は.本表の 並林貴 てはなく、広く 評価に 対して規準 守 

である歴実なﾡ林の価値の観点に着眼し て 曲練価に対し て

Ax=-44-4-月- +Ac
さ凝索 し た ・

(Aa =の年で始のて利問し得るべ禄ﾡ、

Ac = C年でﾡ突な造林

Ax ニエ 年 で 調査 される 府植)

両•公式 は 高分化 さ れ. た期望/公式 であり、単に似崎さ ﾡ っ すに 

ざない.何と なればその 函子 c Faイtez ) であるパ 反び継パ- 

はﾡﾡ約 に全 て の 樹ﾡ と 額 に対して希しく々いかっ。先 ﾡ 位 

ﾡと給能なの秘い樹植は曲ﾡの上ﾡが遅い。 ヌ前帰働を爆和 

るのは ﾡ論的 に正し x ない。ﾡ公式の主な 長所は複利 ﾡのﾡ 喜て
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み ) 従フ て利年かっﾡ立 している 季であろ。

曲練の 試行さはﾡ初は誤かに始ま り、前校牧震が入る 年令で親く 

上昇し、朝里話か」採極に移 され る や ﾡび水平 Iに なる ・ そ o 曲板の 

試行ミは樹複地位板によ つて異る. 世位親があ 窖で あれは、ある 程、 

ヌオﾡの給能之が弱けば弱いﾡ、曲線上昇は星くなる。曲ﾡの 

完京に対 し て 沢定 さ与へるもの は試定さ れた利率 0 高 さであ2。 

李が」さけれげ小さいﾡ、 曲ﾡは旨直である (e2Aede).
興 っ た年令にける 林本ﾡの経通には幼時の 生長ﾡ止期以メ株 に 殆い 

てはだ。当 の材ﾡ生長反材枚ﾡ状の夫々 の以行と一 っの大きな類 

以性と示 す ・

一定の 年に殆けろ ズ。当り スモ 横寄ﾡの計算に対し て R.Wcteu 
与た公式

x = ノe2P3 (/ - ち万x- )
はホ、版的に林太ﾡク ﾡ殿に対し て も 通用する。そﾡ、此処では 

Pは」 生長エオルギーニ生長ﾡ(%) ではなくしてﾡ生長ﾡ(%) 

さ示す。

数時の生長が完結する近の圧令期同に対し て R・W_e4eえは代り 

に夜ﾡ板数( 2シu3〜?イe2-e) と景同した。それに対す 

る 対応物 (44cuそc&) として、林太ﾡにいて!は装林貴の 

後価が ﾡえっれる、

F:一锐的年令価楂球数去

年令ﾡ値係教は林木の ﾡ値さも 本ホみ代期令 に殆ける株ﾡに対 

オる係数( VeんaBtnu3-Afイev) で表現する。¥の係紋、 

結ﾡ 年令の加に伴う 自然的な番ﾡﾡ加に基いた経験ﾡ季ﾡかり炭 

けちれて いる a ----  即ち、六、実用的経森にﾡした一定のﾡ令が談

定 される 時 に1. た 力 迴 々 o 当権引 /位然别「係 数」 さ 為 当な

てる。安るき味 ては 年々 畑値係教は 年 令願値曲 ﾡの世並条 F の 点 と 步、

一



- ミー •

字的に量 ミﾡえ たもの てあ り. 言 ひﾡえればヌ年令ﾡ値苗ﾡはグラ フ 

的に試定さ た係数である。

年 令 岡値係教法 は 評価 方法( B_eccue2trc2gdaun* A2en 

。 遠戻 の ﾡ ﾡにと除 け ば「客ﾡ的屈値が調査 さ れ、巨仮 定さた 神年 

にﾡする争ひが除外される」ときう長とﾡって(る.

そ 短内ほ林木 の 図 試取板 反 図 式評/の各教 的ペ 道 に 伴 う た 株 

ボにある- *の上年々ﾡ植族数の環作E 奉務的に た合には柱 

々にして「を々林分がそ の ﾡ実上の主ﾡ (4_んイ2cと/dx.e2t) ェ 

も く 評価 される」ﾡが窓易に生ずる (-&こc6t-v2&otui)従 

< 一林業経ぎ内もの林木評ﾡにﾡする 湯合以才は、通常5o 年生以上 

の 林分 はその 主価 ( A-CtdwKtwuezそ ) で 評堀 さホるべさでゅ 

る。 - ・

年令純植辰数ほ既…" い林木 も 一度に評ﾡする 合に 主ことして用いっ 

れる。 の 株なとして は/々 の 価値に基い た林業経きの 評ﾡや、京 

は類似の 売行ミ状態に ある の林木さ々に 評価する 合やヌﾡか 

クﾡ引牧甲の 湯合 ﾡが 与げっれる。

ﾡにﾡかの林木の評にﾡする時には他の評法が一信よく、 

自然的に主べﾡの近路と しての比の 方法よ り も目的に通じていろ. 主
・

ﾡ』面はﾡに 汚 ・ 林分の 評価 に殆いては往々にレてあまりにも軽辛な投 

浜ﾡ性 ☆と持っているかっ。

: ス前の軍用林の評通方法

/P3 ・/3? 年に実らさたの評方法は、 造杯貫 と 主八店 

に才わる 〒前価値と 主短の % で表ﾡする。ﾡの 方法はuの 実験 

計ﾡく V-e&axccイd2ecf-nc? ) によって証明さた能緊に基 

・てあり. 実甲的に各樹植た っいて一の 数こ与へ ている : 又比ハ方

ては5み ～9ク年の 主は ノe○年に 殆 る く ﾡﾡ /e o 年の) 

主成価の%て表現さ、ﾡは 5ク～,○年の主低がノ2。年の主版 

二 ﾡバﾡ ノ22年ての) の% で表現さて居る ・ 更にその 上、同じ’ 

級反び樹ﾡ神の中に殆ける、ﾡ格、 ﾡﾡの術さ、 宝帰馬、オ

複 区 か (Se2Ze2uccung) の 文 こ も 方ﾡにへれっ れてI る。 

出 の孫な実用的8 -定の 茶列 く Z A&CenuecCe )に殆1Iて、是 

畧力 親字 は 当該林木 力 当該年令にみアる4採 に基いて計算されて

るの て・は な く. 杯木 貴 用 ヌ は林太木ﾡご さ 基ﾡ にし て 求 めちて 

いろ。

此の 中価値は文の方法によ っ て かる、当該法正共ﾡの 下に 

々の地杯に対し て目的とし、 スひる 土地買ﾡ ( BA2Czz - 
cu./eC.cve.を) とﾡ々 一致する土地益 ( Bedezueえ- 

b&9d-weて )がそのﾡﾡになっており、 そして 利宰 の談定さテ 

へ林分ﾡ 用ﾡた林分期望ﾡ に一致させ. 規則的 に ( 9.cん.o.L, ) 
主に人れる ・

此の同世練の特合 < Z uc_A-ルスuc2e*Kezu) は仲へば K:el2 

では 会 て の地位領に夕い て本令約ふ。 年で行わて tる。是等の 曲ﾡ 

かっる々 の樹植び地殺に対し て評筋保枚 (タf ) こ し てたの 

の系列(/cみenteんcu) さ生ずる。 これは次の方法でﾡいら 

5:その都及の評個対象に対し て主代Av が・ 材植別収ﾡ長と地方 

制材/ に基tて、或は 採結 ﾡ ( HuekaeeCncen) に基いIて、 

ﾡか めっれ、 そして中 店ﾡ値 (林木/ )はAu に当 ま樹ﾡ、地ﾡ、

林々に対レ てキヘフ れた評ﾡ係数と 来ずる 季によっ て得っる。評ﾡ

'の 以 に 角一速 する 主夜術 ( イ-ぐそvceイdw-e亡 ) は々の樹権に対 

! こ -ﾡ的に用、I れる 一定みﾡ代順と基従に愛いて いろ。 その論代 

ﾡ は Fdcdte でに8○年、 Kze/e2 でほ ノ○○肝. Bcc&e で /zo 
年、ELc&a では4○年である。しかしのﾡ期はﾡに一つの基

教 ( -ぎない」評客体、にういて今与げ

た 以外 のの 輸期が候 用されている 場合 には始めみ 輸伏類 (u -
94229dcそイLあ4e4多&t) の 主 我柄 は   そ れ が宇実上目的と ざれ.そ 

杯からた分ﾡめらたものてない時ば —— ﾡに対して表に与げら



れ た訳係家幸売上用いっれ て る ﾡがﾡク 主 艮価 さ割る手によっこ 

得 っる ・ Pヘ Fと cfte I 位額 でそコ てﾡ店されている 需代訴 、 

-とク-夕とfcCtczued(wこ.cイzcit) がふ○年てなく 5。年だと「、

Bメ9o=ノ。 : s。= -タター

震に 従 > て弱ﾡ 8○年につIて ••かれに 主44が本木 o 値 、, 関 

に対してﾡﾡとされる. ・

火tcfeu に対して尊かれた評価係ﾡは ucだ_に対L て . ス

Ftcfte 対するげ称は T&aっuど=対して、 そして 8rcefe = 
対する体救は Ece に対し て. 天々計ﾡ上.代戸さる。七の 

0樹ﾡが太の評ﾡ片此の方法とﾡ倣したり、ぶは経験額とﾡ結承 
とﾡにしたI し て行わる ﾡがﾡ未る。

評価係事の誌号は涙になげった遊林ﾡさ駄ﾡにしてIる. :# 

ば Kこ/e2 クI- Vﾡﾡに つIてば夫々2〜o/1(マル>) 、 ュ

バハ ノ5。N・ /e。バ. /eom.である. ﾡ分の 坂行

え では「 位板別にその 杯かの 核複給付 ( E-イuxシu&してc. ル 

に従 って試備女。AaEceイweみと ) E 等板 ずける」目 6 ご 

に 行われて tiる。

しかレ死際の評価にきっ て当該林本に是工 ッ も受に高い。ﾡは眞= 

・ 1 才食が用い っ て ・ ・ る時にに次の株に処理ご る。

遠林費 /e e 口毎の普戒にっいて タメ (訳着試 : き平係数) 注の 

株に夫 々普する。

ノーョ○年生に対しては 土 8ezo
3/一e " 9cs
4/ 一 $e " ・e/2
市ﾡ以上屯年令にい てはその 評価に対 し て 盗本責がほIぼす効 ﾡ 

は実用上条起ﾡてある。

尚看看はの評係数ク涙さ此のみの附条( ュs頁) に集録しこ 

置い)た。

- S ワー
2 : 前の咲ﾡ有林の年令何値ほ敬法

1説明月

いわ ・ る令ﾡ値条敬 によ◆ 本木ﾡ の 計算 は林業 に IT る 教学 

の 視害 < ko字uaocLdt ) の 取ﾡ に 関 L マ オ島 令 さたも の 

てあ る ・ ﾡﾡ官報 ddec R. ノ?ムノ・S.55/.に広告 してある。) 

そは森林評価に関する方針者 (咲報官報 Fv. ノタ4z. s.&u. 
に広告 ) の中 にﾡ用さ・ そと同時に個々の 場合にっい てい く ら 

が 補は. 説明がつけらている.

その訓令 は 施花 した形て書いて ある.

比の似的才去は一本本系列 ( Bcutaduucfa )の西白にﾡ認も 

衆る個値. 即ち使期政熟旅か(Xジ&u/e Bctn。 )の伏奈 

ﾡと遊株費がらも発する. 後者は呉へらLた立地がﾡで 産かな建 

林のﾡ < AuP&au )に用ひ らLるべさ賃用の全てが考産』L て見 

積らる。 ン

そ の立似的方法は グラ ーゼル の挙げた公式に基いマい る. Lかじ 

港以必 が用 た因子 を取入ずに経験的な敬寺とﾡ入た。 

印 ら 処 て用いらている公式は :

林太価=〔 (Au-C)xw+C〕x 立木友 である、 

此.の公式の中ぞﾡ味する ものは:

Av=輪桜期くu) としいにﾡけるﾡﾡ熱林木の収獲 

勢え令まごる 林木 ﾡ格 て摂似の本木にﾡける幸素上の 

ﾡ種表( 3czなo.tcen. ・支U一般にﾡいられている材区分ヌは社ﾡ表く

2gencdc4-&ccfez Sazとu.
市場価格 に基い て計ﾡさ たもの。価値本の部分 ( a-才A2@t- 

22 D は考處、に入れねばな ら ぬ ・ 倔眞枚ば それ 自身 「 取ﾡわる ベ 

< ぬ要にﾡじて特別は伏ﾡﾡをﾡめらLる。保杯ﾡ積はﾡ当て 

ﾡ表びっ椎測さ得る。高. ヒの計算ぞﾡ用した頼去と 本ﾡ表 

は,ﾡ 記さるべミぞある。主伏牧養の計算に対しては主林木 

する牧ﾡ表 の 教字がうイ株の具失と聖本のﾡ央を差引かんなら
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ぬ。

ﾡ堤失 ( 6” はらの&2 > の正しい査実 ・ 為 に高い 伐を く 

失とﾡオﾡ失 ( Bxnイ-み-tイFad2&utマ262在っ) を伴 ハ 

高地帯ざは. 特にﾡ乗ﾡせﾡばはうぬ。

C = 立地そ の他の状ﾡに 際件づ けら た普置 の 経営 に 於 ける 功 一 

を確かな整旅の一 向 に対し て調さるべき貨用。 えこの貫用は 

造太地保ﾡく K.ctnpC字e). 基林 丸安足 く Kezuuucfouw >. 

立地にﾡ件づけられたﾡく Veck.Btua) ・ 土地作業 ( Bed- 

uat&ox 早の会ての欠ﾡに対する費用を含ひ。 去正な方的 

状態に 株件 づけらた程ﾡの補を孫いて. ﾡ全なﾡ坂しスは失版 

に工い林の造林貢は普霊. ﾡ入してはならはい。

ﾡ専 の貴 用そがU 年の 伐探 面の F 記百分 率 で 演 は L ざ る 時以 

外ば. 名株木ﾡにるのﾡﾡを証明んばならゐ。

E c2&e I. IL 4 %
Eccん2 I ラ %
Buoc 1 -- EL 4 X
Buc&e I. V 5 <

Fcc&な I -- I X
F2o&な I 5 メ

I-- ▼ ・ 5
その他の 樹種 -

W=年令価値係数。年令価値係故は次にﾡげた表か らのﾡばなら 

ない。中間ﾡ値はﾡ入法 (J-なxu4&2な。u )によっ て計ﾡ也出 

ならない.

の表の中に取上げてないその他の広葉本は通常と2ん& と同 

く評価すべきざみる。そがﾡ値いてBcん。 と 太 度的に义

し

ている場合には. その状ﾡが/の加とし し て計昇する事がも未た 

い時に限っ z . ﾡ來長と桜株価に基いて似た様な方法び価値をボ
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るべ きぞある。

あ交林は樹星別!に分けて評価亡はばばらぬ。 但し 恒

々 の 樹種 の配当は5%以下 に する場合は気こしても迷支えない。回々 の 樹程 の 配 

当く 4ode。 ) の調ﾡは年令とはﾡﾡ係に参所画長く 二義 3か3-
:たばc& )に基いて ﾡ果 とむす。

表に設えしたものエ り も受に低い. ﾡは要に高い輸ﾡﾡが実際の 

評ﾡ の 際 問題 になった あ合には、次の樣 に求ﾡせ ば口らa, そ 

シしないと若し い誤差を生づる .

例 : I ﾡ位級 .輸ﾡ /o。 の代りに/らと

す ALば

I 地位坂 の 年令価値受幸 は ノ○年ては=2 os/25 =oo4
り 2○年びは= 2/2/～2 5 =○/o

その西子の /25は林木令 ノ4○に対する年令価値ﾡ素ごあ

る. - •

ﾡ林のﾡ優は下記のﾡに従っ て收藤費を含まざる伐期收義 (

44cよutあa夕) の Z2んz&u ( 十分率 ) で調査せぬ な らな

こらの 例支 ( ルX2族りル3" ) は B-みue による 以前

輸依期25年 輪伐 期2○年

年令 年 3 Z2んム
(xな)

年令 ノ 年 夕 Zuんnucのu
・ (xo)

?5 4 " 5 5
・/o 5 ・ノP ワ

・ /s s ・ノ5 夕

" o 9

・2s /o

ク Z。 / ○

のプロ シャの /e子LeutみPeuプzジwvdou < A-44uxudcm

ペズたZ工L とっ4n , Podcot , んaauc8. 々%o
・ とauお

と2u24u2 > の地太的年令筋 位 表 て 4-6texズZPeCu > 

か ら 得 ら・ 次 に又 . 以前 の <andctよawewrcんa4t kなuuzu ,

- 4ノー
以前の軍 用本害理る (h&eccPeuそ のの様なもの 

か ら ・ 最後にﾡ人的な側か ら 炭実さ tたりズ グラ フﾡにバラ ンス を 

とったり した- 例〕へはT.Sp2ge2やマノaクタ-と&ctI2はる 

- 例 へ ば . Spicge&- や v. ^c4 -と②ぬtkに る - たの 

称な しの から, 得られを,

履等 の 独料 を 用い てグラフ 的作回 と補正 によっ て求む る 平均ﾡ値 

( /1.2t&.octa > がぶ立 し その 平河ﾡ値か ら その価値年数がよか 

た . こ の派拠は 主として 強制譲渡の 藤の補償旗の 評ﾡから生じたら 

のてある。

ラ:A. W/eが花 の才法

Wo&4そ は本貨を伏期選のて表現する幸き. 前の方法の 

中 に合 まて いる可 能性 に結 びっ ける。( Zw PeacAug_ 

と.edaauz2 ・ Feそ しれ Aoみ ノ?4ワ.S. /。 ) 

比の場合公式の〔 ( Au-c )メw+ c〕は 〔Av(o.oPw+ 
oop)〕に委形する。次にその( )の中は因子f に検算さる。

その他に Wo-c花 は「年令価値係故の地位級別の差異異はそズ定 

富は償ﾡ伝株ﾡ4んがし。しな) と更室な立木ﾡにし乙重要びない

から・ 地位殺別の年令価値係数の編ぶ(2L22bxuz ) をてる→

幸左規来した。 "

%伏っ土 によ

Z»てon ) のﾡ易化さた表は次の如く ぞある。

って発展ごせ ら/見た潜算係数 く /と2〜た2uチ2た-

Aビ枚期全
ノo 2o o 42 5o 4o 72 so 死 ノpo o 2o /芟 /4ク /5o ノム

たce合et U =/oo ワ z3 ル s4 4s
7テ sa /oo os ノタ //& /2e — 一

FccA レ=82 8 & 2& s 5/ s* ノPo //2 ノ22
2& o 一 一 — —

Bveん V =/2o よ ノo. /& 22 ? ラワ 44 sそ 4フ s ノ2o /e //e 丁 一

E zoんc ビ =/4o 5 6 ? /z /4 2o 24 2?

- 、 ヨタ $e 4。 ア s4

■
空 /ee



ーゲー

4 : 要業 及林茶 の 個 々 の 不動産 (E 2326Pzutco&eu > の毎8の 

調金と検査に関すろ / ラ5ラ年の咲拓才針書によ る年令ﾡ管係せ 

速

劭—木及 び、伐券未茨熟 ( イe&sunacLe. ) 本(迷未み熟林本と 

は乗ﾡては約 と ○年生以下 . 玄葉マで はﾡ 8○年生く下のオホさき らゝ 

.は年令ﾡ値条教法に よって 評店 される。

年にﾡける一林木のﾡ値 (=H2>は

H2= Av・f・w ^
びら計ﾡさろ .

その笄 令西億条数 f (基ﾡ年令ﾡﾡ原故)はぞ示しと緑もご 

あある. の係教は以前の軍用が のう浜 に於いて使用たれた河 

価係数 浜び週去 の 経験 に基 いて欠のられている. 年令ﾡ .値係徽 は - 

実のﾡﾡ似奈ﾡく4u),林責.(c). 害理貴.(v) 比悟.(B) 

輸伐期. (U) の上に求めら.そし てえ号 の基ﾡ屈値 ( ダ&na.. 
«t) に対 しての み編産に 安土 ろ。ﾡ実 の 評ﾡ客体妹分が天等の 

ﾡ価値 < みwwdueuな ) と大き く 相資して居るﾡ合にはそ の年ぐ 

価値爆挙惑は そによって求めら だ林ネ栖ば一次 の修正係敬 < 

Bec&tシwnp4fabtue ) によって補正さんばならない。

W=立木及

の評ﾡ係本及が修王条教 ( Bc.oをo-イ B.exiaんzz 

cn20P4&本uu ) は本書の耐録にﾡげた「ﾡ業及林業の個々の木 

動産のﾡﾡの調査とﾡ査に関する方針者- c 4E:ルムムハズ.心. 

2 F wルオを4 とad Pu+4? c をg■以幻 2 ピard- 
し. 2eu才wbbcんっfdbcAaz Ecnae4yzucudotcccee '' ) の 全 

を遊亭 したもの の 中 に收録ご zいる。
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G : 公定屈格( 三九% カムル^ > を本塚 に し た個 々 の林木 の評価 

( Beucい Lo E-otみ-244-とxとと.deu ?

公定評価 く &れんocto4ueec夜w ) に対して は前のﾡﾡ大意有( 

んaco&4kじuauみwuuなジ )がら 表 が発行さ ている。; そは 法 

正な 令級ﾡ係の保ﾡ逐皆に対する Aとなz当り の天倍 ( /etz-
) と 記入 してある ・ ズﾡ に基い て ・ ﾡ 用林 ( Baucwnwyc2 -

Cwogen ) と"ばるものに対してばﾡ々の @タポ〜z A22- 

<2oniouに さっこ 特別 で評価表 < Beu2cぞcdtな#e&.) が らてい

る e

是零 のネ を用いて 査夫 的 P国 々の太木 の価値 ( Evg228cなw- 

uo) が調査さる。此の除要お事ば設夫さ るべさ利宇に工 っ 

て姿化する表のﾡ便(J2Po&nu～ec. )の検算ごある。く公実評価の 

基ﾡ に尽っ て い る利率は5.5 e であ 今;ヨ の利年を既実する時に 

は表の暦値に/, 83 を乗ぜねばならぬ。)

保是経営 に 対す る表のﾡ雨に当っ ては 下記 に示すもの ( 444.2 ) 

がどﾡごある ・

規準 になる 枚達 の ﾡ格 C Pzeじ。 az じoんちゅcス >

林木 の年令 ( Boot2ni2o326tzz )

立木長 

地位銀 

樹 理

く と2eucce+t20子&ccそ > 

く Exc子と2c22& )

( Aa.eaれt >

天等に基いて表から株木ﾡを取りし , その林木ﾡを更に使雨さた 

利車 に よ っ て検等す るのてある .

ﾡ用林 ( Szowaedez ) のあ合には . その表が級別/こ等徽ご 

けらて作って あるからそ の取坂ひは一層簡単てある。

償ﾡ株価 く A4なobっw.ou )或はその他の本分価 ( auanuddw- 
e )か知ら Lてい ろ場合には . その他の令の求める林木ﾡを 

Jo&u2a。Tを用いて産のろ幸が家る。
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公文価格の浸尽によ る評価万法は安章ご異に辞細にﾡしよっ。

Jo4c2e IL
条業のん当りの百か率。二の百分率によって公ﾡ評ﾡに基 

く 個々の令級が評倍さ 隗に ばならぬ。

AlteYS - 
KI&sse 
(令 級)

E iehe

(カ シワ )

Bvche

(ブナ )

Birke 

Erle 
(がハンキ)

Fiehte

c トヒ)

Tanne

(モ ミ)

Kiefer
(マ ン )

新長林地 ラ /a 2 ヲ / フ / ワ 2 2
/ o 2 o 2 / 35 / タ / ? 24
2 o 2 Z 5 5o 2 2 4 ョョ
ラ o ラ ○ ラ o s/ ラ2 2
ケ o < o « P /2○ 5 5 • とs
5 o よ / 55 /&7 7 ワ ? 9o
と o s / 22 o ノ8 /8 ノ/<
ワ o ワ 4 /ク8 255 ノ5& ノ5と ノo
s o ク o / ラ5 277 ノ a4 / aゲ ノ ・
タ o /◇4 /4o 29○ 227 22 ノぷラ

/2o / / ヲ パ ss ラoo 22/ 22/ z/。
//◇ ラ5 2ノo — 2ラo 2ラ ○ 2ラo
/2o $ 2 252 —— 235 2ラ5 2
/ラo ノ58 25ラ — — — 24s
/4o ノ9& 2 o — — — 2$o
/5o 22ラ 282 . — — — 2s。
/4o 22 ○ -- ・ -- —— — 一

/ ワo 235 — — ——

/8○ 24 ? — —— —— ——

・/9o 24o —— — — —— -
22o 24ヲ］ —— — —— 〜い

- 4ビー

H :旅不個 表 ( Beetondauecズotofe& ) による 評価。

門的熟夏からてはこく. 実用上のﾡから林木価の涙定に対して 

茨の系列 (euac&e つ さ設けて. その表の素列から多か少か 

正産な方法て. 一ﾡの評ﾡの場合の妹木ﾡと求の◆奉がきもさた. 

との様で 林太ﾡ 値表 ( Sedancoxtな4o&u )は T 会部 の 評ﾡ方法 

が非常に型置り にさる可能性があゃ」と吉ふ短所を持っ て居るがし 

かし「ある概ﾡ的な評悟に対し、 特にその雲住 ( ごwe多そ) 

が問息にだっ て思るﾡ合に対 し. ﾡ長にﾡ示&与へ るべく. 根拠 ( 

AwAaどtwnとそ うが与へらろ- と宮ふ長所と持っている。 の林 

ホ信価表は実 に. T特にたとへ若干の卑門的知謀を有する 評価くが配 

置さ ているとしても・ 沢の 比較てきる 林木 価信 を文逮に尊 さもす 

幸に関しE 大最評ﾡ ( Zao.e.-&ccodtみeu ) の 場合に有利 て ある. 

ご比次に林木個表の中有名なものを下記にﾡ明し r ら。

I; &&eeoかntcctc (営林局長 )kる.tzd とそcお による

/ 25o 年 の林木価の飼査に 関すろ表

と6e在子の表には求むる林木価がFどoんな. んc,にっいて上. 

中 下. 地位扱別に. しも夫々経ﾡﾡﾡ(とな。んz内なのれ.

・ハく 係 •画 (A4なc2o&w > 及びﾡ株未な熟の個値 (W。 u
u Ace4-4xazeチe) (=早すざたﾡ茶に対する殺酬)に別けて記人 

さている。そのﾡ値はﾡ全は株木 (立木凄がノ.。の本木> ノイ。当 

リに対して計ﾡさた価値ぞあり 、 且その浅は年令を5年毎にﾡ約し 

て示 してある。経ﾡﾡ値はグラフ的才法で調査さ れ . そ して そ の所有 

ク る株価 (44なとムodx.eと ) に基いて求のた。 (下の火点は直林 

算 上の欠点はﾡんどﾡ株衣業 く zfafut ALa&ozuxpe ) の年令 

にﾡけるべ太ﾡ )

ダ株ﾡは .「牧ﾡ表の枚横を判実上の大き々似株の持にﾡ高 した用
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な務業 にま う て修エ Lた を"ツ と •南 ト イ ッ ご虐行 さ L て い さ 粒程区分 

及 び牧養貴 を含 まごる 応木 收入 一- 藤知内 ( Bwnc&.t ) に対す 

る有数 C /e403AA& ) /eo4 (例： 伏株時 の 夜種 区 分ごらんた長 

ﾡ 4級ガゐ.刍リ サク . - M ； ―— から求のらている。

I ;バイエルンの 保食局 C Vezacloxww kcwzonuet 入 の 林木 価表

二 の表の中に示さ ている Fieんな .K2Pcz Bcc&a に対する 

殊木ﾡは ・ 着者 ( Cfmt ・ Hwビe&. Aetawuetu ) によ っ て立似 

優として計ﾡさたものであり. 且平ﾡﾡ的敬字 c Dwzs&ac/i-
そみ#PeL )から 計票たもの ぞあ る . ニ の表 はﾡ位級 と 上 

中, 下. のヨ地位級に引けけナて夫々のﾡ位級に属する林木価を橘げて

いる。

ズ止の衣のﾡ値( た險ムル& )は山大幸の係ﾡ目的( W&&- 
イ2と - V2ze.cLxucnzw?cecと ) に対 して・ /タ52 年 の個 

経相場 (例 : 屍彫を 長 ◇級 のがﾡ ゲマ 8 o D.M さ基に して 介

(て いろ。保険伝の訪ﾡく ez&etu夕 vezLctaez tノeuz& ) a 
必がホ Iに たの ・ 的支天足 c Zwec&&e2tフu9 ) ご向刑Lてい 

る。

向 この会はの本のﾡ録にテしてある。

m.： V/cdng - v.火&.っそ の株木ﾡ曲線表 < Bconctoueu- 

イ&u3へ22イ月cピ )

(是は Hanxしoc の /.unz H. Scんz/ez から /アx○年に・ '
に発行さ Lている。)

v. ペcd夕 - v.火&ct によろ kio。 及 ど Pcoん に 対 ナ® 

曲像表 C Kuan ta0c8 ? は年令価値由案 ( A-eそz.otわ -

kuuou > のﾡ理に基い ている. 著香 ( V./2&クッ ーV.んムL
の報告に工 ば, そ の曲象 は個々 い て林価ﾡ速の禄ﾡ < 子wu- 
2odイ3t "嬴 ha4@e21cc&2u?夕 がら 知 らて い る 林 木 

費用価公式 , 林木ﾡ域ﾡ公式, 土地攻益ﾡ公式左債雨 して計算さ

ー ー
たものてみる。

ズ 此のﾡに地屈と しては長高の土地収益ﾡよる施価が炭のら 

れ て居り. そ の他止の計享に僕用さたものは次の通り ごみる ・

&) 利率 : koPoc に対する利率は2ン . Fジc&な に対する利率

はヨ ・

b) 管理貴 : KPe 及 び Fどcんな に対して / -Aa 当 り 年額

o - /4D./7 «ドイツマルク)

但し ニは v. 地位級か ら I 地位ﾡに致る坂 //7 (マルク ) ず 

フ順にﾡ加 している。

c)ﾡﾡ ・

<どPoc Fco&

曲線 A B 曲衆 A C
ﾡ 木 Sワe 7o ワ2 /ン o 2ョo

/ /2.25 S75 4.75 / 6.55 /ノ25 ラ.o5
/ 4ラ o / o. 8o s.so ノ5.75 ノラワ5 ノノ・25

2 a /4.ラ5 /2. as 2o.お5 ノと.35 ノ5.25
b ノぷ.42 /5.42 //5 22ラ5 ノa75 ノ品75」

2o. 25 /ぷ. 5 / S- 4 5 2ララ5 z/ラよ 2ス25
22. 5 2o. 5 2ラ/5 25ラ5 2ララ5 535

4 24.95 22. 2s 2s. 25 2Zラ 2535 2535 1

を の曲線表 には. KLePoc.とFeの両荷種を夫々5虹位ﾡに 

別け て合んてお り.各々 3個の枚ﾡ相透に く 零旗づけ うている。 

故に価個々 の林木の年令に対する本木価は / 5本の曲線て示さ れてい 

る。ﾡに伐株未交数に対する補債額の調査に甲い ら る似業4曲集 

が着き必 まている。

笑馬物 ( Uno2cupe > ・ 例lへば他の準林貴及び方ﾡに 

る年い (Awccclwwnpe_ )他の初ﾡ値 (堂林費 用缶)ほが総告 

値 ( 伏期牧益価) の 認入 I< よ っ て考友さ 得 る. 中間ﾡ値 く
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Zucんzu フは象の麦存している 古ﾡ に順定 し た グラ フ 的

補整によ っ て求のぬばな らロい。 ・

T:オーストリヤの表本価表く ル9カ衫陷し)

(ﾡはH-ペ.7ンんルnそ によって作及さ. Liuの o.あ.

L42&wttなc&apなbたawwwuez から ノタ4ワ平にも版さた。)

オース トリ ヤの系林ﾡ表は. 若者の報告に基いて,土な収益届 

株木貴雨ﾡ・ 林木期室価に対する 最も信用されている公式の結合 

と変形 によ っ てﾡ立 し た .

その衣は Fe&なのIセ位級の価格(Febtao.t2 (森の外率 

の太いホ)による)を基準にして一ﾡの林ﾡ(例: 尸イル滋 の長 

、4疲. /イ当り 收穫意を合まず、に 約 ワo-S シり グか ら作ら 

た。地ﾡは. /o/4ヨ,一S < シリング"> と 5ラ/4 - S. の問を動 

いてﾡり ・ そのﾡの因子 (立本友 ・ 地位級. 樹程)はﾡ算係事とﾡ 

数 G /2.名在。。 -- C Vezz.ceeeac?Po子a& うによって 

考友さ得る。

表について注目すべき幸丁ﾡ要て故序が比ﾡ的小さな表の上に 

左箱 さて ( 342zwtotcnp2d字と ) いる幸ぞあろ。その短的 

は(/) 一つの成•街 にま る為東 . (2)オーストリヤ以外では用い 

らていない 戸cなvな2 表 の 従馬 (3 F,C&t2 以外の倉運 

のあリにも送本的な (&43ackwstaoんc) 取坂いざある.

しかし作ら 色々な樹程 の株木行をﾡﾡに比ﾡぞさる幸は夏々長町 

ぞあるときえる。さて次に んそ によって 作 らた - 個々に 

ついては完全に論ﾡし行るが. —— FCoんの上に(ﾡじ地位級と 

ﾡ文して) 等が れ たﾡﾡﾡ値表 < Ao9gaxnuoacx _) を挙 

げ工 う / ・
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\ F;
(トゥニ)

K:
(マ)

Ta
( ミ.)

La

(ラマッ)

B U
・ナ

E ;
(カシワ)

E s

(トネリコ)

E r

(キ)

B ;

(バ

ラo /クク バ2ワ 23 2& aa 44 248 ノタ5

/oo 4タタ aa クラ a45 c " /o2 22ラ 55 2&5

5 2 /oo oss /o <ラ2 2644 1タ? 2/ 25と

。e /oo 28 5 </2 28 a7o ,タタ s os4

72 a4s /o/ 24ラ a9s &5 バ/4 25&

o 24フ ノノ/ aa 28ラ 89? 7 /o 2s7

9 e /oo a4o メ5 a77 282 /o5 /ラワ 一 —

/oo /oo 24ラ a7ラ 24 / 5 ノラ2 —•
- i

//o /。 G 4“ ノ2 25o 4o /2く パ2ラ -

/2o 
___

/oo asと a8o 260 /7 +? 一

•

:一

7-28c002 I
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第3節: -全浜株経営 (2.fo.故h.c > の個値の調査 :

面衰 ( Unfanae ). 程及 ( Z と3ススL&クユッイン子 ) ・ 位 ・ 

gape ) に基く森本逐宅の多様性と。実に多か少が大きい森林部 

分経き ( みAa Fooとな2り.2お2 eo ) に関 す る評価のﾡ り)得る急 e 
の多様性の女に全本林経営の評価に述いては ・ 歳城的なﾡ牽るﾡ用ぞき 

ない。そど二ろか容ろ森逐替と森林部分種ﾡの評価の際には・特別コ 

林業ﾡ逐験と経営経ﾡ季的訓隷が必ぞめる ・ 熱 ら ごる 局合 には森ﾡ軽 

巻 の 評価 こ契存し得ない様な結飛にき.そ に対 し て森林評価 の教検ﾡ ・ 

全体がﾡ評を安ける助因となる。女に以下に作られた命述は単に方法( 

mcdtfodwL ) と勧告 (ﾡatoA2ayex ) の 骨若さ示 し得る に最=す 

個々 の実務上にかける以下の論の便用/に当 っ て はニ の他に林業的理用 

と豊室にﾡ験 と前ﾡとするものてある。

全条林経老のﾡ値の調査は下記によ っ て行わる ・

&) 灰益価法

b) ﾡ益価法と其の他の方法を相合せたもの。

c) 個々の本分の価植調ﾡに対して示さた方法の調和的ﾡ用。

A : 灰益価法 ( Excaeu-_ew2nu2イLc2&?t )

Z.:森林環元価公式 ( 20a6uuexwペPok^e21oPevmue )

登え価 ( /p2u?子au&ズ- ) (ズば レaピdレtひoeたaそ- 

auet (本ﾡﾡ) . &agouxe右 C岐益価) ともばてい 

る) にエ る原林営と秦次 C wa2unje ) の評価はﾡも古い森 

林評価法ぞある . 二礼は 厂森林越営の個値は質本化さ た本求利J 
くwa2zuanなz に等しい」と言ふ正しくユ. 明白な観念に基、、: 

本林評ﾡ法ごある。

空は 次 の 公式 そ示 と れる。

$ノー

しいKauez才 (森 林価)
__ 4y 土 D - 二 -Dょ-C-UV 

o.oP

読明: ﾡ正作業ﾡにおいては毎. 長も古いU年の令ﾡは収要 ( 

nut,wz > として 伐期改旗 4 シ こ生ずる。そに相友した年々 

の間我吹段は Db. Pe-------------- Pt ごあ. 従って年«

の祖収入は Au+Da+De1----------------・ごある・全ての年に 

進株 費はcの高さざ帰属 し. 官 運貢は 単位面務 (ら&uc&cそ)

岳にVごみる。ﾡって全体ざは UV. の高さぞ帰馬する。年々 

の森株列手 ( wな0あont。)は貨用c+Uv を引く幸によって生じ、

それをo。 P ざ割 Lば系期岐益面 ( M&6do花2poteと フが求の 

らる。

利幸は薄め%ぎな鹿■真ぷら 決ﾡさi る。ﾡ々 の辞極の陽合にサ 

(..株が緑委的に可ﾡな平ア生長登に一致しているがどシが 

z) ◆扱分配 ( Aetu&dzaaenoei&ca )二つ てはそれが! 主 

枚後 と 間校収表 によ るべ株量のﾡ友 ( ZeawtoucnL.octw子 うが満 

星及び枚ﾡについて保ﾡ的ぞある」ヤっになっているがどうか、 

と宮ふ幸を審査 c Puent ) せとばなら ぬ認ﾡの桜株量 ( んとタ- 

2atみ ) が ないﾡ合には吹ﾡ予大法 ( ルuあw子/262nxevea- 

u <よって 伐株量 さﾡﾡせ 2ざな ら2・ ・
本株 ﾡえ ﾡの大ささから . 森林ﾡ考 の 収益准 ( 私にん纸に , 

を 数雄ﾡ する幸はない、何とな ば益店 は 家 下奏 太に 卷存

し乙いるがら。

輸放期と.て は土地就收:穫論の原則 に委っ て考に運政能輸ば類が 

ﾡ提Yされるべきごめあろら. とは言え分な 最高収頼を保続師に 

生ずる経管力法 ( MんotocんaPなx.&caet ) が前涙とさ iろ のが受 

ヒ ー般的ごあり現実的てめ る。

先 に夕式さ Lた形 ぞ ﾡえ価 &供 雨する 時 に は森 林 が ﾡ 種 及会額 

ﾡほ cういて 去王は頼造2 有するﾡ合にのみ 工しい 結果 と得ら

る。しかし一般にの様なﾡﾡはﾡらない。此の場合・ ﾡ実に
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於ける太枚ﾡ責余判!は混さない し. ヌ年々のﾡ少若が暴幸 

攻表を超通すろ ﾡ合 は 高 ざる灰益ﾡ を 誤 まって 生 じ. 式 は上む 

を 得ぬ場合ヒおける碌提的な 経営買の不実行も又遏戳の原因 とコ

る ・

春林寛元極計辱 ( w6&zoutaruよeueolnuw-訳者 読 : 直 

訳すれば 厂義冰收益計算」。止の見合. 貢え話2otownyowedt 
と 吹益ﾡ Gv2gweた と も守ぶ のて失未ス 画 どま 用 3ていろ 

名ﾡにﾡった。> は此の樣な短所を有して居 り.結に前世紀にな 

い て森林所有者達に莫大な模失 を育ら し たものごある 当時 の多 

く の泰林商人 ( 2&&とauk ) は太語橋余納 くHeeowuo 
&乙こ 6ezcんcoaea. )の晃 金化 ヒよっ て単に森太要えﾡ 計 ﾡ の みに. 

基すく完買価格を何の苦芝もなく 実現したのどある。

や 、 大 規慢な森林趣•森林おい て は . ﾡ起さ た寒部と炎 にある 

ﾡるものく 2s4chw. )によっ て事実上の枚支 と明白に幽認する。 

が至当 ごある。

牧入 : -

ﾡ点( 4osgペスynwた ) は伐迷型 ごある。証頭す べき 幸は 

に がど の程羡苴缘建的抬付 c ) と 一数 しzいるがひぞ

ある。金具牧入は. 「せいぜい相友して有得べさ保猛牧渡との相 

建をﾡ正 さ た」本玄のらのま類よの牧へ に 一永す e か. 安はお 

ﾡ別本積牧入 と枚種表 を雨いて 評ﾡ さるか、どちらか の 中の- 

方ぞある。名太須の配当 < u&cbiceantce > は考感さとばa 
ら ぬ ・ 実業上得ら た本奉の ﾡ視を利! 甲す 2 時はそが保徒部ル 

着と一致しているかどうか、と 検封せ h ばならぬ。・

訓番営 ( ペCe&en.Actcc&ct ) と事r微 による 割座物 か ら の入店は 

ボ別」に評ﾡ社A ばな らない。

翼用 :

一$3一
2) 経岩黄, C Beなic522:cacz4et>)

关に はホ技收故貢 (社会 台 員債 (訳者読 : 統金) . 概 

賀.本本高人が員巻しない場合の販ﾡ貫ﾡを含む ) 遊求費. 

林道貫. そのﾡの経営作奈貫(本林保愛. 度界巡最 専)が保 

続的な一般的お. 立地にﾡ件づけらたﾡ営遊行に美求さる 

株な顎ご所混する . 幸実上得ら た種老長は來そ の保続性を会 
・ 

討せ ばな ら Q ・

b 管運項 c LAua&bwju人coなoL )

生処には惑貴及候用人の給. 人件費. 対ﾡ位(8eとち- 

在cewu) (是 ほ•例 へ ば、地相,Cauwnuddtuuet ) の如さもの. 

但 し 例へば所得ﾡ専 の如さ 人税( にcognLa&。uaun ; は ﾡ に 

合のない ・ その他の公共的責用. や連来物題持費の嫌な次義 

の官理貴が所属する . ,

I : 広ﾡこた益ﾡ法 :

準一の這元価法の使所に対 する定ほ殆 との場合浅 してえ合しない。;

Lかもその上、林業経きのﾡ値と して「和鉢 の收拉的を 陝用オ る 事 

は羊に歳界ﾡな査案の ﾡ合にﾡい てすら 不精産である」宇が問類と 

なる ・

ﾡえﾡ法の結果の悠正 に対し て次に述べる様はﾡが存在する :

/ :株太ﾡﾡの伏様額( 乙ouc&eapwawexな) と比駭する方法 

による計察

ある貢 え価 の正当性 と信誤准 は、その 森本が市 場 ご取ﾡ わ れ て 

い ○ホ種を涙供 L て いる 時に は林木 ― の 伏糅 御 と 比較する 計算 

によっ て最も 周単 に最々 ﾡ得が。 < 様 に 証明 さ4る。

此のﾡに. 比較する目的て使用さるﾡ格としては. 約4○年 

生以上の家ろ一足の令ﾡについて,得られた. 若しくは評価さ 

た林太語ﾡに吹ﾡ貴を色まざる平均ﾡﾡを乗ずる幸によ っ てﾡ々 

ﾡ天され る ﾡが得ら る ・ 大さ な客本く 842kそ : 訳番装 : 比ﾡ
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は 部価 客体) のあ合には長 いﾡ 商 に昼 る 大本 語表 橋的 ( 

pジeなze 462.あug ) がか師さる べ さ ごあ り. 天によ っ て 

価 ﾡ は ﾡ期 質料公 式 く /peasdtcfentRoztnpawuo2 ) と用いて場 

めらる。

2 : 面ﾡﾡ はﾡﾡの条故 ( f&okn- cudozVowozttustcenttn) 
・ ど

・ による長え価の修正 :

ﾡﾡ に不法正てない 令級状ﾡ に基づく 選え価計罪は T=の計 罪 

結果 に ﾡ実の著ﾡ及 び巨 的に多当 笈 ﾡ長によ る 添牧を乗 どた、 

或は現実の面積令 cEeacAondBなz )が目的に安当な画積令に 

する 家数 を乗じたり する事」によって修正さ得る.

ヌ ・修正係数のﾡ用の際に公ﾡ評ﾡ法く EじAuobox.etwty ) 

のﾡ( イaわ。 )から 計算 さ L た令扱別ﾡ値か配 W/oztaれca 
2dz A8uた622og_ > がﾡ用さる。

が計ﾡ さるべきざあ る

例J Kdfet
令 42 修正 L たもの(区心必铲 .)

2 当りく 人a-月&ae)
/ - 2 o / o 2 4 z. と

2o 一 4o /5 マ ワ ク.o
4o - とe / o 勺 ○

と / - so 22 25.o
計 5 &6

444
す5 =。 8う------- -- ﾡ によ っ てﾡ続 的運 えﾡ

ラ : 部分的 量元 西 ( Pzc2tり& E-t4Pau2x ) ・

強友 に 不提則 な 令級状態又ば令表状態が不 均 一な横友 に於い 一 

は・次の 一者 によっ て行わ ろ様 な都か的量えﾡの調査がさ 
ある .

一$$一

a ?: 仮澤 の ( よuないc ) ﾡ所的よ選単位に逐宅 を者査す る寺く番 

能 的般案法) .

b: 時問的にﾡ錠した攻着期町に経ﾡの逐堀を御袋する幸. (動 

態的税家法)

②) 夜構の场所的牧義単位に在営 を卷谶する こと

森林面積が ら 仮橋 の 規則 的 は 作茶級が形 衣さる.

登劇太本著具区は通剰令最 ( A@szzb - ocdx 4&bx- 

出Q际 4ecacんup > は特別 に 許価 さと。 にの部か 重帝 似 

株価によ って個々の林か ( &i3e2&2dt3oddo. > 毎 に評価 こ L, 

計ﾡさ a . ・
その際に はﾡ判太 技^蓄 旗 (A4yecvcbc6ezacんcおc >は. そ

が幸実釣に検金(開発 ﾡ遷. 販売ゝ可能ぞある幸が前浜と
さるがそう て"ない時は 特号J な 期 間ﾡ牧験計 道( 4既&芬4ムー

6 ) が長文さ て天の 計画の 中 に星人 って 評価 さ北

る。 ・

例:

万ざな の森林経営 うび=ノク2 
(輪償ﾡ)

令窓状懇

4 ッ。 "る。 4o S/ioo /o。 人上

ノS /ろ ラ ノ 25
ﾡから造ら る...っ の親急的 な令扱橋造は :

2。・ %

。ノ5 /と ? ノ5 /S
そ し て通剰花令木 ( e+2○=ヨ。%) は伏林ﾡ て 乙ee合-

au22wxそ > によっ て 評価 される。

b 時向的にﾡﾡした牧選期問に径宅の経通を組紫する幸。
天に対してはよ表計動 ( Aよutwng4n2anue。 ) の設大が 

ル型ざある . 此の枚ﾡ計ﾡは目的とした森林ﾡ態に致ﾡする支
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の期間 に っ い て作られるものぞある。全ての 飲複 は 一定のﾡ 

について示さる。そしてその際. 各々のﾡ問に帰する牧産が 

ぞの排間の中央く クス& catpesec ) に帰島する様に考え 

ば持別に誤差を生 じない- 各期間のﾡ牧人ば更在価に割引 立 

ばなっぬ. 牧表計 画く ペtoシaCa.c。) の経通に 従って帰 

星しと規則的な (26g2んかcyeu う 牧ﾡは保ﾡ的な手 ( 

Reu )として次の公式に従っ て晃在価にﾡ質さムばならぬ

Y

○ P XooP

ス別々の期間の年. 例へばノタ5o. ノタワo. ノ990年に対 

して. 到差する様に究力こる森ﾡ渋態から伐株量が産かのら 

, その若果援え価と夫にある週制分(グ&cacん.2.2)が確な 

のられろ. スそと同時にの時問約示列 (zect&okc &&。 

から経管の傾値発長状ﾡが示さ る.

ﾡと同時に示 ・ それによ っ て收入と支出が影響ご Lる時に 

ﾡ在 の 立木 < 日esなekwg ) が保持 さ得るかどうか. 天 a 

然的に (例へ ば池 力 後退 によって)攻入を 低下 さt. 度庁は 改セ 

する ( 例へば吹益に室んだ遺理の塩積に」っ z ) かどう かょ 

ﾡすべき ごある ・

又の様ば幸 は特 に転ﾡ番営 く しuxa&go-Aet6et)o 

際に熟ﾡせねばな ら ぬ。

cととc花c。 はこ の様に して得ら る価値を経営期ﾡ価 (

( 2eそe4oezu-azaat〜ez在。 > と 吁 んていろ。

例:

匕/躍 分 ら求立っ株業経営: 面表 oo。 ん&,ぴ=。と 

令ﾡ炭ﾡ :

入 シ2 ”ん 4レ3e Sレイee /ee年生以上

< / 5 / 4 ノ5 25 2e
-&z ノ5o /とo タ o ノSo 25o oo

— 67 一

此処から将来の期間に対し て下記の女表願 < 44uな.28- 
ade >が見ﾡらる。 令最の発ﾡはそと同時に生ずる。

a ご 表 わした 今 求

期 問 位 置 %。 ん。 % %。 %。 ノ2○年生
以メ エ

— — バ ?52 /5o ノとo2 2o .ノ5o 25o 2co

・?タツ/2? ヲ22 4? ラo2 /5c ノ4o 2e /so se

250 s? , zse ヲoo So ノ4o 2e $o

P9名w? /4o 22o? ノo 250 32o ノ5o 4o ・ ー -

タ /2 2029 /と2 o 25o ラ2o ノ5o —

スラタ4? 22o 2o4? 2oo ノ8o ノo Z52 5o

4○年以上のﾡ問(アcそ)からのﾡ. ﾡ値的に現在の

上に小さな遠味を以って割うかるが、 オラﾡ以降. 印ち/タタo
以後・にいて規則的た収要 (ぴP&4t2夕+み6 A4っ4才8)

が行んる。間伐改 義 は追加的 に C 3c222どcん ) 査ﾡさ と

ベ ご ごあ る ,

B; 被採 価 ( Z2cん4aupet〜eを )によ る全るﾡ宮 の 評価:

Xﾡﾡにぶ る全本林経営の評価はﾡ2記の ・ 株木価の調査 ' に示さ

Lた方法 ( ^と&ocoう と贝置 C VfaんzenL ) に従っ て行ふ ・

従って本林ﾡ営の林分は個々の林分別に. 或は少く とも令役別 

に評ﾡさる、その時、普通は地ﾡと林木ﾡと分けて調査した上ざ. 

受に二の 両者 を加える。それ故に依株価(Z owdfEpw字eiecと > は 

個 々 の 分 く e.ae8&cオジvde > の個値の合計ぞある・

LかLﾡらのﾡ値は約ラ。 ～52 -A4 以 下 の小森林種営 に対し 

て のみ直ち に価値尽及と してﾡ用注来る ・ 絶伏株価法 ( 2.uon 

ZcacAapungomotんez > の使雨は幸実上に 才 て系本 海セ の 各株か
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が値別的に利用てきる幸こ前奨と す る . 此の可能.性は樹々 の林分 ( 

wん4dそu& )に基ブいたそ当な需とに大さい灰表の刊用 く 

V2wuなwッ ) と森本経営の分割 くAuttcew夕 > が法律的に許さ 

る幸等にﾡ咲する ・

株業経客の 大さが着大ナる に従っ て幸の彼灰ﾡ法を侵用する時の 

前堤ガ益 々制限さる ; 何とな ば経営ﾡ通の 中 て の ②林分 の結合准 

と 相互的依存准 は益々 ﾡまって行くから。L 力、し伐粽価の評西は関氏君 

( /nu4ocなn ) の種ﾡによってはﾡ束がないぞもない。;天に対 

しては 高後述 し工う。

怒銘の伐棵酒オは——少く ともべ系ﾡ(A&な&っ.のそ > に関Lて 

は一や、大き い 伐探次 款ゆ老令林分. に対•す る 開ﾡ . 編英 ・ 造株 版 

売等 を考 M し た少頼計島 く A 43uズunftCane。 ) の設重及 びそ 

に対す る 定期賃科計算 く 尼zntcoknug >によっ て改巻さこA 
毎ろ。 .

C : ﾡ合せ方 法 (KoBcdecto. /"しかQ c&. による 全森林経営 
の評イ

ﾡ合せ法によろ全み林経ﾡの評価は「森林ﾡ営の多様性く レe8- 

ot2d2&そ) と大き な頭瀝性 ( しゅジとc。2。&t&oん&ct D o ・ 

に各才法はﾡﾡてはﾡらかに不正産性 く シノ防江/涕 > を持って い 

る と言ふ認数に基いてﾡえもごした。即ちの不正ﾡ性は全体的皮 

は部分的に. 多く の評価方法を同時に使用する幸によ って除かろ」 

; そによってる々の森林評価法の性ﾡもﾡﾡ調さる. の評伝方

法の結示 は 疑積範 団 価 ﾡ ( みa&なシ2ahruoc&c-〕 

い ら る。

としこ用

議 評• 画方 送 の 胆合せ 方 に は 沃 山 の方法があ ろ ・ ; 受な幸は産「も 

系るだけ 的な ( 24ex._&tC.cfe )方法 を同時に銀雨ナ こ ゝ」

の一言 に菱き ろ。最も用ひ らる担せは一方に株価 ( 。ん0。

チル»33といしてた) • (合及部分的るもの)とﾡ方に夏えﾡ(..

Ep& P c.txtt )こ伏用する 幸ぞ ある。その他に 岡題 となり 得るも 

のは・ 公実品の尊人 (hecanみん夕) (設文さた創キと木波 

毎の安化考混しEモの や、部分画値の専入 . ﾡは孫林経宅と部分を 

君に分林-する爭,ズはその他ﾡ々な利を設人する幸. 等がある。

ﾡ 巽 g石/而幅 の.蓬頭は主 と して多が少なか広 い転 囲を形 政ナ ろ 

;た"土ﾡ女説のﾡﾡの中か或は袖録ﾡは ・法正な ―ス“M” 
妹業の中にﾡいてのみ. ﾡﾡ上全ての毎値は等しい。;現実の宇実は 

今へ ら た立易にﾡっる垣対的に異なったﾡ値を生ずる . その局合. 

評ﾡ単位か小てあ心ばある程益々このﾡ値は高い (んん。c と言える. 

ﾡは一層大さ い,ﾡってまとまっ た需学と客易な販定の可能性に西

, さり に本不ﾡﾡの検金が容 易である李にﾡ因している。ス. その 

二ば孫诲口理■年 の 営建養 を 過度 •に無複 している。栄 って付採ﾡは実用 

的 には その他の 西値よ り も高い,

位合 は去 を 低同する 隣の 主 広間彎 はお尊し E ﾡ値の間にﾡ和 こデ更 

す々ぞみある。是は次の方法によ って行わる。

2) 最終伝値( Enidt。 ) を全く 盛ﾡﾡに産認す2法法。

此の痔たは値I々の街值の重さと確実性及び•数字的に促へられない 

兄方、例へ ば、会号価値,分割 (7ed&4tct.t字ct ) たよる 後余越 

営 < 足o.4とcb.o&。 入 の経営番済的ﾡ化系林番ぎの改普(例: 不定 

令 を新しく 加える爭(畝みを多そ.  必” による 政善 専がﾡ算 

ﾡに評価さろ。

ク) 子ouvcacxuen /なな必 (重ゥづけらた平ﾡ値- >による方法。 

止の方法 は名方法 によって 評ﾡ た た色 々な値を夫々 一定 の 重さ

( G&どeん ) に従って個々 の価値星類に交 じて分配す ることによ 

リ 平ﾡするもの ごあ e ・ 例へ ば壊え告 ( Exム々字u0そ ) 

5o22o M. (マルク ﾡさ 为 ,

株便Sococo/.ﾡさ 老 とすば

ﾡ 絡価 値 =pcpoo。 ・ % 十 45o oo。 ・= <o。 o。 o M
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空ﾡにﾡﾡの大ささ. をとる。> そのﾡ果得らた相共にるﾡ

値のﾡ心(』とん.ン:れんと)を屈値とすろ。 たの方表は 要った
( ・ ・

8zo&tcpen に列する多 く のﾡ値の存左 している時に のみ表用さ

旧素部プロシヤ領て法正作茶ﾡについマノみク2ーノクジ 萍；」亘 

り 玄ﾡ 困に査さ /- た 結果 に よ L ば 系林ユえﾡ (waacwpa 

wu才> (利率24 ) は個々の林分のﾡ値の合計に六し て次表に場 

る様な百分率る示した。 ー ー

I I IL 17

4 s ワ 5& 5ラ 2 ラ

Fどe&な ク 2 s a 5 夕 a
夕 « 今 ○ ララ Z ワ

E cc&- 4 2 . 5 4 5 • - -

E九& ワ ? 4 s ラ ラ — _

Buee 5 2 2 s —• — _

しがし作ら二の但についてば「当時の深ﾡ的は干利3 (,ムス- 

43% >は. 依い木本ﾡ格と高い貨用のﾡに非に小ぞあった。

ﾡっ て比の数字2実用的にﾡ用す るに当って は非帯に確実は用心く

Voo..aんそ > を受する」に注意せぬばならぬ.

V SAu9・0は還元価(Eんかれ4救4v)こ4 株価(Z』<ん&gwweわ)の関係に対して料幸 
4%の時に下記の検算係牧を今えて思 る。還えﾡ はﾡのﾡﾡ係敬ま 

採画に乗ず、る事ヒキ っ て得 ら ろ

た央 I . I N ▽
Qoラ 25s ◇5 2 o4& o4o

Fどoとな 282 o. a2 ②.75 クムミ 25ワ

Bwoh& 25& o.5ワ ◇.55 2.5ラ 2.44

E じcんx. 2.45 2.54 2.5 2

C) Dグ2daxdcん にる グラ フ 的力 宏。

相異なるﾡ値を -フの率標系 < /ezイnctupuwz フ に記入 ホ 

る。 <例へば ﾡ産標に価値計算のSな2んなみ . く赤察日7

れる。

例; ( んぶそん..
ﾡる引。 o-Aa

エリ

の本林が販売の幾に部価さ ろ とする。

. 工木. 地位意の同緑は次表の初し.

1:基ﾡ

) 令菽 と 樹灌

/20 年 2/o 年 4～4o 手 4～80 年 8o年生以上

55z 5○.2 ララ 2ワ 字 9.s

Poんな 立木ﾡ バ ○ 2? ・ as 2ワ

ﾡ位忍 比 シ I I
防

1 '诲松 42 ノ42 2ワ ヨタ5 28ぷ

立木 友 .イク ノ ○ o oヲ a?

地位ﾡ 1 I ェ I - • I

: 立ホm面積合計、 &/4 6444 $3.o &z.2 . 35.4

立不 面選 合計 272.8 -Aa ・ 類立木( しLレム04とccそ )
C 4 4a. ) . 除 比セ ( Mckt&e@-&alu ) </& a &z > : 計 2244a

ら : ノz/0-Aαの 面 の林木 蓄類 は下表 の通りて あ る。

''、明 ﾡ 直 
ご一冬 /2-3o Cと 32 -44Cm 4-sC"メエ 合 計

Foん

そ の他 の樹理

クフヨケ合t
/eラ2ラピケ 

/ラSラポt
2<o三enu
.。 49Eeu

2ノ//2
2o/タラL

5o クチu

合 計 2 <メメタ/au 2/4222at ラ ク2 おみt_  __  . 4子a/2fw

向 ・の衣 の 作攻 にヨって はﾡ本ﾡ失 ( Fa4w夕jv.4t)



-&2 -

測実誤差 ( dッチneotet e4& )専によ る安選項失 として 

/2 乏夫 々 見承 って子の差引いた。

ﾡ宮の袋著積に っいマ 記せば下長の重り ごある。

面 長 調査 当

/2/。 & 対ゃず < 記こタ 約 $っoo。 Pt
32.8 だ 牀分単位に査定 納 //o2o だ

合 5/oe。 が

C> :ﾡがﾡ と 夕2年と侵え し た時の保紀ﾡ依 株量 :

4a 当り利用な(Dw4ん.4み) ワチ, 全体て /夕5o/n
2 :赤ﾡ :

ﾡえ 価 ( Eィクみみuた > :

A. 牧入

Z. 木 :

ノタ5クpmL 利j用ﾡ:ノ以ららβ用/ノフ/7. 23ぷoor
<M%そ3/e9)

よ5of 燃本 ダ s/. 4oom 
( Bunnkc夕>

ﾡ発及 び根株ﾡ

. 272oM
2. 副入及副経営 (eAo.Aん&) :

(分後5eoM, 植物園 3oo/ 下ﾡ 2oo/7 )…… ノoooパ

入 合計 ラ ceoo ヘ7
8. 貴用 : -

1 .経営耳 :

木杯牧衰 く /?5o2w 単価 z.z。 > 夕字2パ7 
亜 林 . 2SooN
林 道 ' /5eeN1
その他 oor

2 舌理ﾡ :

ﾡ員体給 、 $o。 o /イ

申務室 • • • /22 ◇ /7
自勤申 (分割のたの )

( 4236t/2432d4&2ww?2 )
/S20M

小 計 身クク 2 /イ
・ ー

税金及員ﾡ :

ﾡ袋及課税
C ごてな4 比? t Lwu4a2ent ) 2.3ooN

会保験 ,
( SみそC1tc/e4ルクーみピー )

7sor

役程表務 ,,、
く S.sとv.イル) .

ラ5o/7

ご の 他 aoor
442ペ

貫用合計 2/.ノ2めハブ

C. 検堂 (4 4&celwg )
牧入 ラoooom
責用 2シノ2○/ 1

余 ( じムc&)ss5o ヘイ 林地&当り ラ/.78/ 
&) ﾡ っ た利率 を用いて 軍え価 を 計算す ろ と

年牧選 < &aLvcacg> S52oMx2o=ハワワ&o。 M7(=5ツ) 

x 25=22zoe。 /(=4<) 

X ララ zsと4oe Mて =ラ) 

*5o =«oo。 く =2 ) 

& 株木ﾡﾡ価 :

ﾡ族友定素 < Pcdez6子enza。 っ と牧ﾡ貨くら koad > 
を考友 した上. 本木 ﾡﾡをてﾡと樹混に導い て 調査 Lたと 

二 ろのﾡ信ぶ求 め ら 1 た。

小 計 &-く 9のN



と-
52 222 と L //パ= 5 2222 /7

//220 m e 5M =-55eeee /イ

. 計 8o5oo。 /7

/クラ 年 に欠 さ L た承本売ﾡ表 < 4a&どvuetoなyc- 

な > の法律的ﾡは権木ﾡ君から年受を登定すと幸き 

禁止 しそいろ。 そ の規 にネる ノ○年町 にﾡ高約 7o 

A ぎ株も未る。ﾡって易合/○間の手々の牧理 く 

Mんオシuna ) は 次 の 額 にる。

ワ 2 そと /e 522 だ子 = ラタ P ○ 合と

去正町ﾡ本頼 = ss o

計 o 5 ○ どnu
附録的株雇 ( 33ab&o/a Eっなaんou& ) は年 々

4o52-/95o=z/ee2m の額になと。そして区務責 

及な貴合ざる個信 く eな ・ んhckだtun 

Woた >はラヲら2o/1 てあと。 < w 当り /と/1) 

若証 : 上エず の < 4e5e - / 75o =2/2e 子 ) の/ 75 o は 

の経皆の保委的年ﾡ量びあろ。) ノ○年問を置じて入と 

ララ4ee /7 の利そ (②u ) の 前価 ( Vo.zと )は利率5 

て25945o D. くドインェンマルク) の額ににる。完ﾡ価の詞

• は異等の爭実 の上 に考ﾡさ AL2 .
c) 林木ﾡ :

と -4z ・ ノ～2○年生・ 当リ/ oe。 M=と /4oor1

&. & ・ 2ノ～ー o " ・ 3oo。 ",=/至2a3 .ヽ 1

=25とoo卜1

全はの伏株価(土地を含まず) の合計はSs4eo/1林木 

蓄童 の 部 分に ス て来る /0坪問に拾ける奉奨上のぴ 語の 河 能 性 ( 

-て22Cじod2zkv2 そ ) &考友すばィメﾡ屈は4405oN

に変む。 4○年生メ上の林木のﾡ株木次熟 CKd6owwu)
は手数 を有く たの考ﾡしない。地ﾡ < Bodenwezな) を イz

• --45-

当 り so。 / とﾡ支す Lば地逆ﾡ合計 ( Peoawt右&scenuect ) 

は /5oooN のになる。

) 販売価( Vと化aufautそ > :

け抹ﾡは阪ﾡﾡの最高値を丁仮実的な大ささ」と して示す。 

上例にﾡける 此の値は太木吾ﾡと林木ﾡに対 し て as94oo 
/の種になり . ﾡﾡの 人カクククハ、、が假定と 兄る の で ある 

からその両君と加えると /oo?eoo^. の選になる。

種々 な還元循 は 販 売層の 下限 と形造る ;是について最高 

は2%の局合の ゲ22○"てある。一敬に「長え価につい 

z . 長え屈は週友 に高い貴 用のたの に浸 高ﾡ値と示 さこコいコ 

幸 を考亮倒 個 ごば株 蒸 の林木番長 はﾡ会も未 る幸と考え

Lば去 う占もなく 伐課 家兼 の林木 蓄規 は 査定坤 の上限 に近い。 

従ってゆ係ﾡに ケ の壁さと. 長え価に 必• の里さをきへる 

二 と が土未 ろ・ そLによって ﾡみ づけ ら iL た ﾡ値 (2e- 
ue92クz vewt ) : がク火2○/7と計ﾡさ此る。印らﾡ75o 
○ooのﾡ格が1当 てある と し て差え な い。

副』補償 ( e6eue?xeco子tnze )
赤林部分経密 C Feottd&etc&et ) の 評的の募ヒ ・ そ t 自身は評屈さ 

るべき てい 容余の森林部令経営 に分到 (444ctwg )によって.何 

の は ずけ に 横失 が号た ら 1ろ事が生すず る ・

保続満适の障書。

例えばT 友老令木部分を保持 してい ○部分か毒茶経ﾡから大よ』Lる 

時 . そ によ っ て残る残会の経営 ( にu4&ctca&。 ) の保統樹造 と従っ 

て 解営総済•的状弊 (Czge > ほ看しく書さるが、二はか割さて 

失わる部かの 評個に はﾡ 速 さ Lな い。

の様な場合には分割(A42。なタ )の前役に殆ける森林経営の 

運え個 ( Exa子uezt ) 左確のムばだらめ。

例」:



一 eと--

牧入< E.iルvaんuenz ) ; 分割前の少去
( caceztcz 今tz7 つ

分割ﾡの牧を
( そとなシu とc次 3)

木 ﾡ ラoooo^ 2ッ。 ○ /1

そのの 入 - 2 oom ケco。 ペ7

き S。 ooN1 . 250o。 M

賃用 ( A4f48o > :

oクo/ 3oo。 ペ7(ゆ ととい2-4?gとcolcn )
ﾡ 林 ﾡ oo。 /7 2.2o。 /1

林道責 Zo2o/ / 5o P "
登理費及その他 の貴用

see / 22oM

通利 ( ヴムud夕 )

/25o。 87 2.s。 o /
2 2 s。 o /7 ノ55o o /1

oo。 /7
=Zて資本化しだ収益状失 Ssooo。 /7

ル 残余の経宮 く 紀ノ&cbu& > の智理ﾡに及ぼさる視失

分割前 に「分初さAた 面君が員 し」そして 今制 点 に「ﾡっ きa 

視- の上の貢にな。貢用の全て が玄っ E林分 の上に優土2時加品 

( 22.a% ) 管理費に属す s ・ 受には例へ ば官合あ推持に 一•ず 

る貫用及 ど官合に投 資した登太の政利 天 び希却 に対する貴用 が属 ] 

る。

/ "2 耳 の森林坪佰方針書 (人cんt&ont を玩 cLa 
Lえ64&&wれズい夕 う はえに関 して 次の樣 に詳•流し ている。 

ク 或る森林から或る部分が夫われ . そ Lによ → てﾡっ た部分に 対 し 

て 自理長 の 相交 o 第成が欢義 に於 いて保証さない時 は当べ分ﾡ

た面着の 帯前 ヒなる 管 ﾡ賀 を資本する幸( とのcucuuu. 
によって,ﾡった部分(/と*42 ) に対するﾡ理貴の相師は, 

加 を 所有希に 附カロ 的にお 微せねば:なら / ・ (み 20xみuな ). 

ﾡの場合に索 る系林に対 し z 面積か貢ひ又さ . その結果と しこ

- &7一

• の 管理賞の图加 を生じない時に は. その記約く Eunawvo) も 

不考友せばなら8。?

C) その他 の 副損失 (e4enucAぶ&o. 例へば残った面通(P2と- 

Pecdu ) の狩就收益の 侯ﾡ c 白ccccなoe&tネwg). 必需品 ( 

Mo在oeocd4字&ctt ), 新しい卓の建表. 等&亦相施に考慮せぬば、 

ならぬ.

4第: 特殊価値の調査

1 月 : 貨値対緊 ( 咬ムケム)に対する孫林ﾡ値の調基

営借対 ﾡ表 は 経済本ﾡの 調査の目ﾡの ﾡに縦育権を産定す s。は 

処 ご林茶 的貸借対 の合目 釣佳 と必受性 及 び業的算ﾡ井ﾡ長 の 

続成 く 4uPuをdw )に関し た全体ﾡ方法玲を説明す る の は査当ご 

おい: 併し欠 っ全ての林著的貸借対照表にﾡい て は春秋資本が評受 

さばなら8。 ;是に対して問ﾡとなり. 且浜家さる方法を次 

に就明しよう。.

44わ の分現によ AL ば:

7 ・ 期望価法 : ①右&&C- K子cu の方法

2 .使用価法 ( Roua Ve&aoビoxotnん。ん) ;

E 4eBa cんの方法

ラ 重用佰 と俠用例を 用 シ る方造； v.Souzee,
4-4tわ の方法

4 候用価. く Vo夕tzncんoic) 費用価. 期望価を同うろ方 

宏 ; スゃ&4.4,&. の方法 .

但し 7ンAcシ&v の方法 ( &。ちぬo)は実用的支味と有し 

ない

oたco«d-んCv2eu はーフの期間計画文は攻ﾡ計画を作り 

その中へ現存する林木の皮ﾡを霊定的に組入る。林分ﾡ堂価にっ



- 48-

いて試験ﾡに 一即ち回々の林分とえ々に整理する幸 ( 〜uuueん- 

aenuc。 &vudfeu ? によって   個々 のﾡ問 に於 い て最高の森茶

利3 ( w&8u > が計票さ. その系本利号 ( &6uな ノ

をﾡ本化する幸( kanじt&uuuw夕 > から浜杯資本か調査さn 
得る. 、

2 : 8luいccん 法 :

総林木蓄ﾡ(約/5cn. 以上)チ科砕的に詞章L. 受にﾡ径級に 

よってﾡ型別に分類した工ぞその歴債と評ﾡする。 /5omt 以下の 

ﾡ木ﾡﾡは副番浜 ( Beio8v.oc2aそ ) と して衣ﾡ及びﾡ値に 

よって査えさる。ﾡ価は相殺さたと見ﾡさ , 単にIM& 座居 

とし加える に通ぎてい。 ^

• ラ : のod4いevacn レ. SPdpx2 及び 48な 法

若い林木 ( 4e 一と○年以下 ) は間易化さ正ﾡ甲価法によ て 

ヌ. 老令本木は販売屈 ( VoんuP～な )くf奈ﾡ> く 

A4Zu24owob. ) によって, 天々 評ﾡさ L ② ・

o 一○年以上 (市場て取引さ乙いるﾡ種 くSoなn ) に入 

じて)の木さ. 一部は全体を輸尺マ則夫する事にエリ ・ (auueA 

Veee&&uuwg). ヌー部は長準地面選を輸天て測実す2幸に 

よって. 調査さ. 直径級索はな星に基づいて整週こ. 販ﾡﾡさ 

( Vとz&tMtoet ) によ って 評価さ る ・

若い杯木 は貢用屈を用 いた年令ﾡ値曲線によ っ て調登さ と、こ 

の馬合. 基呉にはﾡ本ﾡを置き. 4○年生ラ至と○年生以上の点に 

は依株ﾡ ( 44夜2&。 &と ) を救め る。一方 ・ そ の 中間価個はグ 

ラーゼルの公式によ っ て求のるっ 価 ( Bodouueそ は平 個値 

( Duc化oc&とtoetiz ) を用いて評ﾡする。

そのﾡの系本資産の部分 ( 2&_&イr&t才extoこcどe ) も評価せ 

8ばならぬ。株ﾡのﾡ値(MdtWze D は林分価に福殺さ 

ている と見修さと。受に対し て 一方. その狽益計算期同 ( お.&. 

み3ectu&wwu。 ) に新設さ れ た林道は特にそ の 生産貴 を 計算 ヒ 、 itそ.

-4ター

負債 ( 4o&u&xon undL Caaあt > き差引 い た会 て のﾡ値の合計 

ガ 求 ビ る祀資産 (ﾡoジnuwsaパa )ごある。

2項 : 永欠ﾡ森林収益本の何値の調査

表林収益板 く 2a&0,cctccguccAな ) とは ・ 森林生産物に関 

する永欠ﾡロ及行ﾡはﾡ認く Geen &v2e クu&kye. ? 
に対する第三者の主と し て物叔的に確認Lたる叔創の請求 (

忍eんau/uccle )ぞみある。此処 に はキー に山株女益灰 くそた - 

クルイ3ク字ペ2oc化衣 > u林後灰 (Fooかuccl才 ) ) ﾡニ Iに 用益灰 <

Le,a-4z&wcんoucct 3 ﾡ居分友 < 4_etなジ&zccパオ : 訳者 

症 : 濃夫が老後の為に相ﾡ責差なら引さ去る取産に関する衣利 ) 

が爲する ・ 収益関係 < ヘんちuシ8cみバみe > は木オ と 全灌頰 の 副建

物(草(レビ心衣 ) ・ 怒葉 

森株 収益叔は 可測 的 叔利］ 

記ecんな と不る測的材約 

Kocんto_ )- 区 別* * る。

< -4そcc) )にフいて ﾡ立 す る。

( みeoru2a2czc こcんれた ・ 子じそz在た
( (3ty一7242272& R&c化枚- ・ とeacfa -

A.;可測究灰利( みeou.&out 位かを ) の 評価

可測的友利の量は種類とﾡﾡにﾡって確認せﾡばな ら。;更 

は通例. 太ﾡ攻ﾡ海(々6,なそ子&eんな ) た：於いて は太な 

乃林ﾡ(/ん-合3マu2ペp ) と太ﾡの本理 ・ (Ae9awitt ) ・ 家は訓 

産物牧表灰 ( 242シ?uywdxcc本 ) に於 いて は衣利者の ぶ 

番票牧. 牧身の秋誘験問. 敗革改療量 c どNWれ％ルタル*髡) 

等のく 灰利のる教 < んocん乙u②ゝの内客に代っ て産認さる。

是等の々 の政は表化のない実期的&入 < とeadシe > の評ﾡ 

に於いては、 厂 岡題 となって いる譲ﾡ場所 (A4xz4e&aeu )」 

ﾡける時ﾡがら: 常に並ﾡする。 若しﾡに時ﾡが収益友(

zaw4cc&なa ) の進諾約価値 C み～o&&x6kシeレweそ )に対 

して天度 を今へ ないとして も干 ﾡﾡ格 < Zzefocんuvcgu >



の甲は正当でみろ う ・ ﾡ格のﾡえに緊し ては収益衣者 ( &- 

uags4czcek本うなt ) にヨ然帰局する 自己攻落貫 <<o&&いt- 
・ダ2:子4人&o. ) が差引 かれ ねばならね。牧益友 く ペw4a- 
c&な。 ) の評価 に当って 叔利 の名義くにと2んなの。)の名ﾡ(

ラ&2んれ&.ケ > が赤えあ号へろのでははく しで幸実上のﾡ値が赤天 

を与えろ べき ごみる ・ く 惻 へ は・ 用状新連 匹今 ( Maんescなt ) 

に於 ける感料技 の双出し認可 (44y&&x字によって。)岐 

表賞 (Wzta字aたsdズなi. >の代 債宣理貫 に対す a 買 金 や 所請 

友ﾡﾡくe子2zcどe心n.a2 ) の求万当然予ﾡさろ友給付 ( 

子2L&2花ce > は 計ﾡ に入るべe てあ る -

•收益益の芝年の正球低値 くんとなtwoct ) は資本化 く xzn2nag.- 
-44&z 一ぬ ば方 らめ。此の時に用いうれる 利率 は林挙的利 率工 

り シ高い のが当然である. 何放ならばﾡ林牧益友の毎値ば製利年 

値 く &クu 尼eなnu.と )ごあり, 森林女益本の 崇 にﾡ 値と 高 ゅら

上産実性の立あは. に灰利の冬当准 グム％“％多” 

に関す ろ 不産実株 く &ptauct 丿 と 需翌問題 <例 へば枚ﾡわ 本 #) 

にけ る 需要問題 ) に肉する不産実性によ っ 乙ﾡわ得るがら.

森林 面須の分割による 分離が問題 となって居 ②場合 に 限 っ て. 森 

林’他の 調査に当り ・ 普置のﾡ業的利率が戻用 さ . がL の、し の 

場合炊益友 の 会本価 くとnジa&t。) の 計ﾡ にﾡい て は.

割引/ (例へば2○)の形ごあるにしせよ,実に高い利率 & 快用 

す ②形てある にもせよ ・ T一つ のそ以上の除を行う事 が正当一

み合。 の処重は「本林ﾡ産は音通・笑幣資本よ りも高く 部信さ 

る。- と言不、演習的季実に基づいてい る。此の 一般的車期 •は厂利率 

の別え定 ( Bcnea2a に関して他の立ﾡ ( 字&c&t /んそ) が 

尚 ・ 実 行さ 得る-」宇を 茶ずとものてはない;ﾡ時 は個 々 の依益友 

(在acawt2cん衣 ) のﾡにそ の確実性 < Sccんu/ucut > に 

例し て 利率 の差異が作 ら 几得る。;文惑時は宏ﾡ内ﾡ文に っさ夕 

益枚着に対する収益友の恒民極ﾡ的責義と経ﾡ超斉的室義 に基いに

--ア/ 一

何らかの差異<訳者註： 利幸のﾡ述 ゝが設けらる。ズ貢ﾡの 

頑医( 日c4zoなax 4 .と～あ.) び特 に里荷となる 本利］ はﾡい利幸乏 

認の らん得る。

/ ク ラ7年7日引○日旋行の甲ﾡ 生差 ( ヘuんc合;子cuジuuw) 

の助びに所するﾡ定は利率さ4.4& と予の規えし: 文 ノラ52年 

のバイ エルンの市町木係令 Cアewuジtol2ccdou子 丿 は少益双のか 

離り際の利」牢として4左規定している. ^ .

B.: 不可測 的衣利」( Lovei.xd&rue ( acdacチ- )ん。cん在n 

の評価

tの評ﾡ太法は次の様に分頼される 。

&) 不可別的友利のﾡ却便値 (.44②ジ..らox.ot. ) の計票

ク) 休内の く4ntgcチuzなズc ) 翌築ﾡの木ﾡ部分に対する報酬 

の計算。 ... • .

c) 不可別的状利乏可測的友利に交本 する幸。

): 不可測ﾡ衣ォ」の僕却ﾡﾡのﾡ

: 平向交付 C 44pz&ot > の雲に基づく 計算 :

平均交付の頭に基づく 計ﾡは. その天付の遅類がのﾡな平協領 

計察と 許さろもの てみろ幸を前現とし マている。

えは例へ ば毎年ﾡ期にロる新の茨付やスーつの大さ な人ﾡ社会く 

例へ ばある 立方公天 自お体く 字ewzcxzCc ) の 会気 >に対す る 雨ﾡ 

の交付等てみる ・ 平ﾡﾡが計界出む条たにらば次に天は可別的測の 

様にして 計価さ れ ・ ヌ 責本化 ( Kanucta.eシuw. さ AL u ばな ら ぬ.

ユ:欠ﾡ賃料ﾡ値 (PeuoLeuuntonw.etant ) による計ﾡ.

大部分の不可測ﾡ , 山 株衣 は ・ 就中 : 株内のく ayeptn ) 

客体 の 新衆或は舞将 に 関する 樹一る 建集 用枚 にかいて は . 本到の帰ﾡ 

か不規則 ごある の ご平ﾡ催 ( Bez>左計算出未な い ・ 此の旅な 場
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合にはバイ エルンの 町有林喜理につ いて / 925に令さ た方こ 

実にﾡく 様な一形 に於 ける 戻期賃料宏 < Peジocuenutuwoxk&zex 

や, 家はバイ エ)レン の州議会n、覓在密議、これ ている 山林ﾡ法 <Fez- 

な2oんズp22c才2o )にﾡける計画の如さものが適している.

此の現定によば. 新ﾡ用ﾡ表のﾡ植が計ﾡさ. 此の価値に- 

宏の素数 くと2おクれなz レewvco@Pac&nuタo.あe ) ( 7a&c22e 

TV) をかける幸によっ てﾡ来の 医正な. 友利女人 ( Rccんb4weゝ 

の夏在価 ( みちなwそ うが産がめらる。

の契左ﾡに生産貢と非提矢物く多eのvu..oknu.oo& )を差引いた 

林内(2n:がなな フ 容体 < c4ととな。 )の本ネな衰 として十 

今ぞあ ると見做される御値が'加えら tる。その十分てあると見依

るべ三不球表はズ新探枚衣標 く o4av&gewtau。 ) の旨分年 

ご後認さ る。空築攻の件を衣利に調記して ある時, 自然現象に、:、 

って生するﾡ害の為にﾡ食く Weetwz )ゲ必委になった場合には 

太ﾡﾡ積のみのﾡ値のサ。。 を加ルば右らぬ。

論ﾡ値 か ら 恒宅 的 な 井供 物 の ﾡ本 ﾡか差引 から。

ﾡに新築め暴ﾡ く とcdwチuんo今2o ) の関係を内容 と 

しそ いる友利に対して は、灰利の内容く9んzとと > とﾡ囲 くびw .
fztae 入 に示さLた形て. そしてヌ . 団有林経営に対する更 く 

バダ2をみた2そ ) に合 まれた形( 〃忽Wムe レix eズu. ござ, 、 

のﾡ値計事が行んる。その祭運と しては多か少分 表ﾡさ/ 

た上記の乗教 ( Vwtc4cen子d2cte)が用 いら2。

J28e00e TV .

使却(A4-ピawotge )にﾡける現在価の計事に対する業数 

< Youuucd&wuあte ) の目録

M
造我

Beac2lw %f 27e合ezZcそv C4eeな。 QルムZ 

96cettu&o

くﾡ内の各体或は容体部分の名ﾡ )

Vowxela-

Cタwぴピu.28
< 果救)

住居運築. 経感上の英案. 家蓄人夏.

/ ﾡい太 ﾡ や ﾡ称を伴った eac&.udo&ddac&A2g(i射 ノ2
2 削 星板 ・ as
3 坂塵阪 2o
4 因種. 宏シャ・ター ・ 2 o
s 削った板・ 保護物. 上 問の 門

6 バル コニー ・ Q 4

7 土合支承 と共 にあら 住ﾡ建築 及経営のﾡ探の一商 の凍本 2s
s 茶坂と にある土町のﾡﾡ及び実 の土問の門 の梅 24
夕 み&4, P外の土間に走る格 z。i

住ﾡﾡ氣及径楼上の建察の会てのそのの積進物

ノ/ 著合の外達 • os
/2 首合の 摘 ( Stc2&zobeu > . OdoEuwuen 42
/9 ノノ菱以外の喜合の 内部ﾡ長物 

その他 の延ﾡ物及 び散備

2o

/
ﾡの使所. 本昭(訳ﾡﾡ:ﾡ卓から林、る家番の 

屎 を 貯める穴). 石矢. 英原准標田ﾡ 2o

/5 ﾡ 灰 ラz
/& その他の 攝の部分及 びﾡ水楽 /2
/プ 井P管 . 井P桂 22
/5 井P部星. 井白樋. 下水堂 .水極 ノZ
/? 水幸. 早騎柱 . ﾡ岸 工 . 水工 2s

N0 通 2o
2/ 行ﾡのﾡ /2
22 耐ﾡ火ﾡの木本 e/
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(京文 岡 ﾡ.: )

り乗攻 ( Vow-ie4fzc&wgaお2 ) は公式-。ァァ から 

導グた値てあり. ﾡ限定実期賃料 (cpe R○zdc&t 

t > の資本化に対丁々賃料計算の規則にﾡって盗雨さ

乙いろ・ うその公ず中のは林内客広の尋命とめ.列率Pは 

%てある。

2) < 訳香ﾡ : 724c2& T の/ワ. / めに は・ Lっかりした太

(^at2cue&_c在子4a) の投造の為の井戸政 <

Bwv2zko4スecんなou の常加にぶする補償を用ばなら 

ない。ス. のLっかりLた 建査物のつ い ぞに内官ﾡ c 

②子feu22在)東の記歴ぞ給水ﾡが理造さ る な ら ばそに

っ て太利力 便になる臭三考養, しをの償却顔 (4&&2ox 

シ ) を適ヨに高のる幸がも求る.

単に推ﾡにとﾡな枚の許可(A42ん..z ) を内さとしてい 

る衣利に対と て は連の平ウ額を坂ねと L て 家坂 う 季がも未 a .
C26子fezezoを在 /aa&i5anuin (本内の しっ かり した 建ﾡ 物 

の 侵却 に対 と こ ベイ エルン の 規定は 次 の模範例 さ奉げて いる.

.例:

回有株内に-C4c夕ePペc.を = てい る基敦の星根仮に対 す お新 

設の星振坂ぶの需委 ( M&&&..-Soe&.cc&&.e &.4 ? ゲaa 
fwt の額になる その屋根板は/08年に適ﾡに築ﾡされ、その追(に国奈はしっのり 

した 工事の保償を今えた。スス木春のイから ・は屋ポ板の永く的なLつがりした希末に 

対 とてズ者鉄による義ﾡが行われさかった。/28年に本納春(Eoんあ)は屋標松材の新 ホ？ 

タ本(S c&dd4 ん今 - ayu.cんも ) の常 都に関してﾡﾡじた。」

CczoんtcCedcCccfe。 の命: .. :

とっかり Lた 里 く NazoxdzeA。 ) の 命: s ○年

衣利 の 償却 ( Ree4&:wz > の 時間 に対 して画家の全てのﾡポ 

の 給付 の 資本ﾡ く そる/こzとc.しt ) は 次の公式に工っ z 計算さ A る

7+。内)xア

玄で ・

T = Ceguc&ジEadacんムc6a夕 (CePue&xe星根板 ) の新設の 

需委=ノ2ofwu " 、

2L=Ce子2e&cadeeddcAc。 の争=ノ5年

2 = 横式 の時呉 の年令 の敬= /?2 s年 から当時のし っかり した屋 

ﾡ の舟命の 終 り 支ﾡ過す ろ年*=ラ o :

P メ%

/22 、 /
/○2十 フスる- ノ X 。。- 424 イュ

基グら 役者本衣 ( Sezodnuw化cacec ) のﾡ値は :

ノo2x o.。 4=。 o メィ

鈴債加個値 ( Swwo& 4e2cct2o eた 三724 メ～t

> =-------7
II ; 例

工 のﾡ」と 同ﾡであろ か文書に示 ご Lた表務に ついて 

&) 叔利ﾡの務は星根ﾡの永久的なしっか・ した差持てあり

ム) 団家のﾡ務は全ての とっかリ L た工事 の秀命の通期毎に Lっか 

りした工ﾡの末分に補償と今えと幸と戸時にﾡﾡ力の者 < 

SAeyteicそ2zocんdcdet 入 によ る損害妆( e&adenotceシ )&支 

給す ろ幸びあった。

权利 の偿却 の 時 問に対 してﾡ家の 全て の将求 の給付のﾡ本ﾡは次 

の公式によっ て 計ﾡさ L と.

■ (r+ & ) x な
玄て
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r=ﾡ会にえ朽 Lた時兵に才ける しっかり Lた工幸に対する補償 

= /2o 十/ox 2 =/クク fm
く 訳考ﾡ : ○フ と云ふ敬字は 2222ど2 xr., からたと 

ﾡわる

ペ= しっかり した工幸の命= 5○年 ・

=偵却の時魚か ○当時のしゥがりし た星板のﾡ命の終 ッ 経通 

す る年数. =ラ○年 .

P= 厶 %

/ /ワo、 /
(/ワク十------ すo------- ) X ------ ち。=ちの. タ 6 fっz
\ /○ゲ- / ノ P44 /

謐から

■一ホ掂次の 他■値 は :.............. /ク ox o.o4 =4。e fw
■廣却商 値/餌..................................  =ム4 夕5 メー

=----- - -/7

ク : C子ou花t ・ (林内営物の木本工事部分の しっかり し た建 

物 ( ペ&4ど4auな ) に対する浦債額の計ﾡ :

二 の方法は 復却 の周合 と 同 し“ で ある。 ;がしかしその衣利は存ﾡ 

しぶ額 し た素教とと る と玄う考え方が冬当てある。

( 7&4&。V )

-7一

7a8002e V.
しっかり しに建染物の補償•の現在他の計算ヒ対方る乗敬:の目録 :

BcaeccMtt2 cdce co:字efeそuかと～一 &夕eとゐ

&zd 9今2&など&

(林内の客体ズ は窓体部分 の名窮)

Vew6Pzt 

40442. 

<業 «)

住居義聚. 経営上の羅衆,家番小星

/ 室い互換や人星ﾡ桁を伴っ と よspae&nae&dac& 2 7
削星根板

ラ 仮星源派 ラ

民ﾡ. ﾡシャッタ ー

5 板 と 削っ た ほ護物 ○2
バルコ =一 o.2

7 土台支系と夫にあるﾡﾡ及経官上の建ﾡの一ﾡの示坂 25

a 示坂と共天 にある土問の基ﾡ 22
? Grad. 土ﾡの走るﾡ /ラ

2
住房運ﾡ及経ﾡ上のﾡﾡの全て の その他の書豊物 - - ・

/ノ
寄合の 外 ﾡ

/2 畜合の橋 ・ Oodo②uvれe?u 2.4
ジ そ の他のﾡ合の内部の部分 ヨ

そ の 他の建探物及び設補

ノ
板の便所. 水肥ﾡ. 石灰ﾡ. ﾡ塚ﾡﾡ画坂 ノョ

夕 為 仮 2.o
/e その他の箱の部分排水渠 ○5

/ワ 井P害. 井P桂 ノタ

/夕 井ア部星. 井P堀.下水道水樋 ②5

/夕 水単. 卓輸左 . ﾡ岸工 . 水工 4
z0皇 ノラ
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ある林内の ( 4mt子feutct ) 各体の しっか L た建ﾡ (

パ～2a.vAaxなw) の長新の欠置をとる宇ほ有ﾡ表てあろ。

みる旅 内のく &n2ev&tt. ) 客体 のしっかりした 建緊 が永 久 的 に 

Lっかリ と維ﾡさろなら るのL→かり し た卷持核料の 使 用 によ

って部ﾡこる木ﾡの価値がﾡわるろ。その時. 中間補償は次4. 交 

例によ って行うの が"適当ごみ るとえる。

林内の(2みc子c2衣c ) Lっかリした各体の維才にﾡする国 

家の分担金の規則:

、 有叔利香 はLっかりした 星 をしっかりと 維本 する を表務 づ

らて いろ ・

友利右がしっ が リ し た建探 く 訳者誌 : 一比の湯合爆又直り ) き 会 

年間達持し。壊ﾡに関する法正占ﾡ却 ^

によっ てﾡきﾡさ Lた差持の め受 < Uっなzん少なo4cdasp。 ) 

の偵長 ( Deck夕 ) に対す る補偵く Shcんdcシwn? ) と Lマ 

オー 回 は:.......年に最食品真 の文衝の 辣忆 に対 ナ る 購入責 を補を

すろ。

- 7ター

特に天※ﾡﾡの作用によ らて具兵が主じ. その為にﾡしい帝零が 

生じEﾡ合には. その展害の 高ご にとっ てﾡ別たﾡ債か行わろ.

C) 不可測的本利がら可測ﾡ叔利への叔利の交ﾡ :

不可測的叔利から 可丁別的友利へ の木本衣のﾡﾡは. 不可測的叔利 

の補償にﾡけると同しﾡな方去で行わLる。: 町引資本価の計軍を 

定期賃料公式を用い て行い.賃料化 くPwスルジルタ> によって 

年々 の木状賃料 ( 火oeaute ) に交検 ( Unuwaod&u_ig )する. 

;有衣利各体 く &o.cしなな.. 絵“良 ) の宇実上の炭態と新 

しく作ら Lたボﾡと間のﾡ資は唯一回の補償て保証さ2。肩象にし 

て ( 山火季寺の ) 長言に対 し 乙 ら木建普 の 補嘖が、•呆 誌ご れ 野•る。

-たとへこ の突置 < Vopefot ) が部分確産定 ( 3dwn2) 
ごあろとしし。 .

期 同的備 僕 (フcc RcuocL.eAe S才eんc&シw 

なる。

は次の領に

ク
-,- XX/5=文

P = 星根の 面積 

2d = 東瓦の為名 

% = 補債期向' 

X = 東瓦の数

(原文腐誌)

但 し此の計舞 は T 星の面表 ノペ に / 5個 の 環見を要し.

/5o 個のﾡ瓦のﾡ値は/ の -&c&ジtdo2んxe(国根i効 ) 

のﾡ値に等しい幸之前表としている幸に注ﾡせよ。

ヲ項 ;不害価値の 調登

濃害事 ( So&aduwld&& )は自ﾡ力 . (例へば暴京ﾡ ) や謀須 

の作用(例へに野ﾡ の嘘食 ) や ヘﾡ の用 く初!へ ぶu火 挙)！二よ っ て 

生ずる。ﾡ害幸件の評ﾡはその視害が人周によ っ て貴任がと らLる歳 

合にのみ問ﾡとなり • 供っ 乙項官塔債が生ずる。併しにがら自系力に 

よ る福害の ﾡ合も茶そ のス因を人ﾡの取扱い求の る幸がてさろ .(例、 

林綠の箸).

ﾡ害の区別は下記のﾡ に行わ Lz いる.
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/ 継続的にﾡ生する永ﾡ的ﾡ害(例:長の書. 野ぜの号)と 

一回Lか発生しはいﾡ害く例: 大事

2) 単に個々の分攻は本林部分に関する長害と委本経ぎ会年に 

遺習を及度す損等

3) 主害く MtnZc&&dot ； (例;山火率による一林分のﾡ亡) 

と副害 CMLBcLcんddet > (例) :通真の阪そにエ っ て林緑の 

太がﾡ体す る幸 ・ ( Awageuシ)

4 副賀用 (c&oukert (例! :山幸を消すﾡ用 )

ﾡ者の顔ﾡは常にﾡ害と受けた林分及び森林をﾡ害 を安け はiかっ 

た状姫と比較する幸 に基いて いる。方宏論的には そ は一部は生生長 

ﾡの具失の調査に関条し. ヌー記は長差のﾡ失のﾡ認に関係して い

る。

比のKに若い林かぞはﾡに貢用ﾡのﾡ用が問ﾡになる、ﾡと な 

ばﾡ吉の幸件に迫い て登用の涙失が特にﾡ要ぞあるから . 同じ運由 

から ・ 同時にホ. 何かある変えらた林業的利率さ リ も民問び行わ 

ている 利率か提実 z 一居し。

A:火幸 の項者

項害価値は . 長害を受けなか っ た状ﾡの林分個とそ の妹かﾡの差 

異 及び販売来る残存太 ( M.4y&on について 当然考 え ら 2 

ﾡ収へく々とこ&。) に拾いてな立する。

補債の際に附加さるのは :

ノ 山火幸の幸件に」っ て造な業か普ﾡの度本貴よ り も高の ら れ, 

あ合のﾡ害 (例:大面債の前ﾡ分の基ﾡﾡけ. 販売出並求ない火

手夜夕 ( B2ucucoな ) の除去 )

2 土ﾡ牧ﾡ能力が一時的に易まった幸による具失 ..

(年々 の生長量の週失の査定によ っ て毎値的にﾡむ . 例:年当 

リ/あ。 そL てﾡ向前賃料公式を用いて補慎願と算土する。

5) 火ﾡに駅回し 乙ﾡﾡし て く るﾡ羅ヌ は早語のﾡﾡや東はの 

家回に災った新し い 造林 把 の 厂. 選 い 幼為 の 生長」によって. そこ 

に当糸生ずる時間の損失

) 森本所有君の貴ﾡになる消人ﾡくCcんとcしな) 、二

ﾡ害 暴感的 の走険. 部放施兼志 篇友、工予友よリ 早める幸によ る 

ﾡ書さ分にふぼす寸開告 は特別 に 置足す べき て" あ ろ.

はﾡの害は平内生長星のて派もよく宣定さ. 評倒さ. その 

% ごポﾡ さ.ﾡ 本 さ L る。

P :

妹緑のﾡ 3o.そ の存ﾡは2。年。平ﾡ生長量 6 Efw. ドe 2o 

"=ノzo/1 : ﾡ向的に制ﾡさた気料としての資本化 sみ4o 

/1: のヨ○=ノぷSヘ : 利J率 として は玄 て は 民向で 行わ L 

てい る利率を設けた。

他 の方 法 ごは •林森 の項害前の伐奈に対する個値のグ。て表現 
す2。その 百分率の僧 く Pueな2な 丿 はﾡﾡは本分が小さ く は 

ると共にﾡ加する。

森林海業 案の早すざる 設文 に 村 す& 神偵 は赤ﾡ所有春 が支ふ 森 

林施栄泉 徧成黃 の早ナ ざる 使 用 ( どaeじなy。AuPuoatg ) こ 

手具失 ( こou.vo&udと ) と し て南査する。

例 :森林放豢家趟放負 タセクム. 普はノク年目にﾡく斎期に 

なる。 /○年間に対する枚利 く音通行りLろ利率を用ふ) 

の額は :

50oo. /.クターご2クク = ボノクク ー5クク。 = 5/ クク M
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旅木の一部が火事によっ て失わズ はお変したが一方. 残っ た部 

分は向生長ﾡ力がみ リ ・.且大ささとﾡ才凄 c.Ccれなuシy&d) = 

よって更に生長をえす時,ﾡ値のﾡ失は完全に舞い 様てあるがしか 

し. 立太真 &用いる似的に調査さ得る。そ の上にﾡ合によ っ て 

はその生長の支車E- ﾡにその木の攻経了 く4ubuzog ) 

五. 夷はﾡ害の全方 (Ackec&wg )支考友せぬばなら。

ス山人によっ て枯死 した木本か ら の依入かよ木ﾡに等し い ﾡ合 

が生い得2。;是ばﾡ令なに述いて震々生ずら. ﾡるﾡ合には森本 

所有者 はﾡ偵 ないがしかしそ Lは不 公平 てあ ろ。何とにばこ 

Lは 自由ﾡﾡによらはい. 年ろ支走に友したよ益であるから。

此の孫な埸合には,系林所有ﾡには, 年平内生長量の約半分のﾡ 

値に- 春林所有者が止むな得す'. その本木と . 普重の次ﾡよ ) し早 

期に牧益乙せとばならなかっ た牧 (見頼っ て査 した年本) を乗 

じた頃て公平なﾡ償を許容すろのが合目的びある 。

B:野獣食者

足は下記の局合に分類される: ・ ・

a) 林地が完全に枯死して(22のuとんな 新しく造林せﾡば台ら 

お(合。頃 等画値 の計算 は 立 木度を考之乍ら林分責用 価に』って 

行う。 7 •

b) 進林地がもり分的に祐死し. お死し白き分をﾡび新しく造杯するﾡ 

合。枯死し た面ﾡの確部. —— :必 宴な場合 に は樹木に目 印をフける 

によって. 拈 死し た 植物 か ら教専的に算 する。 枯元 しE面に 

する損害価値の計算は ) にずける☆くである。

C ) 造林地が部分的に枯死して、 枯死した師分がﾡび造林されせい場 

合。 ビの時にはα) による計算の他に更に最早立木を生じ得ない面 

都分に対する生長ﾡ損失の計育を行ふ。 そのﾡxの 興新ﾡ の生長 

ﾡの横失は請向的ﾡ料の前価と して計算される。

厶) 造林地が全も式は部的に害を度けたけ n ども国び回復するﾡ 

力がある場合。 しかし林木の生長は暴々この魚にﾡされ. 星れる 

があ る。

摘害は次のものから広り 立コている。

/) 生長軍の 損失 ・ 生長( gnAo以cx.-のx) の失は上最生長 (よan- 
4&mwva.cAotwmt) を違らせ林木は二三年 ﾡれ てﾡﾡす る.

2) 用 才 の 扱 失 (72..t,fe9 - exn&.ae )食害を受けた植めはﾡ曲し 

た堀幹と奇形を示す。食害を受けながった 植4物 食室を受け た植4 

の残当( 3wん夕8 eれ) にょ っ て生長が西止され る 事がある.

ョ )ボ少 し た 本木 密 良 ( Beatanuccんt ) によってﾡさる向 攻葉 

のﾡ少: 星 は 食害 を 受け 間 林今 商1に生立し ている個々の 樹木 によっ 

て係件 けられ. ヌ食室によってﾡﾡに対するﾡ力を失った個々 

樹木 が林 木Tに尚生立している幸によ っ てﾡ件づけ られ る: ( 代 

回 保護に対 して高いﾡ用を翌する

"ノ) 林ホの書ﾡﾡ3 が遅れ るこ と によ る力の悪化 ; 土保ﾡ木のﾡ
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失。

ビニで食喜を受けた植場(P/&&nシt:-ま者を:.... 下 ﾡ 

木の意味に用いられている)の百か年に年ﾡこ示し白ﾡべ的6生長 

量の失. 利用材の失, 向収権のﾡ少の夫々についてﾡ認せば 

ざ•ら'笈い。

害価ﾡの調査は下記 にょっ c行 わ iれ る .

2a 華実上ほ 感経営 上の年令に対す る書甲ﾡ の 差に +る ■ 客価値

• 調金.

歩 役) %で示した生ﾡﾡの項失のﾡ定と. そして二の%の高さを 正規 

に生ﾡ し 口時の林木貨用間から 減額 す る ﾡによる横割価僧の 顔 ら,

cc) 野談の食喜の た 言 い 爭件中又 同 じ律類の事 件が頼ﾡ したﾡ合に 

は ﾡﾡ引. 地位ﾡ別に本木ﾡ(例へばJ方引の百的によって追 

甲れる林木価表を用う から五与号の令階に つ(て期店 的 ぼ平 

価ﾡ生長ﾡを計耳 した一ﾡ表を作り . 此の表に丸 ヒっいてポ ・ 

ﾡを評価す るのがまいと思う。比の平均価値生長ﾡに /oe%の合 

きに フいて通用し・少い食官の見合ににそに相たして球額 す s. 
例:林木は/5年生. 子 とcんな ZJ位殺. 30%の食害にしE 

夕冬宿の生長ﾡのﾡ失は : 年生の平」生長型 = /8oH 
*5年=ラ°。H1, *ラo%=>7o 门.

d4 ) この林木が食室の停止によ っ こ市正帯に要にﾡﾡす る が期柄 

出 来 す. とれどころか裂け目や ut (～c.C ) をした様ﾡ合 

に調査さ* るべミ預管額としと a&).5り)のに尚ﾡ未 の 収 複 

として 現わ れる支障( ertroゝ がえられる。 理論的 に は 屋 に 

対す るﾡ害は ・管理承 が気視され 御 3時の正報 は生長ヒﾡ上 の 

生長 ヒにﾡける加望価の差である . tの計算は 率雑で あるから, 

価値の支障( uケ2ズenZみペwg ゝ と年 々の平生長ﾡの価値の%で査 

ﾡ し・ 足か ら 時向的徴料 (3e2ze:cfot Rauaゝの公 式を用 ( て計ﾡ 

ナ るのが 個合目 的 69 ( う...c&_..ネez) さある。

- ぶ-

C:ﾡ伎ﾡの 害( 8cKa&cんacCou)

樹 皮 のき の 評価 と 確誕に 於 い こ「新しく ま を剥がれ た林分と 樹幹 ま 

送の都良 (/ew.eゆ)確認し、 しかも皮を 製がれ た 樹幹 と 剥が なかっ 

白オ幹を払 るぼけ輪尺で測定する事によ っ こ確認す る- 事はﾡ要で 

ある;その 隊純神に数へ上げる 率は単 にﾡ林年 令 ( p ととん...ん. 

:訳君を: ﾡ申してかう 下枝が枯れて下する頭ﾡ) にうけるのみ で 

た分てある。 現合に」っては表業池面横 的s に 尺 ご測する事 (/c。一 

omfH-{i_chmcu.e_ioe。 KAuo.. )で充分である。走令 木の樹皮 の 害は3 

ﾡされおい。 買にないﾡ波の室の掲合日(と.i.uwiiuc% 8 とんi&cfa%o 
普しくまを g がれ E 樹幹 のみさ 輸尺 ごﾡ定する。

成の 接 き岡 値 ( ノンR/&<>/農 尼ez711 ン 9zJを□ ゝの調査ほ野ﾡの食普 の せれ 

と 類似の う法で行われ る ; し かし事望同 の星が貴用価に代 a.
指官の測定の時は「会々の皮を 劉 がn 日 樹幹 は伏(4&ん.2 ) の 時

T 2wの ドオ に 王ロら れ る」堂 がﾡ ミhる。

商単ぼ例 : 3Lcんな のユ地位殺, 引○年生, ﾡ/o, 木材ﾡ 

福め4fo・ 茂左剥がれたものが5o%とする =3ユ5m 数に( 

州末に述6てﾡに20%の客が生ずる - 6jmt(----収益 に対 し て) 

尚 26 fw 残る =箱 ﾡﾡの約 o%,
対きされない生長にいては80年生て8fm が規有する。 催 

って皮の附いこ(る材、 40%=約/ラ#fm. 8○生の正常材の平均 

個値 =?。 DFV/w. 皮 的村の 面値は釣 30% =釣2oDm 少(. 従, 

C7年 ( =30) に裕けるﾡ政恒製(oんcんcん&。m) は っox s 
= 35ラ ○DM. 現在 価 二 割 引け ば(P= 5%) = gnz DH.

( ﾡ者ﾡ: _R_
/oPm

339の
/ 03 5ら =a7ユ)

チとんt。 にうする個々の ﾡ幹の価値に ﾡける欄失孝( ひょしん..ウ。- 

ヲ&しと ) にして B enamuam は下記の表を作っ た。
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a / 2 2 o 2 〃 28 32

(earゝ (%7 (%) (%) (%) () (%) (%)

e 33,8 28. 7 25,4
23.夕 — — -.4

2 ・
2ラ. 6

26,/ 2 3.6 22・3 ユ/./ —
/ 6 2?○ 2,3 2、つ ユo /,8

,S.と -

2e 25,2 っ2,? 2/.○ /夕,8 /5,ら ノ6.ユ
24 25,8 ユ ク /ラ.ラ /5. ? /?,5 /6.3 /タノ
2a 23,O 22 6 / ラ.7

7・7 /e,5 /5.3 , メ ./
32 一 /9.8 /8.2 /ち, 今 /5,ら ・4./ /ョ.2
引6 •一二 — ,7.4 /b,o / y ・8 /3.6 /ユ.
4o — — — /5・ つ / /ユ・8 //・ ◇
2 4 — — — ・- /3ユ /コ・○ /o.8

4引 — — 一 — — / ・ 2 /o,o

二回ク期望価に よ る計事は項雅であろ の て・ Betaman。 によって 

条さたみ法がﾡ用される。 このヶ法によればば正常な林木の個ﾡ| 

/o○%剥ﾡされたもの(/zo% 8-んa2 xg) にする験ﾡ係数を奈 

じ. ﾡの値に事来上の劉皮幸( &cRagvcogt を受に条ずる李にょ 、 

こき額が算 される.

ﾡとc& の 林分 価に対する剥皮率 /co%の時の追者率( 8eRadenue- 

みen在。 )

I- II
---------- 1

TV
/ o 4 3 4 5 〜 7 ス

2○・ 3 2 3ョ 3 5
3 o 2 5 -2 7 ユ ? ;ョ
4o 2 つ 24 2 6 3o
5 o 2 o ユ2 ユ 2 a
6 o / 3 ユ o 2 2

7 o / 6 / e 2 ○ 2 4
a ○ / / / 6 / a __32__ 1

- ふ一
例: ﾡccfto, 4○年生・ IL地値殺, 立木C,?

剥川皮の者30% 面ﾡ4.5 んx
林分価= クooc * o. = 65oor1

*o.2 ( ,oo%の剥皮の場合の表から

= パ 5ノユ/1 *o.3c( 3o%の剥の損害)

=ノョョパ /e fa * .5 イz = 22ラぷr1

YcAal。 cfade( 剥 皮 の横者 ) が 代期 令以前 の 代 採 ( 7e2みuiズcet 

a&おい.8) にっいて見横らる様ﾡﾡ類のものであるならば、 ﾡに伎 

期令 以Mの代様と正常な代期ぐに沿りる 代塚との期望価 の送翼に」っ 

て特に評価されﾡばならぬ- 林木価表( Beotruc.wecとzcfcet ) の 

使 問に当っては. 野の差票をﾡ友ﾡ( gexa&.ola&w ) を考えずに 

確め. 次に個々の cAz2acAxe を上にぎ支した才法に従って別々 

に確め るのがよいと思う。 但し大ミ な痛ﾡはの様な早期代ﾡに よ っ 

こは全べ計算h台い。--- となれ ば割 引かれ たm値の ﾡはﾡ し て 

非常 に小さい か ら .

此の 様な 場合 には. *を 代期 令 以前 の 代株の 年令と 期令 との数 

の差による或る 係教と して. その林分の年平均 生長置の値の x倍の 

高 土で一っの 補のﾡ定的 確定 を行う幸 が展 R 当 であョ とﾡう。

eZェcん(a.(・ P Bcpev ・ すezat&eam在e. /マ5/・ たe右 8

d /ラケユ・ トLe件t )は B の 数 と 7an4e6o- の 收 後
表を伸用 し て. しかも象皮 れ 色 状態と 正常 お態の現在価に割 さ
れた期望価のﾡ異の計算によって 子c4なに対して cんaAeck_cLent

( 剥皮のき) を算した ; 尚二の才法は 4○4生以下のﾡい林木

ニフいては貴甲価( C = 50○) に基いている。

指教(mな2αん&) / クク% に 換算して. 下記のまとまった損者 

価値( &cRacCoauot) を生じている(完全な剥皮( v&&ucんaパ-

)で立木良は/。 )
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. ・ ・ゃ 子 cc。

(・) I IL

/ ○ 5oo 445○

2 し a o 5c○

一
引 o /ccC 65o

4 o /ユco 2co

5 o /5○o 702

と o //◇o

7 o クっo /20o

D : 火里 雪 ( Rouckaclacdw )

埋雪は 次のものから成立する。

&) 生長 曼 の 損失   ﾡヌ次のものにﾡ因している。
&x) 生長 が残授に台る寧.

b P ) 林ネ編成の所き ( 73/ウ爆 ue BctnLagCiocL.wu , ハ 

結票 林木が際同される李。( vz.&sc«t...g &Bo.tpni. )
c C) 林 不 を 伐期 令 以前 に 伐 珠 寸 る 事 が"ど 裂になる 。

b) ﾡヨ生産の 故陣

C) 土地の悪化 (負国化と酸性化) ・ .

4) 遅者に 強 (才律 を当 林したり 或 は ビの 他 の 経営転塚 を 行 っ たす

る必要性。

ﾡ害の評価は夫々次の様にして行わ る。

4ec a )

za) ccnd bb): 効きされた生長と害されない生長にだけ る村 

木価の向の価値の差をむ事にまる .

Cc); ﾡ採収ﾡ( &&tuo&xoctucz) と期望の向の 個 の / y

による。假!ニ森 林 所 有者の有叔が害され たJ湯合 二. と の) 報きが 

計算的にﾡ定されない事が學尽ある。従って公平 お補償はボ株 

が 代 ﾡ令よりも 早く 行われごるを何ﾡ改を凡との 根ﾡに して行 

われる。

& 5 ) •
人 工 進 林、(んxt～ujioa.u a)に よ っ こ 生 す る 超 過 喜 用 (/e- 

んン匠 a4 G- し ) による。

&. c)
従来とﾡの4生長認の価値のﾡﾡの調査にょる.

そイ d)
造林貴の帝ﾡ退刻尽その他の支ﾡ場の調査と吾本化さ 3べさ 

後滅少の確認による。

全この埋害価 G 決 定 に いこ は ・ ﾡに単に E往 きのみが評価さ 

れるべ さである・ 但し 永続的1舎 (&cce っccfiLywntgm) ( 例 

•ほ 話 にﾡ < 給 仲 の 小 さ ・ 樹ﾡ へ の 転ﾡ に * ってまけ る 項 失)は 此 の ﾡ

S む(。新しいﾡ客はﾡ返して 定期ﾡに (Pttcecし...cん ) 確託さ れ 

る。送の時 専は前求のう去によって. 古い者と新しい喜にしこ 

調ﾡ 、 れ る , ﾡめ 前 以 っ こ支構わ 白神償はだの後間 ( ルco&a4t..t., 

Botcog )としC生ずるが. その時には貨間 値の史 tヒ. を考 ﾡ せ ね ゴ は 

ら 4。 一

( ヌ ミ 商 ) 、 ,

/) ( 哲 ゝ の評価は 収益 の失のﾡ票を生ずる 会

Cり作用(W ヘば地 下水位下) に社ける評価と同 じ様 に 行 わ れ 

る。

E : 位! による J 貞 ぎ ( Becgo.cAa_cComu )

誠山に よる害は地下堀法の鉱山にいても. 又ﾡ店択法の鉱 

出にだいてもﾡ生する。 此ヒのきはJ下水位の公下、 断層. 朴分の< 

9ctズo20.ta (秩序の ない配遛> 林業経當の困连,林道のﾡ率.
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代ギ をィ期令前に行う書 ( 〜or32Lzaet 然て"レ ) ニいて成 

iする. 特にせれは生長量のﾡ失に肉係する。 完られない(何へば単 

に信 すだけの ) 森 林の 土 地 (wa8yuxLotこ.& ) が 鉱 東所( 8feu.c) 
の終5 によ ってﾡび所有者 にぷ還さ れる合には. 有 り 御べ圭 収複式 

退 ( Eaなccaoxckaane) が 考ﾡさ れ 担 ばならめ- ・

鉱山 の 害 の評価 は経験的に 最も困 維で そして太 鄧分 は取も長びく ( 

) 評価事件に風する。

詳細 g喜の彩管のﾡ認の他にその調査の大部分は 異論の 台い結甲

左 相 む為 に多年に反び、ﾡ々の 収益 岡計算や期望価計 写 の 方 法論的 

買が目的 に 対 し て知 甲される。

尸 : 林 殺 の喜( RanzocBad ) "

RzncacAzdo(林殺のき) の 敵/ お評価 は、 主として原固結果

する正 し い明台 な 確認 が 出 来台いので: 最も困ﾡでそして最も買論 

の 多い許価事件 ( Be.u.ax.mp。fa0&n ) である- 何と台ればとは多 

くの因ぶ候定と共に計算されるから .. 人々はすくの場合 差当リ 届 

検にさら れている 林緑 の長さによ って、 或時ヒ湯合によ っ こは 樹 

ﾡ, 年令 方位 によって 夫々相異なる補償額(ふな  必 “九件』あら ) 

をﾡ定する宰でﾡ足しているがﾡは便利である。此.の横き額は一般に 

林 木価 の%で測定されている。此の害額の厳密は計算は次 述べる 

様にして行われ る。

林緣の 善 口. 林木に自然現条やﾡは人類の作用(Eシ4。) にょっ 

て: 仲介物が台くﾡり. 林 分の保護4 ( 7zaP - &dar Pec&uzuacAu 

を失い. その結東. 累風雨やﾡや太ﾡやﾡの作用のﾡ険にさらさる 

時に生ずる。此処では単に人類の作用によ ってﾡ因ミた 林繰 の ・= 

のみ上に フ t)て説明 しょ う。

此 の 林緑 の喜はのものから成立する.

/ 良焼ほﾡの 前爆 ( 字ん&xue ) ととれにﾡ保ある画著と甲虫 部

み害( ん - cad Ra4ev8cacんac:3ta-et )

) ﾡ«と容

3) 土の 頂 ﾡ( ﾡ1化.(vAagooa ), 土 硬 化 3
E舞 の頂害 は, 科ﾡ. 年令, iJ. 位によって受むる.

と の 島に生長型 の指失. 地位殺の 袁ﾡ( Ecteg.&2a.aemicんano). 

価値のﾡ少が起る . ポき価値は林木の 個値e下 . 代堺未ﾡ熟に s るポ負 

、 生長 量 の 犢 雲, 土Jの 代者に 分けられる.

(原文脚註)

私は林ﾡの喜の評価を説明するに当って Bacdu 教役の研

の 当 館な 結 果 に 依った。そ れ は" LLntocsruc/.w子ex じAax Raud- 

cfcao- S cf7iPむemuc Ao. x 子e-4ォ2 ・ 美必ルム^/ de “Cl/w

otれg-et , 日d.ヨ. チ caoメA〜xか /イ ・・/75ユに者いこある。 正 

げ.レ. PocAmuat, fce Cuacutxたu?a cces P4aefuckkne cuE 
3 couacんoonたw一 ckイ&ad Aoゆueオ ・ F . 2BI. ラ5( eさ. 

Ja. /ZePt "6 S, 45 もﾡ照せょ .

林 木 のD・価 値 伝 下

Q) 皮焼ﾡによきもの:

Bac:Cez によって一本の樹木に泣して平的に下記の様な価値企 

下 率 (%)が証山さh た.

ELce に っいては 平36個値根失が 2s。てあ る。

にcufuI= ついては木材の 価値 ﾡ横響は予期さ おい。.

■---- 上/3/にける正羊 
書ﾡ(ほび高)--_(C7)

/5 o 25 3o 35 4o 45 5o 55

,..
Bucfo( 名 岩,ホ左約) 

Buとんし(彼の営,お板営ﾡ) 

F とeパ.

P/O Vo Vt. % % e

- 4と 47 48 5o 52 53 54 5

一 / /5 2o 26 3o 3ユ - -

7o bo 56 5o - ー — 一 一



b) 林殺り 混のﾡによる樹皮の横害によるもの:( Rビcd,.6c..caよpio 
老令小九太ﾡ ( aいなu& J tanzwn&a6,eu ゝ はﾡに被害が大さい.

c) ﾡ裂と寒によるもの:

感 (af )はそが晋理貴と造林ﾡ( をひっ< り返す事にま 

ってゝ の増加を生じ. ヌ希にではあるが木材の価値減少( wンか2- 

7イewwg ) の案因ともおる.

・裂 ( Bucん) は本材分解 (le43yecdsx3wwrgw. ) と ・う 訓ス 的 日 

向鵬を生ずる 事 があ り得る。 Buc&z で は 前速の% で価値的横失を 生 

ずる。 , , ^

3 kな にだける 電裂部分は署 し く 大さい。 とのﾡ値支障は甲材 の 

頂 失 ( tJAc6,zudfo2 ) にまって査定すべミである。

評価すべミﾡは.。 ・

a c) 気後序配置 ( 子2J80.04 ゝ にっいC予 測さ れ る 期 向.

是にっ tて Boa&oc はこの期向を一定のコゝ トロール 出 るﾡ 

ﾡに保っ尉に25年以下にすべきであるヒ言う -

—— 兄 一

樹 d 6u本る-と-空 m m ﾡ.南の林殺 東の林浜 北 の 林 稼

レ 6 %&u B cc&o. ( あ試ﾡ.赤会 ) . 3. ・ ユ.0 o,o
也 Bucんe (ﾡ砂だ.粘ﾡ営) ○.ヨ7
&& 子どとk (40年生下) コ. ユ - -
&u gcckt。 (2o～7e生) と, シュ - 一

横害(Sckadt)は. 收援こる べニ材積. 損害面横・ 指ﾡと欠ﾡの 

配当( ). 材価(形ﾡ家。Qa.&xiな3i。 )), 上述の 価 値低

下幸から再出される。

7o 年生上の Fccftc の林木の 頂 雪は 収益の 可 能性 に fじてﾡ定 

これる. 是が場 所 的 記置 (-z&.mCcん.t のcd;u..a) がら不コ ﾡである 

かヌは森林有者の他の運由から望みﾡはい宇がだもてある時には、 

ごの損き額(8 cKaイ.) は 4o-7○日生の林木に付寸して 呼 ば るﾡの 

ﾡ2倍として査皮され得る事によ っ て a理 これる。

bb) 年々喜が査長して行く事. ﾡにフtてBaodx は一4当 

平内額として下表をげCいる。

稲種(地盾.林令)

&ec B ucんo

一-- オ 位

(塗 武営未きﾡ)

面面 南.南の 林殺

フ.らm

東の林糅

/ o 7

北の式共

◇ mt

B u.c/ ue (ﾡ砂岩.粘板岩 ) /./m —

&u 3ucka ( 40年生 以 F ) o. 7 7L —— —

&u: 3 らcパt2 (4o 〜 7o 年 生 ) タ ・ 3 7 —
-------・_

横害の延長 ( 4 cAcletfevそ。cRxン*そ ) は加 森 の 長 こ«チへか"

2&tae) とﾡ係して被き面ﾡ (8 eRazcCouP&_cAe ) を + ず る - 

c C ) ﾡ気く KcanuAot) ( 木喰虫 の 窖 を 含む、> 陥(dexocん, 

の年々の平均値を Baatoc は %で 計算した。

伐 共 末京熟( んとdとKレぴぴ 外v

早 ﾡ収徹 ( 〜&r3iZigz ぴuオyt ) ( 子cとな では約 5o 年生下, 

そ の 他 の樹唱では 60ヨ生以下) が "ﾡにﾡE見合に. 伐期 未 , 熟( 

•? 長 降 宮( ヌe.-dcC.oawみ) に対し、 こしてヌ全てのﾡﾡに収ﾡされ 

a へ :樹幹｛ニ 対して、項書 を登 けた 状熊 と損害 を 会 け なかった 伏態の 林 

ネﾡ の ﾡ額が調書ミ ﾡば台らぬ、例l へば製引かれ たﾡ期収盆 ( 向 伐 の 

帰墨 を 含む)と 伏 価の向の差が. 慢 害 を 受けた 林木 の 場 合 に キ 用され 

るべさである。

生長重の損室( 3cwvac/oac&a&ot»

Baade によ って前線長 (子eZ&nte ) / ecm 当りの生長亜の損失



一- ・

( 3c...ack....ks&& )が次表の様に計算さている. ( 早位f w

ケ 位
地 位 殺

KC:Aaz すicんなu B..ko 
(玄 武方)

Bcluu 
(ﾡ坂岩)

こcko

242 /○ o. 54
o,ョイ

S Sw, w I/町 o.35 ○.?o クル/ o?テ o.2a

(南. 面南, 面)
I/W o.4o o.a0 o,と7 久ク2 —

(IノI ○.I4 ○.43 ◇./7 P.3o ○,/2

S 0 ・ I / m C,Iヨ o,32 ○・2ユ o.ヨ 2/o

(東南)
I/W o,/4 ○.ユ3 ○./ o.26 —

(I/I o./O ○.30 o./5 ○.ユ/ ○.ca

Mw I/I o, ○7 ○.コ2 ○./5 oコ ○.o7

(北m) I/W P./o
ﾡ oo

ノノ フ o,/a —

(i/I o/o o,3o ○・/3 ○,ユ/ o.ea

o I/ロ o.o? ○,ユ22 o./5 C.o7

(東)
I/W ○./ o o.2o ○. /ユ 2/a

—''

N-

'I/I
I/I

KCgc:u 

Scfdcan
HCetuo

Scha:donu

KCciro

Scfzclet ScAace
uvnueaL ァnズ

(ヒ)
UI/ (ﾡ ﾡ) (年ウ)\ ハ、ヘ ・ ノ ( 名 室)\ "い 二 / (冬 害) (ま 決 た)

年々の生長ﾡのﾡ失の 価値 は ( 指電 時( fcRacUoraerc) のﾡ*長こ 

* 前の生長量の損失( 3....ac&。a.cfな4 )*本オオ 価格 ) によって支めら 

hる. 生長量の 頂 書の 総南 1 ( 今eswwズutt4cんi&:ag) は る期商的 に 

限さ た負料の Kww (資本個) としC号とら る- = ・<そ 

の 焼. どの堀向( ラu&cx)とし ては横官地帯 ( Seko..kunenue) の完 注 

a新造林が行わ るのﾡ向 (う②) を取り入 る.

土地の 室( BcCeaca_dem )

土池の視署は生長の支陣( 3ccxcfaentyca) に表われ る.

一$-

Q)を令林分の生長の支障は前督に従って計算さる.

8) 林地 の生長の支南( 生長停止)。 二の掲合は次の三者の中れ

か一によって査定される- ・

) さの生長停止期向に.現在価に割引かれたdGz(平均総生長動) 

の 価値 を 書卜り る.

ュ) 林縁のﾡをはけた杯今と受けない林分の年令価値攻((2zc. wu- 

ち らa0ゐゝ ら計算さ た林分悟の相違が計ﾡされる。

ョ) 上並の一覧表を州用して 地位報の 個値の 担 違が計算 される・

宝林貴・の増 加 ( &Asんな K.りなxKccdtゝ

納 ﾡみきは 土Jのﾡ題( 4dAxみ...タ). 圧 締 ( 7uaんwa ) 野生 

化(...&.人.wa), 雑 第 化 ( 7ダc&o.か )をもたらし 従って造林賞 

の増 加をﾡ果する。 此の博加は計項の中に入れられるべきである・ 更は 

自り伊 -< き土地保護宇段 (例: 被番) と皮 ﾡ からの 保 趣 今段(例: 石 

ﾡを塗るﾡ. ( ド* を途るﾡ( Buatooicfu. ひ Wrumイato4Ceo.) ﾡ) に河 

して回じ様に道ﾡさる。

4 頂 :甲 ( どワ しな子.か4 ゝ の 磔 の 春•林 価値 の 調査：：

法 神 の 決 ﾡに」り森 林』産の事用にﾡ係ある系 林所 有きはﾡ全補値 

(%Uん EnuLaoAaLcywrg )の受まをする。 完全補の ﾡ念は 次の様 に ﾡ 

ﾡさiる ;

/) と は 牧 盆価と し で 調査 とれる. 即ち森林有 老は「それが収甲 

前と第 しい収徐( etaa ) を彼に保証するところの- 一補償を暴末 

する。 ・ .

) ﾡ林所有者は「収用 す る森林に対する流通価値を彼に補補する 

を謎衣する。 ﾡ知の賀料(*価く 32c...&6。3ネ ・.を ) 実環甲地 

の性頂 ( Ba2ac&aco.Axx ) 第) からの流通価値(V2たとんいwot)
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コ 收 益価( &..tzc子aオ ) よりも者tうが巻通である。

並 に 収甲送に述いては「公夫の利益に肉条する収雨にﾡい には ﾡも 

それによ って 宣かに されるべさ ぞは台い- とき う原則が通甲す る、又 

署の向ﾡの 上にある補消( シd Az:9urz ) は立注と裁判所 の 帝 於 : 

存してい引。

神イは (②) 用される森林に対す る神償ヒ (合)a官に対る 催 

と (c) 直ﾡ的害にする補荷«)収用によっこﾡ森が 南 か * ••< e に 

よる尚経巻にする承頭雨の害と 風者 に 対河する神(&含Lcいg. 

a) 用される森林に対する補筒.

. 地価・善通は流通価値てあり. とれヌ上に→て(3樹型に 

雀ったﾡ定 が向ﾡに なる。 何故ならば文の更新の際の 樹律 の $代 

( レeん-adP ) は 盍然 69巨正当てあるから ・此ヒのあ合にほ虎任のL 

木の地ﾡにﾡ者の 地価の 割引さこれたる ﾡﾡを 要 ニロ え たり※引 

いたリ する。ﾡ築用地の価格やせの他の林地以外の価個(2o力- 

っc6* Kout&cck. w-a.ズ。) はﾡきものがﾡ現し ﾡべ < ・ にﾡ 

して(る 一ﾡにﾡﾡ禁令( R。し.xシて。んて) が反対し おい- 
グ

時に のみ 考慮,される。 ぞし益価が流五価値 * り 高い台 ら ば.M 

有者は収益価を裂式す る ・ 収用理由 ( 例 へ ぱ 道 蹈 工 爭 ) の 事ﾡに 

よ って生する型ﾡ用地の個ﾡは内題にはら せい。

2 . 林木価。 民向に行わる神幸( A.fLcAuu ヲこれ込42が,。, ) 
を用いたﾡ 用価 が特列台意義を号える。 森林所 有考による 収得 ( 

ルuなra ) にﾡt乙は早期に対する補ﾡ(代価と期望恒 

の差ﾡ)が危教を持っ。此ヒの時學々 引 期 商の影響 s っ <早I 

代株に対して補償が計算されない。ヨれ にも拘らず 当該 森 ネト: ： 

ﾡに公干台る ﾡ償 を与えるのは正当である。 何5むら ば 广 の収 将 

は彼に当っては自由意起に反した. そして殺わし<  

uae&t ) ものであり得るから。 の 「公平ﾡる補償は 代画 

の % で 表 現 される。 要 に若い 林 分 t= 対 し ては (cfcauunz は.. 

(取払い責)む派神される。 .

ない(c.ae

・ ー タ7一

3 ビの地の間値.(例: 用地に有する 新設林道に対す る 補) は 

未だﾡ価信ま(aよycac/e&w.) しなtと見ﾡすべさてある.

b) 創 書(%Nss 乂るムル号 ) に計する補ﾡ(ヨ項: 「 損 雪 価値 の 
調査」を 参照ヒト) -
/. 残る 残 道経営(訳者 註： —— 森林経 営 の 一きが収用れて他の 

林 分 が残 った湯合に残った部分を「残ﾡ経管コ ( R.tAaて〜cc&。ゝ 

と げfん c 居 る 様に 恐わ れる〕の保税者造の 障害に対する. 残当ﾡ 

営の従系の 収益 ( 6.な2a と#来の 収盆の神償。= の 時徑営 に 

して→.っ の 副経当 を形京し た表林の牧用 にまって 式経 ・が安 け る 

特別日害が考えられる。(が更はﾡ業経ぎでﾡ々起るMのもの 

であるつ。 此tの様域虎合にする補償価値の計算は. 実は希に可 

離 さある. ; 多くの場合人々は登定 的 価 値 ( シ.a っん&cAau Wとな) 

で. 例げ %で示した割増金のTで、 ﾡ足せ場ばな5ぬ。 更に 

する処としては 74 にょ って作られた 山口そ7 比MXii む- 

ィチムzんの が用いられる ・

ュ 共由経ﾡに汁する所7的管理賃. 「 と&貝ﾡﾡ) 民 向 ご用 

いられ こt る利孝C EancLiz&L.zんoc 子ァチ.P ) を甲いて音ﾡ者の 過 

知 今よ言本化する ﾡ。

ヨ. 残協面横 CRuPEacんe )ける 狩振収 益 の 納者 ( Bc&inuce- 
t3wa>> ﾡ略面補に対する車ﾡ(Pa2pて....eae のﾡ教 の I H 
翌性.

C) 直将的損ﾡに対する補(ス1スでは アク求 8VL リレルをル と呼し で 

()る)。 Wへばある村く aenteバnce ) がその村に ヒ っこは永久ﾡな 且 

確実ﾡ貨幣ヒ木村の乗象であフた 森林財産 を失う時。要にM有者に 

するる々の事問は%C示さ た割増(3cんム8ゝ をも算さ ホ「補 

償総泞匸 対 し U 正しく、確実に・ 最もﾡく作るべミﾡ組性をダ的 

に伴う。 スイスの収甲法は甲にしこ ユo%以下の割道を規たし 

ている。

) 版 甲によ っ て林ﾡ が申かれ るﾡ (&Pu....xg に4る 六 ・ 経 営 に

%25e3%2581%25aa%25e3%2581%2584%25ef%25bc%2588c.ae
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する暴軍雨の害尺 ご風 の ﾡ ・

た険にさら さ h た林ﾡの長 さと幅. 及び方位 や 林分 の 似 面.(e8) 
と年令に相応した風者のﾡ償は. 林本価の %か、ﾡは 平均生長電の e 
で表克される. 予想さるべ さ暴 風雨 の 害に対して代探価の%でP 
〜acんc&yaCつ..a(-お的補間 ) き行う事は. その都ﾡ々 々にける 

更に星れ た 8e&ac&oonac.a( 頂 害補償 ) よりも一層良い。

5 頁 : 用 益制 限 (2スw844o.cんua.&awv ) の 価 値 の 課 査・

甲益制限は「森林所有者が何かある形てた分台財産枚のﾡ用 をげ

られ しかもその 財産 枚 が 来も有される」時にﾡ任する.

是森林及 びそ 力 と類徴の 土地後 用 を通測 する 高圧、 電線の 処理 P 
火線の設L, 自勤車道路に系った森林の保護(』cん..x3.a&.す.t), 
せの他の何かある用益制の時に生ずる。

見等の用益制の全てにいて補償と して向顧に 6る ものは ラ

バ. お木の期( &白u8 に する補 ( 林ネ 木 個 i
BetaCot) と代株価( QKx～ccん.ct ) の差員)。

ュ. 役宅されはい用益(BL才か4) ヒ侵ﾡされたﾡ益のﾡ系に 

け る収益( e.x.aa ) の産票にする補償( 例えげば従求の毎々の平 " 

生長登ヒ来の今 々 の収益( ) と差翼・ヌは一杯 的 1 生

続経普 の年々の 純収ﾡ ( Roのれa4 と押 米の問徴の ﾡ収穫の 票 

ヌは従来反び来の粗地代(Bodoβu.なt。マのっ) のﾡ額の計祭 

即 ち、本林所有 者 が他 の用協徳( Bxut,uaxt ) (:牧頃と 一 

この食質) を送んビ馬合は.「通帯その表林M有者のﾡ型貴が 

試面横にボして, 今後ヒもﾡしいﾡさでﾡ風する→ﾡをﾡ局すべミ 

であ る-ゝ

生立林木を自代 —— 二の様台帰合に皆代はﾡ亜に行わる- -

合 は型の まﾡ (気をルタ ゝ を計算する宰が忌も正しく. 理論1 

ある。ﾡし通帯はその 易合に管理貴は条西係である。ミ 7 森杯 所有t 

ーター

は 森林ﾡ良料 cvcC..uo..(系林ﾡ牧) ではせく. 堀地代

( B。c....にし.枚oc.ttc ) の基額( ©,スァanz )をﾡ求する;何とせれば 

森林組買料(森林純收穫)は.生立林木の百本収表(Kなな&..x。?) 

を念んだものであり、 の場合の前捉は. 生木 林木 と しての収益(

そya )が各在しないものであるから ・ ・

年々の比地 代( BなCeenを. ) は地価( BovLaっutoズo」) の貴 料化 ( Ra- 
)二よ って確められる; ﾡにﾡ代にその他の管運貴が 

要に追加これ る。

次にその面横 が相 対 的 に小にぢるにフれて割を多く つける事は正 

しい。何んと台れば上の細分化は一ﾡ的価格去則によ って価値をﾡ 

める作用き台すから。 ヌ「送 電績ﾡが ﾡ に 竹有 本の 界ﾡを す 8 異幣 で 

あるヒ見さ. こして隣ﾡ地(a&deaenLc cundat.cん. ) の 価 ﾡ 

が下ﾡする- ヒきう 率契に寸する 割 増 ( ヲと.4.4どoa ) はﾡである。

x E の 他 に 限、農 林 茶 経 ご ( みemn.。 cMtov Bcなuこe8) にがいこは. 4 
に 農用 林の 経 営 に 河 し こ. 「ヒの様じ経営に( て林業 的5 に村用さ 招 

Ctる同宿 e 分 ( アo4fCacAa ) の 中 止 (wsaP～座 ) が有ﾡ的経管年金 

をﾡ化さ せ、 又作 案 の 司 能性 a企下させる- ときう見が要に加わる 

画 ﾡ の ペ小 性 ( SL O,I し竟) に対する 割増 ( 3u.acん0と4) は代株 ら 

面 横 ( cfんe』.&.cfe. )の商&保とする。; 即ち. 幅が映けば代 

t 程 品 々高い割が正 しい. 員 割増額( Castia Kutt,..c/.oro。) み 

額は 個々の場合の M興( g4u&enAuutt) に ・ 応する。例へばとれ は 

: ()送 電線面積が大本林財産の 短い距ﾡに 基いて いる 得 合 には 小旗 

厂 あ り.(2) 小 森林 財産 で 高額であ り、(3) 大森 株計産 を長いﾡ 離に恒 

一ノ二 切断 しこ いる 時 には 高額 で ある。 誤用林財産( &auex.C:oんu wo2 
cct% )に 飛 け る割額( 3〜.4=んんa ) の ﾡ ア は ﾡに 失われた 仕 事 の可 

仕(2u/e26ncC。 4-&cジtmふaoんuジtn) ( wl ヘば -毎当 り の 労 

•拽 時向 C査定する )を考慮すべ さてある。

ﾡ々 向 違 っ こ . 豊 毎 の 補償 (&wPenoe EnなacんacL.aua ) がある 

申 業民 ( Rou.oce。 )ヌは宣理区 ( z.z (そ..a ) の 爲. 当 りの ﾡ収ﾡ
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※相役から測定されたリ. 式は-fa 当りの平均総生長量() 

fm 当りの平 向純収入 を掛卜けたものを基にして測定士れた"する。し 

かしその際には「=の送電線面ﾡ( こを..u夕-e.cA2 )は正 お収協を 

許こ る様は林分 ( レ&し&t。n) に有在するユ」ときう前(/-

272C24L7a )が作られていにい。ﾡしの前はーニ 裸地 へ の 解体 & 

ﾡ試た( 3 pcxPtis-aot&Lwa ) と有り得べミ早 期 依 徐に 対 し に行わ 

れる補償によ っ て継時し得ﾡい。

沢山の画 福に ﾡ係すずる院にはﾡ定の料( S cAaズywaco.&wut) を 同 

局化にするのが合司的的である- その時, 地代くBo2eっイ。)は地位殺 

テ に ﾡ殺付けられるべさである。 二の際に単に自ﾡ的のみならず 

ホ経済的立 地を考 ﾡせ ﾡばならぬ・がﾡ通ﾡは5商級 に 分 た地位 級 

引の 書定の 件 で 発と差支へ おい。比tの場合 柄書 別 の 2 ﾡ は 出t、の 神償が 

課にﾡするﾡであるので學々ﾡ申に こも差支えない。 しかし 

。 地位殺は ・ T 内彼 期令(例: /○○年) = さける平 総収 益 ( u.wtdL.- 
cんマな(cRen 9-cdamtなxu4a ) に基いて.ﾡ級付られ得ち様 F :セ 位報お 

合目的的に試定すべこである。

例l: I地位殺:

地価 ( Boc(evovt ),50o.DM ・
から 引%に述ける 地代 ( BccCovu丸 )=45 Dr

寸喜理費 ユ 5 D r

計 7 o D 1

十面横の微小生( tc&xんt ) に

対する 割増 ( 例へば 地代の 引3%

とする) / 5 D r1

t う 5 D r1

十 百場ﾡ増額( Cutz めムZ サ ム-

c&2～a) ( 外参団休的ゝ(例へ

ば地代の3ョ%) . / 5 D r1

計 /○o D /

寸雑多な小さい経ﾡに述け る

割道 (ラusc&&夕) 5 DH

計約・/45 DM

回々の地位殺にっいては例へば下記の様な/ fa 当り/毎に対する 

補催算報( Mイ) を生する。

地 位限 1.5 JT I.5 I.5 TT W.5 V
大森林版産 / 2 7o 7s 65 o 5S so 〃グ

.
42

・45 '35 ノュ5 ・ 5 /o5 95 85 75 65

ヒ の 表は更に樹ﾡ 反 ボ株 の 幅 にもとづいてﾡ良でシる-

「此 の様守価値 は地価 ( 日odo.uuett)にﾡﾡ係こある ときふﾡ 

論は 当ら日い。がし かし 普通の地価 は 面 箱 の 徹卜性も経ﾡの皆も考虐 

さてい台い。 ・

制 限こ たﾡ業的式は林業的公神甲( ヨ.n...,wtテ ) (例へ は. ? ・ ス 

マ ズシリーの ― 賠)が 可 就である な らば. 星に も とづいて保家続 的9 お 年 

々 の 収益 を 相 足、に 考 億すべ = である。

多くは 観見念的傾 fであき 所有叔得害 に対 す る 神 ・例 :ある 地に 

電柱が試定され. そ の 土 他 の 牧 強 が非 常 に小 く支 ﾡ >れた時- 

比tの様む場合. ピの土と所 百 ホ に 対して. e の 電書は 計 ﾡ的には 

殆 ど評 価され得はい様は「帯にTﾡさし ている買物( 秀om &a心」 

で あるがしかしそのﾡに は 盛定 的 に補 を 支 掷 は ﾡばなら ない.

副 書 ( Ko&ou.cAべc。 )にす る 神 ・ (副老の 例: ccAyetcots 

こよ る 林緣の 頂 替, 2acc&. - t4 B-ゅのハみ: acA..cecta&ciなut( 分外 

・ したりﾡって来たりするﾡの 函性 )による 経地の 物き ゝ 縁の 頂 

ﾡ額は代孫さ た幅と危険にさら さ るユ本のﾡ類を基ギとする。

6月 : 課 税 価 値 の 調 査

/9コ5年J来. 課税的目的に対する森林(waeん.のし) の評価は
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「公定価格 法 - ( Ecんct〜xtucPc人uc) と t ば るものに 従= 

こいる。公定価( Eんoなct) は本求. 保 ﾡ経 き に 対し こ 保ﾡ6 
に司能台ﾡ収ﾡにもとつ(た調 a2tc..&&....euuxAoんuu ・々銀法) 

によって求められた。・

令殺 法 ( C2tx &&acuomnoc Kxんuu) は 保 続経 を前堤ヒしたもので 

あり. そこにﾡびフけられた 短前 ( イﾡ読的純桜にゝ し c ﾡ々 生 ずる 

海見の相通) を」って尾る。取邦 ・価 法 ( R.:&.&......cて....age..ex,) 
に従っ た森林( tz2&. )の評F価は根本 的9に 收 益m(E vなuみ4w.ズ) 

つ従って(る-

令殺法( 46cuR-4acocnxuofoku2t ) が 益価法(&才we子dwu&オnat 

Pckzox ) であるかどうかとﾡう疑向は旧咲 キP 財務局 ( RaccんPxtan-

f. )の決定によって解明=れている (/o4頁総照、). 現行 の 方 法に 

けるﾡ干の欠点( 8c&akoitofo/&。 )(イ: 岩 い林分の超退評価)に 

もう す従素実務上 から差要な異譲申に (Scp .えgcん&.y. は行わ 

れておらす, ヌﾡして比の才法は個々の経巻の 特徴 ( e.aaenCw&icよ 

&oジな～ )を考慮している。; ヌの評価ヶ法は比ﾡ的筒ﾡてあリ. 目 

不正確台複句計算と負料計ﾡをﾡれている。

個々のﾡ合にける此のﾡ法は「ﾡ書, 地位殺. K 当の平価 

档、 ヌー部は立外ﾡ. に従って分類された表がC&ePxtanんぬ,んォ 
ena.&eyu&z( 才ﾡ務局管E)ﾡに画かて尾リ.そこから 法 け々 

銀喫 保 C C2そzx&4aen_xR&0cu ) にお け ろ ka 当 り の公定 価 格か 

¥ の 経営 に対して引主これる- とﾡうから成立っ ている.

ヒ の 評価 方法 では 百 分 挙 で 示 ミルしてい る 表 を 用 う る事に」って個々

の令殺に フ いて個々の 令殺価値( CC0xax-ん上ad.owocdc) がﾡめ ら t . 
平 口コ品 ﾡ の個格を規準品預 ( R.cんて.oc) ( 例 : 多とcんな 3 kイ. 長 ) 

に様真する島にﾡ別表がﾡけらてあり. ヌ同様に. アルプス。 ﾡ 

林ホ, 保字林, シワ製皮林, 中林, ﾡ林(&4-&t-,』とん..t,-.
E-ccん2 r4cんaり wafcLwnae ・ / → txnd( イcecCeuucCcCccnae ) ボ 
し てしホ特別 台表がまけ ら れて いる。商ﾡ経ﾡ(所ﾡﾡ林)の詳価 

こしては. 化 方財ﾡﾡﾡ区毎こ特に同ﾡ化され白評 画 表 ( Bcた..-

14ta月...n. )が試けうホれ ている。

fa乙。1e0L..y) が計動さ

んuPt...) は 本 だ確 定
Cろが、

こ( な〔I.

,55ヨニ対寸し こは新ﾡしい砲定(

才

し

と i に疎 し こ決注的 お令 (ンw- 
しかしﾡ日的か処置に→ いては大

こ 8ﾡ化はﾡ tIてあろう。

r理、品値計算の g":

樹 令 

銀 

の 

平 

用 

年 

令

面

積

処

ti

殺

i

木

度

周

単
品

負

の

個
s

5 7x

当

I
二

ル 

フ

ノ

ッH

則 B令 級ﾡ 

の 客 殺的が保ﾡ 

経営

の

令
級
の 一

の ラ
整2 
理 さ
・ ト)

S 1 
2 
抬

3

考4I問 は / チ ァ

当りの 価 裕

ん...
当

の
翌

理. ・
し ・
た
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(

〜1
o

te) 
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(7) 
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/1

(/) () (3) () (5) () () (5) () (r) () ・2)
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3o 5o ム ユ5 c.3c 7ダ コノ.Yメ クラコ o.ラ, 68ca

5 0 . ン5 c.50 7
2ハ34 e. 52 3o45

70 5o . フ5 6.a0 78 2/.Su フラコ o.75

//o 3o IL, フ5 2.3o 7 ユハ・ョ4 7 ヨユ . ミ と ユ73と6

/引の o .フ ○,引o ?a 2/.84
7ヨユ ハ ック ヨフジョ2

/50 ユo iL. フ5 ○.30 78 コ/8 ?ラ2 フe5 3oc/ユ +/o%

/7o 5o m,25 o,80
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※ 云 つ)ﾡ分に」っ てろ増した..

/) Iヒの 代 はは C〜cしa - Wノ2aすxCont.d2 Ee u一vし.4 イ- /ex - 

一れイacムc/i:chot みょれmuogeu, Pezkot /935 ゲら引 用 した-

あ 林評 価の目的に対する公定 価 格( e.ん...&co.out..ns) の 使 用 に当

っ て /ワ42年の森林評価に肉するテ針喜 ( R:&L0し。 )下記のzく

請 して(る。 - .

»>公定 価 格 ( &んotcect) はﾡ的でない令ﾡ態 ミ ・てゅ版 

益価 ( E-そ-子uu.t ) の性ﾡを持つ。同時口「目下の公定価 格 は 5. 5e

%の利率の用の 下 に通 円

2441240ピ ト ) &2%と 

事にﾡすべミてある。

令ﾡ態が安ﾡ的てうれ

し

す

て(る。 従ってﾡ本化率( Keuteビsia 
るらは・. それをっろ倍はﾡ げ ﾡ ら ぬ

は あ る 程公 定 価格 は益々と の) 収奇に とし て

の性京を失!どの ナヒ ﾡ、が裂号に 歩 乙 ※ 価 ( 子etdcイlagx 4 "、」•,「

にIすミ、 一定の ﾡ定 の

す る 牧益価 と して住缶す

F にけ る 代 様価 ( ヌル经幺ゼムクハ, 4- ...と在 ) こ う 

ろのをﾡとする。 しり、し 公定価 格!ゴ 此 の 合

に(ても方価決定の大きミとして円いられﾡる. 公定面格の引甲 

の際にけピの他- 段 に. 「ピ n は ﾡ 6には 殿早対起しない承 日古u 

木材価 格とﾡ田( ん.と..er....eet )の上に 湖力Cらて居 っ、 と ア、： 

に主ﾡせﾡげならぬ の長 後 の r 場 は最f (,ラ53- ) こ ネ ) こ ﾡ :.

れたに。

7 : ホ地の自負料的及び負京信約的譲ﾡの神信

本林前台者から他の —— 主 とし こホﾡ以外の — 利 同 = i す る点 

料的 マ は ﾡ 契約的 一 往々にして自由 苣 志によら信い一 - 

tて. 森林所「ﾡ老は次の様団裂支をする。

. 失 う収益(らズue。) の 市間 . .

N 糸玉成熟林分のﾡ期ﾡ尽びす る訓も (vパ。,.ん./t)

( 林報の割・ 経宅 困 龍)に対する替・

条立木林の甲の場合に負官料挿の形にむいiこ.失わ it る益 

の ボ頂 は 地代 ( BcdouAuuctteしシ,ue) の高こで行われ る。

生 x ホが失われ、 その森 オネ所 有点( uスu.0ここgoれズtシ;uッz ) が 全部ヌは 
丁

知 介 的 に 納 うれる時には .補償は下記にして行われる。

a) 失われ る収会 (4Cお,uo-en) (例: 失わ n ら保統経営 ( ヌは部分 

継当) こにﾡける年同代株量)

b) ()超 過 収 a(じ«.こuu.布 u.n夕 ゝ( 向べ状ﾡゝ上のものゝ 

(つ)ﾡ々の林の代( A&...本.a ゝ(店 a避 営にけるもの) 

Gヨ) 探林 の 頂 傷(例： ﾡ甲ﾡ( Payot) によるものや. 火 け た 庶 音 

に sるもの)

b)八請償 にいてその本ﾡのこれが面福の返量の時に 確認これ 

桑川 と して言 S 契殺がなかつた場合の 確 定林分( 8cte- Buto....) 
と 观美 的 林分 価 ( tx.ccRLccA_en. Bsaなaotdw.uズ ) 一 しかも 明 者に 貰簣 

岡係の終3 した時点に t して測らる。— の 差さが請査 お ばな 

ら %. ﾡしのﾡ台本林ﾡ替の自己 収 益 ( Ecaeu.u.t,wntait) 以 引 

さ法ら ばならぬ-

確定林分価 ( 8c0- Beoズnu&.t) の確認はﾡ引 お国造と結ぶっ tこ 

cる。 方去論的に下記の力法べ«当である.

) ﾡ 林 像 (cQ cい.x.C4z4o ) が 員 賞 が お り、っ だ か の ャロ く」 食書 

の 南 給のの 状 態と基に し て賞食の終3 の時点「收獲 表の前カ や隣 

惚 林分とヒ鞍する学によっ C →福成さる ・ ヒ の 森林 像 から、 貴用 

価 岬望価、代 株価. 年令ほ教( &etufoんxecet) の間値.右の価 

値 ( アa.&.08.,.w.た ) と 確 かめる判が来る ・

b 筒 ﾡのﾡ祐時点にける林今価を硫める申にょ っ て演管の終5の 

時 規にけるその後間を支めめる。但しそれは査定さ a た価省生長幸

( /り-cイaw&cんc/u～aeu。) を甲っるかﾡは年令 f 値 係系数 ( &u- 

LuepなPaんteuou を用るか. どちらかのーテによる。 令 簡 電係 

&」る場合(そ)ときら点を甲う。 (但しf。dド終3請



点の令にする令岡値保ﾡ. ・ はﾡ質申給時ﾡの年令に泣す 

る年令価値係数。 .

負べの南省 ( 日夕w )にtす る糸林ボ態を確実 に 話そする 単 は 

規在神 申出来る 系林ﾡ業 条を疑いの余地台く 確認す る 申ﾡにﾡ受で 

あ る .

一 森林経 営から 一部分 が ナ り ﾡされる混合には年々の補償 の調査に 

しこ. 全森林経ﾡの森林純ﾡ(u&/.uウ。) を計ﾡする申と 

残出面ﾡ( ムを%卫/ ) のﾡ来の 系林ﾡ収ﾡを計算 する申 が同 題に a 

る ・

大さ台生立木森 林 面 横 ( gなn.uL &utoc&えwu wva&xP&.cke ) の 営 ・ 

レ&れ2い? tt1d V2cんなa ) にけるの律の補催計ﾡ( 嬴 乙ー

とA2c63-3d4eて&ck-nuusrwt )ほ、 ﾡ 二例 外 が 起る があ リ

に. 常に極めて困ﾡで且ﾡ々翼論が出る率 は明 らかである。

一森林経営 から一部が切リ ﾡよれ る 爭 に 関 R 姿 限り Cは. 失わ 引 

収獲は. 全面 積に於 ける 森林究収ﾡを 計ﾡする率 と英 密面ﾡのﾡ の 

森林ﾡ収 穫 を 計算 する 等 によ って 計算 され 得る。

多数の場合の士来事や大き台経せ( レoP乙..z ) にしては益 法

ポ I /cRoイwtn4caんw.v ) は合 目 門 ﾡ てあり得る。

下記に例 として /9" ヨ の 旧ﾡ行林の規定をみ銀する。

森林( 子ecyvuL.と.&u ) の貸文前退 

にポ け る 清借頼測定に向するテ針ﾡ. •

/. は唯- 回の補償と達年の ﾡ信 とに別れ る。

2. t一回の補償はのものから成立っ.

a) 森林評価 にﾡする才 針t 書によ る林 価 から林分 ォ 用 ( Eea私ac4-

ス4 )によ る 細 > (Yuzcec6ca&. )
「早期伐採に対•する 補償」。 5o 年 生 以 上 

ﾡは「早 期 使 株にす る 補償 を 房 却 出来る

p) 員ﾡ面ﾡとその隣歳面ﾡの上にﾡけるﾡ

( cCo.te-7de Eむc-tuイ.～oa ) に

をて 計 昇 ミ れ た

の立木が生えて(る 画

し いﾡﾡ的収 梅減少 

計する補信。 の 神 (

- /e一

は秀 の 面 消 の地価( Bへrwevtu )のo(/c3nなt)で査定す べ 

きである。

、 例l:地 価 e oer1. 収複ﾡ 少が す と査定された時=2o2DH 

=Aa 当りの補債額。

c) 造林能力ある土地のﾡ( B..Lex..oZanu.co。) の回複にﾡするﾡ 

しい貴用に対する補問. との香甲はﾡ定ざれるが普通はセ価の% 

よりもﾡくGる事はかい。「造林能力 あ る土セ状惑の 回が以ﾡ 

の収後給付(Eイヘ&て..g)を当べ期待され台い時には」 b) と 

c)の補 償が ユに通たゝ ( A&au..xdot) てもﾡ支へない.

d) 小老体( AXjum た6,kなwn (約 /fa以下) の合には通帯補 

の計ﾡが省忍まる. その代りに. 引.の貴算料を約5。- /oo% 高 

め ね ば むらぬ・

2) 唯- 回 の 補償は 質質ﾡ係の 南 に当っこ 確誕 すべさであリ. 費 

質南係のﾡ雄ヒ共に支払われる- 従って後がら長たゝ し(家議は 

行われかい。

ョ. 直 耳 の 浦 償 目 資 料 屋出/U色Js ) aのも のから成立っ. d " ・
a) 森林 管理( 7euイuu火ズwa ) にす る財産 収 益 ( 子こ:乙atcんx- 

7レaw?3) に汁する補値。森林管理(3丘出ルス Fたづ•)0 連 耳 の 收 

益が完全に失われるりにがいては. 附銀の未に含きているん。 

当りの額 (A。- 4at,en. ゝ から出ﾡする.個々の温字殺 (4ttA&- 
duのt) に対し てﾡ顧と tる価格のﾡ( Px2cxAmuot) の内部に 

いて そ々当リのはとのﾡ殊ﾡ信にたじて ―— ﾡにんこの。- ( A0。- 

は価格相 湯 ,4&.aズ&。 は 販 免のa - ) a% (訳者 : P-ueto6eae
況) を考尾して - 確定 すべ きで ある。町に近いﾡや, 特にヌ 

通が発違したﾡや. その他ﾡに有台Mの面ﾡはさの 類(』t。) 

a /o○%道加 出来る。 K～uo:ん. u.utc&o(麦繁の 多い J.
) に汁するその頼は ( 準乗地価格 )の5

%の自督料と/。の管理貫によっ て測定せお ば はらぬ。

b) 経営因ﾡ化と林ﾡ反その他の喜にする浦べ。(株縁及だの
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他の横雪の 例:下*位こ下,だ害). 足ﾡは , バルンこ.&a-
Aee ( 筒ﾡﾡ基盛表) の全額の%て(従ってﾡ林音週にまる収ﾡ 

の可能性を考えき事なくゝ 西進化と者に見舞わ れ E 面 犢 に 対 し 

て測定すべミである- 二の除に号えられた平ﾡ(回ﾡの形と情ﾡ, 

年令と 樹書, 横害の配囲にﾡ類) にたじこ 2o～,○○%の迫m額 

が向顧となる-

○) 官旬人が貞官から水. 砂. さの他を除去してﾡ甲した場合の 

神償。ﾡﾡは送の都ﾡ々々に確託これ。 一年回の総額を以って確 

定すべﾡである. 営業的知用 (例:営業的目的9にょ るﾡ食司宿の 

上に裕ける 砂利 取 の 経営 ゝ はﾡに契約的に 1来 代行され てい8 
補償額 を以 っ 乙確定 すべさである。

(a+b+C) の合計はヨ々の徴S料(7icな.c&.&n ゝにはる・

4. 3に道べ自補償は契約的にﾡ定せばからはい. そしにそは守 

に 林 管理( 子あzなw2&ux2 ) の要末の上 に新 し ・ 確定 C, シン ゼ丄 ン 

4なw夕) が行 われるべきである-

・7h2ctgito?umucoP(( ﾡ貸率基ﾡ表)

樹 ﾡ 上(guオ ) 中(o衣 ) 卜 C tg )
?0〜 7o 7 O ～ 3 ○ 4L ○ ～ ヨo

プレな //○〜 > つ ?の〜 6o b o -一 40

Bcん o ～ 30 ^。 ～ O 4○～- o

a 頑 : 交抵の 目 的, 今割 の日的, 総合の目的に対する 評計価価 :

交 接の 目的(了a..c&,.acん) にす る評価 は 根本的 に阪完反 び と の 

.他の評価県因( Bewaz乙xg.4っ0z..c) に すると 同杯 なテ法によ って行わる. 

しかし 多くの場合にﾡいこ 交ﾡの 目的に対 してﾡ的岡値 (a&.c&t

2 いwtズo) の調査は赦ﾡされ.その代り にﾡ 々相汁的価値数( ,2aた.

レoス3cAJA ) Cﾡ足される。

ピニで 例へ ず 土地交塚ﾡ( B。wu -又...ん.oz) は 位銀 の 肉係も L

- /eター

いC(総生長給仲 或は4a(FJ総生長),oo) 完行え(ん&.oス- 

ゆ。) の考虎の 下にﾡ給づけら れ.御 8 - ヌ林分 他®“ Q…注) は 公 

友評価去( TfePT. を谷照せ よ)によ る 4&uukQ.det- &rc%Qvt ( 令 銀 

別記当価値) の大さ、に応じて検討計公求る。 ヌ公ﾡ価格の状態(レ- 

falm:a。 ) を根扱として利用する平も出来る。

森林の分割反 びﾡ 合のﾡ係についても同様である。ﾡも永ﾡ々相対 

的評価か. 試は一ﾡのPuんなルて. によ.る山の様台ものてﾡ足これている

項 : 統制経済にﾡける森林価ﾡ:

/.:一般論. ﾡ制ﾡ済にいては、 供ﾡと需要の自由は隻勤(u22ん- 

&&～:u。 )はﾡ限され、 式はﾡ除こる.

市項価格. は自由に一ﾡする にょ る価格の位置(& gta&a ) 
は 国ﾡ的に指 定され. ﾡはﾡ司された個格( シwucんハuる. Px. ) が キ 

られる。個々の易合にはは、 正に ・?ラと/・ラ41年の えが救き例に 示 し 

Cいる様に, ﾡ化の一系列が有在する。

現 ﾡ(/ラ53 )は. 未 南塞 把 (w&o&.ズ... 4nイそu:cんw) ヒﾡする

取引(Vcんん)に計して尚. 一ﾡの個格ﾡ制(P〜パとnしa)がね 

佐 する。 5つ,doc VOPRv. ユる../. 5ュ(BGBI.I.S.7ァユ) ( ,75ュ年/日 

フ8Hの規たの才2章.(民法1の［,ク?2瓦))。 ま南運地の有償的譲ﾡに 

肉する契約(C Voダ?o) は価格局 (PzA.«さc4 ) に検査をべける送 

に混出せﾡばおら台い。 • .

7 4 / 日20日 の 管理姿 員 会 法匚 よ ば( 此の管理裂ﾡ会法( 

Kentc.4Czaeeを) の位格決定ﾡ理は将来のﾡ格検査にも使百 し得 

るものである) ﾡ価!C4e3en...t)が士地くみ...い。なと&)の価 

値に対して替しく 不釣衝である場合には許可され台い。 全この価格 

検 ﾡ - ・てはﾡ 民メ済的に 足認さ た価格, 或は 正 身 おﾡ格が向麗 

である. とは国民経済的, 経営経ﾡ学的, 社会的, 考置のﾡ票さ 

あるへ：をであり又同時に供給と需要面の支配斗争(2%」(赤4α,零/) 

が除か れるべミである。 自曲 経済 にいては間値( wot )と価裕 

(Pら)は 答干ﾡり得る がﾡ領経ﾡは通常、個値=価ﾡ(=Pu。)
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とえう目的( z.しッ) を通かわばららめ- しかし国条的に検 をされ、 

許司 た価格は室産にﾡT(&。u。Ra.。 ,にo.) の 形 体本 c あ っ て は 田 ら 

ず、従 っ てその確定には自由経済の簡格法則もホ条してはむうない.

2 : 森林評 価の 実務的演 択 ( Pcckr.ck。 チ4u.ouex.)
a) 個ﾡ検査( Pv部//,,察)は 当 ﾡの夜査能力あ るﾡ定 (gなucんなo) 

台く しては実行来ない。

) ﾡ制経済にけ る 森林評の ﾡ定 (ムa62Autw2fctgdsuacんをx)

は六、国民 経 海 び 考

シ) P cムaそc& い4 ( 
じ言味で はない. 

定 ( グ &&～wa)

ﾡをﾡ定させるもの ておけれ はだらぬ。

価格ﾡ制) は Scnん -P～eet (個定ﾡ格) と同 

縦 っ て現ﾡ のボ元下の 森林評価 にはどの ﾡ慮決 

の 基備 ( 4ouL&yot ) としC単に 現行 の 材 間 (

ら2Cそe,:Lxt Aefzei。 ) が暇定れるのみである。

) 「ﾡ制経済下 の 森材価格に (て如何なる 程ﾡの個人 的5 主観

的は評価 ﾡ 様 ( Bcvwcticguwmute )が正しいとされるか一 と云うキ 

に東因する 疑急を生 じ得 る. 一 の際個人的 立場 C..oAAx&t)は 

xの様に区叫さる : (/) 益を増加する作甲をﾡっ個ん的立 場

(例!: 2ズce.&.kえ&い_«&. の 営 業。() 単 に ※ﾡ a』cuARo&.. 
&uot ( 訳者 註 : ------ 若 ﾡ 条. 自 価 値 ) のみを有す

る個人的立島( 例l: 獅ﾡ小星の型試の島の林く WoJ24atoL.ti. ん) 

の贈>)。 字一の ﾡ類の個 く65i 場は言う までもはく 正 しい.; 

ﾡ=の ﾡ類の送れはそのﾡﾡ 々々 に熟局品せねばならない.

e) ﾡ制経済が長 く け ばﾡく理「経営の大=さ( Boto&.msw) 
から 生ずる評価家ﾡが<何台る程ﾡ合法的であ るかどうか」と 

云う向ﾡが益々多く規実に生じ得る。此ヒのﾡの判定の百印 (B2or- 
tec2.,uzomuocんnux&) は客の大さにたじたﾡ要の 「増mした 

ﾡはﾡ少した」サーワル(K%ゝにﾡ咲して(る。 需要は本来、 

熱制経済に いては. 自M的5 に影 響を段 ぼす評間 要 条 (B..odx- 
子e&muon才 ) ではない。がしかしかがら価格検査は, ヒの(価値形 

成要素を 軽視出 来ない。

I章 森林評個の技術

」飾 基ﾡ的 立 場 (zczcL22cdeicqe3zとtapune乙a)

本林評ﾡ ( M&L&acectu夕eこ)は支全は林学的ﾡﾡとﾡ室→林業 

的経験と森牀坪価の領域の特别な作業区期難とす◆う。森牀評価は公式口 

女表 の殺械的 勺、使用 によって滅みほさつむ の でばづいが. 天等ば又多 

くの場合にずい て不可欠の高 売追具 ( イaxCo.ee&&.c。 々&2geチ) 

に3。森林評価の本ﾡ的岡ﾡは, どの待殊性の認識にﾡけるﾡ値き 

係のの桁的評価 と 株捨前 評価 ( 子e2pど.とde2イeont tC 文4ax&2ddsム。 

puucuzcdee ) の中に 存在 する。え 等 の 全 評価 ( Geaa-Z8e.xcよ&ッ) 

ほどれはど面創よ計算の解答2出す車に ってむ尚返み尽ミ るの さ 

3感く , 結局は鑑宛的 豊 定 ( Puxaokzecとke 4eイeろe:) に帰する . 或 

る造定がよ く確実であはらろﾡ, てれば鈕マえく の客ﾡ的性ﾡさ持っ 

てい5。「全ての孫林評価は査定(2aな) であろ」と言ふ誕は 

ﾡしいbので4公い.

既 に 森 林評 価論の長走 Max Euaze。 (は . Leんzb e e.. Mae- 

eイ2cc4xu夕- ダ イu4C ・ /夕2一3・ , /◇フ" の中で ) 全て 

のか林値計算 ( Maed toezよo4ezecんxuxx) は結与はﾡ定 (2oメz- 

なパ )に帰者すろ ・ に対L て公去や軟字的び計ﾡは単に基礎を 

形つ く。 b のに過ぎ びいとﾡ加L ている。最述では (ぬz

A&ac&ケ ) Wノa6cビwe2twdA2ac?ラ-" cz Mo.C ・Fe22Z, 厶/Z- 

Aucx. /o, AoPe. ライ2. 小・3ンゝゲ,) 一つの計算間ﾡの実行が森称、 

評価(4u84we2cAa本.〜g) のﾡ行であつと月ﾡすのは間達いである 

4ら赤林評ﾡにみいては ・個列の場合の経海的所呉 (Geys&n&c) 
ら知② 邦 (a のム纟*7 ろ九、シノ Nー) とその価値と認めろ 宇 ( Jル ez シン ) 

と賀修値の大 ささに及ぼすごのﾡ響と正L く評価するず ( 2ンなク 

aおuocんなe2)が呼暴"のである。"と述べていろ。 ・
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森林を評価すろ人(Woedd4exve&Zx) Iは合々の場合の特妹性とよく有 

へる事(&&idx&z) が大切であっ . そは主とL て「販売裁ほ病 

入の島の評柄に肉するものであつか支は神傾の零求 (ふxゐo&乙903%- 

p2ucAa) に関す るがのであるか」によって 区列 される。Lかし総んど 

全ての 評価 にがいて与ろ 主ﾡ的立場 I どの面から 評価 客体( peweztu= 
。 ) 2 観察 すろいによつてﾡる。

しかとﾡめ»すところ. 森林評ﾡは他の非大登生産財(

Ma2aeンラZ) (例:ﾡ業的財産. 工場等) の評価よりも不正ﾡては 

かい。比知では示 ﾡ«に結合さ「ﾡ値客体いﾡ題にはろ . そしてこ 

のﾡの各視的価値はﾡ認ﾡっとして困ﾡである . Lﾡら公ﾡさ 

た価価査定の企図 (Vouakouc) が会ての経ﾡ部円Iにがいて持みﾡ 

殿とおつ て思っのと全く同係に. 是はﾡ林評価の実行に っ い てもかお« 

所期 さっミ目的( Qx3。Zラ。4ede。 ge )であ々。——林業以卜 

の 世料 に 契いて森林評価 の 教授範囲 が信甲 を失ふかる知れづいん不通 

4③評ﾡ人 (ugeeタuel 8exwczt2)iこよる多く の間違っ界ﾡ 

をﾡ少さはる応のに。

2m 素 務 的 行 字 ( P2k z2ocA りo3ラeイとヶ)

A. 備作業

会ての 阪林評個は是従ﾡ とﾡめつ事 (2zmtww&〜 ひのuいしなあみ) 

とEに寸許にらつ基丞秀料のﾡﾡと以つて結まろ。あ,んﾡ林の価位に 

対L て必受なぞ とてﾡ受G基優 (qzwu&o) と事実 (m/Acw) 

(1過去. 現在, 未来にﾡってﾡついのを全てﾡめねはらぬ。ゅつ麻 

林のいえ//。が〜2e(他、(酒努力) はごの通去が杯文され, ¥の更 

在の ( Zrozwu,u&xo2イス-夕) が 理解さ れ,ど の 件来 の 発辰 ( 

&乙tcAe.) が予足的に評価されさえすれば, 正Lく1さ 

ろ.京林, 特にﾡ々大さい森林は生長し, ごしてご自ﾡﾡ化すん有 

ﾡとして, 確実に把遊で 汽ね②ひらね。 その中に得すつ 

一切の可ﾡ性とぶす鳥に。此の 理由 から 基礎資料 を 集め る事 (今uu- 

d6夕exaootxceu9夕) がﾡ別!は建味を持っに 数 a。

の作業は. よい. そLて尚利甲L得る点林祀業ﾡ(F24Zみu一 

ompp...e〜.ez人e) ゲ存 住Lて馬る時に客易化される。

確実にし て且, ﾡめ尽されたﾡ林ﾡ兼ﾡ (F2xcc2.cイzue) 

は株林評価の資料の宅ﾡであ る . 全 てのﾡ値送定因子(wと24な一 

»スe～uon Fz大z2e～) . ﾡﾡﾡ当て. 位ﾡの分配. 林木ﾡﾡ . 

N量ﾡ横 (ジなとびxか2ス2)。令級伏進 • ロ木タ ・ 生長状姿 ・ ﾡ#とﾡ 

本消ﾡ(々eな ・uC kcpteoaッt』zeんx) にける代塚霊の分 

祀,は段作らに森林ﾡ業索からら「大さなﾡ労らせずに」ﾡ甲され 

得② o
遠当なご L て又多少ごる利用来るﾡ林ﾡ業索がにいンさは. 全て

ル箱 々大さな森林評価は不確覧であつ ・ 何んとなれば 必受ざ星礎李 

天 徴区 ( E2よ9-et)は. aこしくﾡられに, ﾡしくは不 ﾡの 

かﾡ囲かゅみ行りれるか ら ごある。

ﾡ分G枕計的基礎軒欠し・ よい森林評価の鳥に室客である。故に 

ﾡ林確業ﾡのxには, 全ての空来な旅字を救L てある経宅成計 ( 

Begooよゅtt^) ゲ「全ての緊求をﾡ足させる森林価」- 特 

に< u が抜益的 ( Cxziz9du.2xzan) の 誘導 に 関乗 Lていろ時 —— に 

対す◇ 第二の里要な前提 < Vo2o.d4.cな.夕) でらつ。

共かのﾡ受づ布値を共ﾡす る数字新 (3ox&z&e とギi 
○応に用いめ% ——材米経ﾡの牧入及び支払とごの遍切な分頼, 採 

ﾡ賞 ( Wexb9okoaz), 木林両ﾡはﾡﾡす○ﾡ計的認裁な く 

L ては十分にﾡ出来かい。

一っの初法(^ezeoc/e) に従って評価が実行される場合に ﾡ 

旅価(A) の顎が一つの割をﾡずるから, 恐れには特別な注ﾡ

をわばぬ。ﾡの除に小か大への推理 (2eイ&pマK2-
ど2 夕zee ) ゲ間置には, だして イ4ラca-0ゼz22e
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( こﾡ点の基ﾡ) Iは特に正歴にEせlかなゅぬ。——句とには

には小さﾡ近誤( /eA2ez) は数されるか。

•全て の 材積 の 記載 ( ヘdaezuaxp-a4e) 及スび期枚ﾡ (442-

24exイ2夕 ) にみいてはﾡ区 の摸失と我探のに矢 (吹殺のﾡ失)(

c adピn夕-2ue2〜そ (ペて3-w9ae～イ9aペa) (
訳看注：「代の失 ( Fae&.9dexみox夕)」とは例へは片調「 

造材歩組 リ」以外「検矢 にな る 部分」をﾡぶのであろっ。) べ

昼ごlざはらぬ。 ズ、「*の材様ゲ利用オオ(&e2んo) に肉達 

L に bのかﾡは立木に刺速L たものか或は又, ごの材ﾡが 厂 割Lて 

売 い れる絶材属 ( 924ペクuイ,oよ4) 」に戻逢したのかどうか」と 

か 平均入($eスcA2<とcee.さae ゲﾡ系 (ス&ん9-)対 

する入を各んでいろかどっか」 ﾡ評間人(We2.2w.ezz) に 

スす事 ろ 全て の 厚 客 物 ( 2ox.なi2 Apawa-een ) に 注点 乜ね I工 営 P。

牧赦賃 ( weuhuzoメxZaッt ) では半に時町給ﾡ金と払来高賃金a 
当てiはめるのみではく , ホ受にそ と査接に際地して存する ところ 

の, 全て の貲用 を敵ぬねはな、ら ない。 (w: 社会的貢甲(2-8a- 
4みa4e ) . 立木調査す ( Koada & /e合auzAっ) ,ピ 

のえにﾡするもの.)。 運材食(B2w9o4o2ton: 2該め2 
べき記圏はオﾡの決めろにさ っ て沢さろ。例え/ギ木材1を買う人 (ゅ- 

一大&チと) が立ﾡ金と返す李を通じ て. 運ﾡが材価と肉係があ急

株な時,ごの運材貸はタ表賃と見隊さるべ ミ でめっ う .

森林還元価(W2ce2Dua夕oez) の計ﾡに旅いては, 砲( 

64uoイwuax ) と気用( 4い4324en )1は:ごれが年故定 ( 4a - 
スoac合zecAau多e ) かゅ測される時にIは,「どれが(ﾡ続的性 

偵ら持つていゐかどうか」と言っﾡを検ﾡせねばないぬ。更の検否は

品につてむ 貢甲につ いても行りれねばざゆづい。従って 当ﾡ森 

経営の黄甲面についてIは「ﾡ林的林業に対L て緊るﾡ用 全てパヌ 

給これにか ごう 久」と 百 う事を株復せねさなめぬ.。との時若 Lﾡ索の 

年貢用 が 保 旋的管用よ・)も低かつたはば, ごれにごのﾡい 今/けナﾡ

ーノー

て「保続的気用」にL てﾡせゴ守ららや。来き外八貢用(Be- 
nとと4dkzete 4w9a4en )は除かねさゅらゐ. (但L 経巻外責 

甲の中,例え I 当列チ ( / 9/otんe&2xt3チタt22) の様な ものは 

計算かめ除い てはばゅぬ。>

B:幸前ﾡ滅 ・

ﾡ々大さは評価るの時は,個列の評ﾡにと リか、るmに関与する 

当時ﾡ ( ムeztaeda-ta Patcext) の宇請ﾡ ( りク2れ22cイw9) 
2行うのがよいと思う。—— 待にそがﾡ制的は評働にﾡす○時にﾡ 

いて然りであっ ・

ﾡ々大ヨ は評位にﾡいてIさ. ﾡ業素絡区 ( Fo2なxz.んな夕) 

・ の時の型ﾡ峠( 92ucCeaラex4e4nxecんua) と同ポG ﾡ請 認み議が 

行pn る。ごLててこ でにﾡ から行われる森林理価に対する協力 ( 

Eシレジタr- a得る事が目的とされ. (eaaet weudeうァ

3 ﾡ材 評御 実行の確実は目採 が基 示別とLて 確認 ご:3 / ら s. 
型寺の基礎界則(今2uイ44e) は群価ろ 法 刀 煙憑,評価の語有ヨ 

(zcんZ) ,ﾡべ期: 造林賃. 宣理長. 林価.4ス根表の咲次.及 

び*の 持 引 Q 基礎 査( 9u.uddlc9eeuAcよuッe) が必 ﾡとこれ 

○銃闘, 等に困連する。

○»林巡視

ﾡ行ごれる必林評価は評何者 (n ax) が森林を見るﾡなく 

Lては不可能であろ。多く場合. ﾡ天間ﾡ(ス2cA/z4c)に 

!.：？) 談局的沢定 I3場前的配楽がえめれる。従つて赤林評価看は 

後 ッ 里 行す る 基礎衛料の研ﾡに 縦って ﾡ林考件 2 巡復 せIずはらぬ.

出のﾡに環みす る基盛須料を — 擦本的 に 再•吟味する申 (4z&-
Qzoがerzrete 2acイa-uれzLとよeu) (例:試しにお乱を測定すつ
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手)が合目的的であつ。必受ぼ基従ﾡの誤 (FecAこ) はﾡ業案 

( FozdZcクuzccんなop) のとさと類似のあ法(位立ﾡﾡ示. 画標的ﾡ 

索 ( 7aZ4edぞxucded )の曜認. 林分の まこぶ述 (ろe4zzx乙 4eo-iこょ一 

4ラe,材ﾡの記録. ﾡ高測定, 土塚登等 ) によって近さ 

・れ急( bcoc&ee/eu wezdez2) べミである。

D評価ス送の遥択

評ﾡ才法の送灰ば個«の評ﾡ市件 ( seetpaAaee) に」って 

異なる。

一般ﾡに「客体が小ごければ小さい程,益々多 く 林今的評価る塩( 

6e21axudvccae Betvc2Zc-oradvev&&～) がと れる _」とﾡう 飛則 

が通甲する。牧 お価 (と知/吋シムルを) は 保続?的樣書菅 理 ( xact- 

んe2C夕e 8eぞzdo4っ&メzu2シ) が実手上 存在 し. 或は可能であると 

軍はっ場合にゃめて。一つの意味乞持つ" LかL下ら2o-3oA2
下でば通先. 倒 マの 林分 之 単位 と L計算でﾡ分であつ。

評平御之法の送は肉係者の位ﾡ(イそ。4。よz&よ4e〜ル乙2ル) c 

つ て もﾡダ © ・ 資 (ベ4pcとどauecラc)によ ○m値やﾡは基ﾡ信 

値( VezzaZzve&z) が多いﾡ値と有する有は Zauc&9.ラ3よeu( 
代ﾡ) マ ルロ4ルク血 ( ﾡ債ﾡ)に特はﾡべと持って思ろ。 

送にﾡすと L ての 立場 ( 今Zat ) (J Co.乙2夕4ccz ( 益/) a ﾡ 

受規す る。省 諾的番定 (L4dcee4yex 2cx4英,ye.) に茶い て1 

又金 (d6exxとペwすe～) に英いてし, 分 個表 ( eeuzxud 

uたezzaごeと〜 ) ハ進測 L たィ店は 恒否 L て Iはα ばい。(xバt 

C4xCzu-nue -2cクC )
々の場合の評間は, 契へゅれ に適当にL て且のﾡ公評価あ法によ

つて実行される。

日最終的決定

全てのポ«大ミ な京林平価にがいては京林価値 (uuedzaaZ2) に 

関する及終的決文の確超 ——Lかわ※は通常. 貨幣の合計で衣更さ

る一は非ﾡ/に西粧である- 価組的.気幣的にﾡ士末る初点(gみと- 

◇んx.u〜kt)と. 足に対L てパﾡと なる評働才法 (Peweztz.ラ- 

weみLovdet) 11Eに論ﾡしに。々では示だﾡじなかった.もつや 

該は学に鐵定的に金ﾡに評ﾡさ 得○価値決大受系に つ い て開 ヒょ 

っ。以X下 に述 べる 李柄 の 一 為或 は他者 ほ全て の個値書雇 に茶いて帝に 

生するものであ ・. .L て二 つ注ﾡは全てのﾡﾡ的な京林評価にごつ 

て是非とも必受欠 くべか ごるであち。

受等のﾡ決定受末 ( wecx&o(-る岡ﾡ決定理由の才Z目) と 

云う のは寸次の如さ ものでらる。

a) ﾡに対する法的制ﾡ:問空禁止令, 皆べ禁止令 雄か命々 

森林被宮法 ( W/a2uスwxこaろ4みeoe才) イ文林規定 .

め) オホ 業 に 茶 け々 ﾡ辰の 何) ( =vなvcoeddouedeッet ), 土地 

欧幸品.伏給とﾡ受のﾡ,気本市場の( 乙俊ら 乙kep- 

どtaCnu2xKzaz )
c) ﾡ金的ﾡ点( dzcexa.cte 今ccたマu.uc ゝ ;個々 の収入 

の雄規によ る 異 つ に 賦課. m 背 ﾡ 法 (Eu火ouu〜uotu.とす) 

ﾡ/ 株に る認ﾡ府得 ( Vex&・スンラシと.ンとしz) 生 

課ﾡに肉イさ せる声,販売貢のラさ (公証くの料金等 ). 眞担網整 

枕 ( Lw4Zcxuadsイedcんdwイp-w4e,u )。

d) 主製的税点- 森林町有の飛 t み・ 財庵換資 ( レe2uラン.o.と.8ン) 
ﾡボ経岩の社営と交定 さはっ事( sene&ts.,5) . ・ ・クホ 

竹の伏給 ( He今vccxっo?-u夕-)- 副入:デはcruンハクen)い 
ら途と得るﾡ. 狩的親人 財星の定ﾡ(A4ら&ど..uX).

と) 相 ・大 きい経営 に 把い ては株林経 当 の示の経営2ﾡ的ﾡ長にﾡ

する特別な耻為。
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F) 赤林記夕経営(/oZ02d222&Zuよe)の部価0ﾡに, 当該森林 

経ﾡ (a49e4encen C Qxイジem2e1dCaっz Fozr4eZo&o) 

のの内部に茶けつ此の部 今絵き ( Tueeopz&cゝ 岡 店 o 合呉 

を秀底する李。

3節 刑式 (のえ Fozmu)

価値鎧(WeztoyuイacAスc) の価値に喫して ・ にとへごの内窓 

個« の賜台の喜戻と演舞に』つて沢さつに L ても ごの仕上(ル- 

22eyueピuタッ) に対しては. *のﾡ告形式(/クス) 2-定せiばゆ 

8。

比の場合年品客体のえ礎ﾡ( 9uZea夕&～.)つ記こに「は神にﾡ 

とKくべさであ々。全く, ﾡの記述は株ﾡにいさいさとし/. 且,県 

家8は象(8どcて) と緊え る。従っ て全ての/値決定の基戚 (チu.な) 

及 び立場を 明らか/二 a aは め ぬ . ﾡ告示式ではぷ缶 の 中にさと ・っ め 

た認点( テec-ic/とze )が評価結果に対す る説行 (i4ezc夕ui- 

2&22t) と得る杯にを一目ﾡがにﾡ炭する 事が 必要で ある。

報告テ表に 先づ 書くべミ市は評の 客体の 一般的記述と 全体の 自 奈 的 血 

地状ﾡく、地ﾡ, 土場. 風土, 気候)の一般的記E述及び経ﾡ的地状ﾡ( 

交通ﾡ憶. 経洞領(WスcAdk乙3字cダ%z).販売次又. ﾡﾡ的差属 

の能性)の一領的認立, 受に. 有・得べミ頁ﾡ(山林水(/24Z- 

c&及)) と金伏店(そ2。94^eえ_ん22ご2e)に響をえ%株 

林経送の一般的は持徴 (/ekwaea) である。

次いで, 鹹 の評恆各体(南積,ﾡﾡ. 年令. 地位殺. 立木段,1 文無 

表) 等がオ・アゥ, 全の桜親 ( 6caxttit&2cんzax.う(令繰一沢 

ﾡﾡの 一 表 (イ 2そe2d人 4a44eペ4ez4cとイz ノ Ve2zcZっ4% 勿2ノムー'

が示さ る ・ 当が神用される基礎資科(例 :森林ﾡ求奈) に対Lてば 

#eに意見を決ﾡすべミさある。ﾡ線に地図が府加さろ。

な場合にばごの地図によつて残ﾡﾡ営( 及濬色无办)が、推定出禾：)’

-〃アー

初論. 評ﾡ客体のﾡ囲にふじてﾡ定(G.ど2。ん乙a) の範昭©加ー 

fax), 内客. 形式は大さくづった'ﾡは小さくダった'すっ.

評岡価鑑 疋 に対す之締 肉才式 ( G&ezet.goaccna ポ 

Becetu9o3Zacたtt>

I.評価 み 理由

I お 票( とge&〜223e) つ 松 拮

ーボ的ビ述

摘 え ( atec乙a e >

決用 した "%ﾡ衣 ,吹益の支ﾡ( んら羽り/•ム力多如•女、) に 対す ふ 

歳除, 基礎 手 東 つ m( Q....edau ) とその舌( 今te) ス び 

ﾡ性、

▼評価.

土比
個 < 八個値( &すc&.～zZe )

盗間.

正働格.

飽 柏 ・ 最的 次定 ( Cnauuce )

附 録.
面検 明 构 巻 .

林め n記gt

•■記録 (ﾡを ﾡ高)

きﾡ計の数す

ﾡ地是取回 ( ム” よa )
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香書盤 ﾡ(例:昇鎧定)に対する締成が式(94eeCezn-
2c4-ecc とビビ2 Pそcc-一子+Z-c&2E ( ダ. とt2

24e29ttZackZ&t ) )

エ. 理 由 ・

ロ.ﾡ ﾡ.( /3 レル。「) の 結 飛 

回現得する評岡
記速

基催類料の比判

ﾡの

ろ込(V ・aA2&～% )の 判

q. 家は場合に は特殊は部価

外 ﾡ的.形式

全ての評働ﾡ定はﾡとﾡ外ﾡ的に見ると. 一つのﾡっにしのと所造る

L にが っ て通帯. 一核の表般 (4cん2aタ) を件 ったﾡ他組たの し 
っかりLに及じつけナ. ヌは教本をする事がおま Lい。そLて符に,大ミ
鐵定にあっては, ホ此の時に帰偏するﾡ用(力人。Zaっ) は- 

対的にﾡ値杏体が全 く 小さ いとL てる —— 約 L ては らない。

ﾡ林評ﾡのﾡ用 ( 大ot)

あ林評(の就礼に対して 国求的に規定さにﾡは得在しい。；「 

れはﾡ期的に自由な合遠の下に皮ユL ている。注«に L てﾡ合とて り 
営から一 般的に G 施業案編成作業 ( Fe2azecuz2cん乙.y acz4etc.) 

(にす々ﾡ定額と加拠と L に規定親がL えれつ。 ごかL 此つ農え 
額は. 個«の場合にけつﾡ択有のりのむのではなくして. 我務う 
も の であると見似さ れる場合 Iには, 法的拘束カを 術た ない ・
従って一 減的 にはﾡ期にこL 許礼金 と 立管金/返ﾡ と 作業の 宿 お 二

—— ノ2/1-

も立って協足するのが宜L いと足う ・ の論. 謝礼金の高さは評価を ( 

B&cxxo)の資格と名生によ ってﾡなろ ・

謝L金の計ﾡ形式は次の の と合 んでいる。

Q) 評ﾡに対するめ礼金の計ﾡ親. 足は計ﾡ基催 (例えば作大日救) か 

め組立てりれにbの .

り) ﾡ林評品の実行にそし且つﾡ度につて分規L てﾡさたﾡ用. 
(例:ねﾡ. 霧骨する計算にすな界ﾡ料(4eイzeム&な～る))

c) き通。き礼金は当座預金書定 ( Bcしん大のu)或はどの他のﾡ定 ( 

4oo乙クe keuz。 )で支払わつ .

バイ エルンの国有林以外の称林にがけろ地が田仲の林ﾡ術的個へ 

に対すろ 規定額 ( RccAzdoスe P よ24zzocス,.te&e

Pudレ--イaecEecu Lcuededt-ez及zudod ど2 ca んゥー

ye2 ・ ～とんZdZcsズawzec ) 、

A) 一度の 鑑定 ( 9wCacイiw ) 査支( Acfsな〜).森林 株査 (

Maddd4eocc&乙-awwps) .

術償はスの停に○急 .

バ ﾡ英に対す◇補横 . ,

z) 住徴ﾡ行にする回家の規ﾡの日当

3) 日数に応じに付神償 (ム%乙x夕dダて.サ). 内業ス外茶に 

対L てﾡ全 は/日につき 4o p /日の 中で記分的に Lた 

日に対しては(/Te&メecZ4乙ラ々) ごれ相ﾡにﾡﾡす.

B) 売米赤術試業務 ( Fo22Zouxdcイニタン ・

•全分全林施業接綿成 に 13くと u 次の 刀が合きる。

/. 晃は表▽拠表(7a4o48e〜ク レ&ex4xと&ジシペz> の製作 : 

と共に全て の 基健 予項( 9z.L022夕& ( 面■横, 樹 ﾡ ・ i■也 位報 

) aﾡ虐的にﾡ査する申 .

2 お'年, 生産茎,Iﾡの計等.

J. ﾡ来の経ﾡ及び行有ﾡ票にﾡじて出来るけ述し, ペ株置と
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有 規定 ( Wi乙。cs+toの202A z4～ ) の費( 8) 

と証的を併った全てのﾡ係の規ﾡ郎家式

4 , 塔林. 林造工手.必髪"場合には下ﾡの入- に対す2 

営宗( Bexuzkeジnu) と年«のﾡ告に対すろ余台を合ん/え

老計画 (wpcAc才ir2c)
$. 昇務局 ( F〜&アンー6.ん82)に対して必受び全ての憂礎宇ﾡの 

異論の出の案地のない確定 .

6. ﾡ業索. 森林有者, 営林署 ( Fczttezo.c.) 各 マー部実の 

基本区 .

• 報酬は物面茶にﾡしてん当の額で等級的に実行される。ごの額ば

スの通である ・ 

最初の 22 &2
スの ・ 80 んz

. 次の 322ん2 
れ以上に対L

に対 L ては 当リ 

に対L てIは A2当 ') 

に対 L てIは Aa 当 

ては —— &Z当)

2O. ル”
D.

タか
4. Zパ.

報酬の中に合3れろべこ しのは専口家のく件ﾡ(例 : 旅要と日当 ) 

ﾡ僕洲金, 用益供給ﾡ.必受登具の調王質等であろ。

ユ木ﾡ費ﾡは訓の中(合 ない が. ﾡをの測定は専円家の質ﾡで 

行ふ. -

同じく地団ﾡ材 ( 火axuuztzLっ2)の福逐賃. 製本代. 鶏ﾡえ 

びﾡﾡ測定の務有の記置に対すろ貢用は報財の中に 各3Y ない ・ 

当ﾡ晃求 さ れ る筆写 ( &wc4cAxチマx) や 地図の写に 対) す る寿甲 

も才上にうI用したものと同本に合まない。

完全ﾡ林凝業奈/にるする. 一支a多くみ仕宇がな くなっ に場合.

上に掲けに後な此の消減の割合に比例 し て約 5o%達飾競さ る ・ 

中林(イなどwz&イ9とハ) に対Lてはごの歌の約5○〜6。% 

夕 女出すべさ である。

報酬の最低額は タクシ,M である。

一 /23一

仕李が告指ﾡ民の全仕務を包枯する時, ( 例:依記録. ﾡ林の 

導. 林選工爭 の,指導,ﾡ木岳ﾡ欧良の坂者, 牀木顧走の思督,記ﾡ 

の米査) 年 同報酬)次 の 翫/こなる。

承初の200た2 に対Lて Aa当リ タ D
x 3oo/& ・ ・ ジD,
¥れ以上 ・ ・ 2 D.パイ

一般に経巻導が単Iに林木年周代よ受の助きや困ﾡな周べス び主 

の過定 ( .みe.ん〜w夕) や使林及び林木販元にﾡL G助き( Be- 

E方イ)のみであの時に/寸上に掲げた定額の 今○%べ支払りれっ .

ある徒類の副報酬 (例: ﾡ奨等) Iは保証さYない .

p 価 位 計 ﾡ

ク 小さづ価(むﾡで1は A>にJつて年さう.

z) (値計ﾡがﾡ業ﾡﾡ肉と直接的同達を以 って企て ゆつ時には。

ビ 服則はﾡ状宗締区買が新礼と L て受ﾡつ賃用の /s %の親であ

ろ. ,

ラ) 価1学がもLい, ﾡは救年前のあ林推業ﾡにしとづいて行わ

二 れ が起 ・)円 べさ 非本ﾡ的な械ﾡ の基礎に用 いゅれる合には, ¥ 

の報酬ほ一森林に対し てスのﾡに すろ .

のooo。 D,/迫 /e %。.

で以上 osz。

p) 京林業索が号なしづいか. ﾡは古くづつてメにユにぶい掲合に

a, 服訓は

α) め零な暴礎資#の請理に対する振副(例: 面ﾡ. ﾡ権 地位潔 

立ホ点. き耕承) 完全心ﾡ林ﾡﾡ系の埼区に肉するﾡの4。一 

50 %の額であ 1) .
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-?""8

よoooo。 D./生は で の 新林価 他 の /0%。

どれ上 は ・ oす%.

のみであろ。

血 (t算 Iに対すろﾡ礎資#がのるをで調達される宰は赤林ﾡ有 

ﾡの自由てあろ.何かあ3ﾡ類 (9ルe&2 イxzン の刷報動さ係 

証 れびい。

. B. C.Pにもとすく全ての仕宇に対するﾡ法. 社会法, (ムwca- 
4,2な)の吸行は全ての場合に茶し て. へと Lての「号同系の務 

」てあろ. 赤株ﾡ有着は4何びるﾡ規の貢仕む長務る買はない。

処に過けた額はﾡ定ﾡであ ・). こ か は他の炀 定に』って均束ご れる 

い。 ・

以メ上7針書は国ﾡ的ばしのでばく. ﾡってﾡ赤す有しばい。4 か 

し 无 う此の方針書にベ イエルン&生訂号, ﾡ務る, 材務号. ﾡ邦林野方 

の 認可 の 下に 成 iz I 乙いろ。

Mccvcer /ク52年ノo月 / 日

バイエルン州荘国有林地方団体。

附 録

ﾡ録1:か林 評価 の際 に 腰 々起る置失の分類

/ ﾡ横材と攻殺材横、利皮材、 千戻した新材、(それは通常厂皮 

付」で元うれている.) ご問する不正ﾡな候用、

2 收穫 費 ( W 2&wo夕d Koxt. ) にお いて 社会 両 福 ( メod2axなt) 
を我視する爭、

3. 株木の年令 ( B2なnca&tz ) に於いて植物の年金 ( Re2ao 
- み&〜t QA8u4 )を考える毒.

. ﾡ林ﾡにいて /ocんよe.:42〜.〜〜9 (ﾡﾡ) と L&そeun夕

( 除A) の資用を考えない爭。

s 副收入(例： 将蠶)を考えない爭.

4 A素価(Aムかc&«いのこt) ゲﾡ望ﾡよりも高いにも向らずﾡ 

望価 ( &ンuautuっu4/czごoっz ) を候用す る 率

7. 赤旅攻を価 ( W/afaezやca夕dwucoて) Iに於いて別に地価

( B oclonw.ズ ) をﾡえる事.

&全く頁フた赤評価率件を型にﾡめる辛.( fcAomzaZtaiung) 

森林評短の扉ﾡ( A24z4ded) 又び駐ﾡ着の持別な事情を考え 

ないﾡ,

/o. 燃表出来々形デ ( Pンfuxイ2ん4x Foomt) と幸同ﾡす 

る率.

附録2評計価 係 数 ( B202uC4?2タイス*なo〜&〜u )
- 以前 の 軍用林の評価方法に»ける も の ——
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附録3バイエルン保示ﾡ局の/ラS2の保険目的にﾡ ; るA当りの株太点法 附録4:/ 2$0年の林木価友
ノ/一

・ ( 7 20e&. K W/aAe28cdZQdxoex (oA2t& 8ocon 
W22そ) 2ど2ue4 メと E /-e2ddcA2cc?tっdウt..2cRe

22 8 α4と ・ レ2M4_cA21イス22d K?? / 夕S2 )

処にﾡげられた価は他方の平均値であ り、及々 地方の犬ﾡに査

入させて用いられるし のである.

Q=ﾡい林分、 b=中ﾡの林分. C=幼ﾡな林分

4 Fじcん udL Tonn& Kuefu (Fダ422)
方Cんe

(の 村ほBuた
& -肩化 される)

② b ② C ② b|C :
万 7 万 ア D ア ら ア7 D ア7 ラ 7i D 7 P M

/ 2 タ20 20 920 20O 200 ■クク S20 今のじ

s /o/e 夕2o ク ろ o /o(o 9so ”ク 2oo s4o adol
/ e /2z2 //ス 2 /otlo /200 /eo /os 2 /oSo 2o aラ0
/ S / 726 /32o //4o /4 o0 /<o //oo /22 o /o2 o 2w0l
2 o ス2 2o /420 /sz2 2/oe /Soo // o /4zo //2o

ス s so0o 2/20 /Szo 2800 /eo /280 /422 /22e /o40
s e 44coo 2600 /フ22 s$so 24$o /so / どn o ノミス o /oラe
s s s420 3320 2/20 4c3oo / 202o //7o //ラe
4ど o 470o 420o ス60o $oso s夕so 2200 22? o /42o /?o
4 s 84co $$oo s/eo $8co 4oo 242o 2700 /82o /40d
$ o 99eo 47o 3フ22 4720 $20o 220o Szoo 2/4o /$4
s s // 40o 8ooo 〃aナク 7フ20 $2o S40o sフo 2さo0 2/0ol
6 o /360a 2doo $3oo 2ooo 6z20 see soe sSso 2P00
7 o /400 //3eo 44c0 // 220 220 <ooo 4z4Xoo ssoe
a o /夕42d /24ee フ820 /2220 今eo s/oo $oo sクoo
夕 o -- — — /4200 /0cco s82o 2o0o $&oo 4soe

/00 — - — /4 222 /ノg0o 4oe /ocoo s/oo 4600
(備方 ) /) 本来の表ば一ﾡ々 々 つ段階づけられてい る.

2) 空間の部分はんぐ年にして表ﾡされて\る.

- 宮林万長/.火& によるもの

( B cdぞaocCdxeCdCa&oZden /s o z^on KC /&t 
C40ou4ズクu&4そeと ) 

解説 :

/9s○年の林木価表は /クミ7の林太価表 ( /タ3夕にミ ユ>へ 

ンから発行 し た PuakztdcA&z /aeyuccんoeu.) と月 し、原則 か 

上に、 しかも代株価(Aらズれ2&4..o) を旅拠にして調査さ 

れている. 下の松 ( びなAっ夕cんuuたそ ) (造林香に基硬 

づげ う れ /と価値 ( ん<そuko4t 2u7u2化ww乙と ) であり上の 

以はﾡ々代期京熟 ( Hu&op2) の年々 に於け る枝探術 ( 

Abtiae-uuccx. )である. ﾡにフいては/夕s4年のD&Zcんの、 

Fouxtut &/ラ にﾡ教 した論文を参寒 してﾡさたい、

M•価の麦動につれて ¥ の時に通用する林木恒表を新し く作炭す 

るﾡがル暖である. の表( か必しフと/ 7a.&2.8&u) は 

/PS○年に対して遠し ている. /タ3フ年Y /$0年の表を止ﾡすれ 

ば持に地位級「上」にﾡい て林木価 (B24ズmcevそ ) のナ加 

( A n4uiz) べ目立っ. それ iは個 負 材のお価 のﾡ烈な上 ( 

Anx才れa) Y相たじているしのである。 /タシ7年のと/クS○年の 

表の3地位級「キ」で3比位級「上」より し大ミくなく、地位 

級「T」で 1は受に小 さ \.

34X组 (ブナ)の短値表!にほ従来な未:れていない.

/ 2S0年の 代採価 ヒ 林ﾡ ( A bズogdxucootz un S みoむwL
/夕$2)は ッパ そPxta&e4o &u ac らeyozac&t 

Fo4ズoinnie炎tuza " (・バイ エルンのﾡ業宗ﾡ決のﾡの補ﾡ 
表' ) を用いて求めた。お価として13現在の指数の/の0%を望さ. 

それかう22% の社会勇担 を含んだ一段に使用 さ れて いる牧殺手を 

透引いた. 、

林木ﾡ表 I3 実務 ( Paンイ )から生じている .



/ク34には当時の空軍及がﾡ邦管理局のﾡ門冬のらなる株杯ﾡ 

当者として の重門のﾡ集ﾡをﾡ求 し無救の系林筋値造ﾡとﾡﾡ計算 

を行っ たﾡﾡのら一般的る価値のﾡ囲 を示す表が/られ一がﾡは時団 

を永ﾡす々計ずと異論の余地ある計算を戒少させる為の追 したル 

受2基いて行われたのである. 一般にの表は「小ﾡ林」或ほ 

「中森林及び大ﾡ林の個々 の都分の補備」に便用これる時に落し 

効力を発揮する。以前の空年にたいてに止の目的にして、 の旅 

木価ﾡ表をﾡ務ﾡﾡに現究した. 又国有林でも そ の表をく利用L 
て い戸。

私の知るﾡり でa ヘ セ ン とヅユルテ ンベルグの地方系林ﾡ週局 

(とQ22ce4focd本nawaりなn)s. その行政区域について同 

じ様ス型式のつれYヒょ く4た表を製レている,

表の製ほ「代旅価 ( A らス2こ2&イれなc)は最も 宣受に し て承 

も正産なる林分のﾡﾡの差戚 ( W/ムなynnd2aa2) で ある ヒ 

言 う ﾡﾡにもとづいて いる. 林木ﾡﾡﾡ及び林木ﾡ甲ﾡのき費的8 
公式にま る未京熟林太木の評ﾡは周知の弱奏 を有している。 特にその 

不正確性ほを率 をﾡする時に生ずる . の利ﾡの不正確性には短 

計算期間 にたけ ◇ P～e.2ac～a ( 後価計算 )及び Duxou 

-ズu?夕 ( ﾡ句計算 ) てはそれ経甚 し く現われないがし かしく 

の為に中間年令 ( スれイC&&z. 片 衣"s)(訳ﾡま:/3/乱余緊) 

の林分価 を決す 令 学aお赤る い. 利ﾡ の不ﾡ央性 ( Tcんg.

メそ)はグラフ台ﾡ室 ( Au4g&x&) とﾡ令ﾡ個曲像(Aの- 

レ&んンue) の力法にラ て「たの表の中に示さ れて いん 

様に」避け る 夢がぐミ る.

候用に対するキろ ミ :

た の林木短本 ( B24ズス～2ux0ズュイa82g2 ) ぶ単に- 般的 

今ﾡを示すにすざない幸は玄う汽し"い。個々 の賜合の評価 p 唯ル 

の表にまってのみ行われる時、 谷に小ネ林の帰合にIコ 地方的事

、 ― / -

の調皇- t c いに掛烈 ﾡ雄性 (クnaw94ct) ゲど受で ある. 

え の様 s ﾡ合話点 は 合 々 の林分 -い て持引 な調査 ( AsnaAaa)
こて調ﾡされ ばな う ぬ. そしてそ の受性にはて のﾡ林び

不一な く 73&2.cん?れ今s:み&でt ポを示 し、ﾡはぐ の休林に "

そ の他の特別な態 (b&xoncde。 VeAa6びnイdc ) が存任す る 

等べあければ多経被々? い. ﾡ横調堂 ( Hag,oaなae#- 
70_Axu&t ) は公来るだげ市岡令級 ( みt2。ス2～. A t2xK 2a) 
こっいて行われねばな う ない. ス永材の材ﾡや価格等はﾡ方的零情 

( autocAot Voんd0tれxxa ) 及 び型 方的 貴重性 ( か”屋况 

WoxtaXut) (例 : バルブ用材の最適性、農禁の自家経営に於 

、て小 ミ な收複貴によ って利用する 爭、幸) を方ﾡして正建に検証 

せねば公っゐ, 剥収入の調査はﾡ不可欠である. 此の源な検当 を行 

っ た台に林分価表は方的事情にﾡ応 し な適当な'価種を字え、そ 二 

で相定令価値八夕 ( 2～イP2&C42222Ce〜 W-eスイペ1ンタ4イ24上> そ ' 

4る率べお系る。

例 :

/ 若い林木 (うo- 以ク 生以下 ) でほ年令、地級. 立ホ戻の 

入急な確認 ( Fotut2&uma)- っ て表から直接に評伝これ得 

o. -

例 : 2$年生の F.c&le 妹分、 地位扱 I、o

立よ度0a、面ﾡ sofa を評価する 表はﾡに対 して

A2 当りマ$7の. /7とう W/xcんc*twczte (経ﾡ価値) 

を挙げて\ る. ホ止の林分 の s ん2 に寸 して (2s7○xの&*So 

=4/45、/7)と算=れる.

仰えば2 3 ﾡ生と去う 消ななのと ミは2o 年に対する标値と 

2$に対するﾡ価の問にきさ 入れられ部るべ ミ てある。

明月 ら o IつJ地位級 の問にも 示書 ヨ れ っれ得 る .

2、 中間林木 ( Mしczと&ext。l。: 訳右ま : 処で「市中問」
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とa 1 Agz8axds2 の片ホ」みえ味ホで所ち ニ；

令林ホ とえ令林木の市間の令坂の林ホ」と=う ﾡな 支 である点 

-思われる,)

中問旅木(Fcん之ではジ2-62零.火とイe でほ40-82
) に於いては、 その都良の年令にﾡいてﾡﾡ上の旅ﾡ(Ae4

- ク2イe乙 ) をﾡ認 する率 バル 受 てある. (少くヒも 個 々 の 
令 訳の標準 也につ い てﾡ枠単位に調をする 幸にまって ) ▼実上 

の 伐 ( んなめ。ん0LcんA らかンo&xox )には方的な

ﾡ(地位級、立本度. 材ﾡ区分価格等 ) を方える. 表の

代 株価 ( To422dc_A&tv24-dexそ )は法正る次態にいて示 

これている・ 表の経ﾡ価値 ( To4ceo. WんれズしんっP_なuou0) 
は法正な代景価 ( Abな0244 Mイonな ) を根加に して/ っれてい 

るから、 止の経済屈値は季実上のﾡ価の割合 に じ て訂正 :れ 

◇べミである. それ故、 「幸ﾡ上の代株価」を「本の代状価とた 

較せねばならぬ。両者の関係. ひら條牧H 求められ、e の係数に 

って表の経ﾡﾡべ正 これねばなら A . の調査に大面ﾡの帰合 

にばﾡ準地(Po合4P&adA2u) の調ﾡ(AunaAwua) で 

分であるが:こ 部分の場合には ( え2 Pawど&n) 全林の調査が勘め 

られる.

例 : ②) 比地位級「中」、 立木ﾡ(査定これたしの) 0ラ、面 

/2ん2の $$生の の林木を評価 する 等.

表のう のみヒの林木 を評価 すれば、経ﾡ価値 ( W心uacAcKt 

- そ )として :G376○* =う$444、パ7)がちえられる, 

ﾡ準木を調査 したら事実 上の代価の持ﾡぶ ん2 当 () 2883 
*'' . '

/であったそ似ﾡせ、 くそれに対 して表 の伐採極 口 ss60「7 
である.)その時、 等の代ﾡの問係は相ずる「表の株ﾡ」 

に対して( 2ss3ミ ss4o )保数 -= の.ふ/) を生じそれに 

フて 3夕4e/Y玄う ﾡ済ﾡ価が訂正さ れね Iずならぬ. Fち、 

x o8/ = 約3ユのフ、/、

• ー ター

同I時にヌ地方的幸 ( 現実の立木友、地位領、地方的ﾡ食契 

と価 寺)し、経ﾡﾡ値について湾慮すべミである.

例 : b) 有ﾡ自ﾡに利用これる40年生のFとんな林分に

いて . 代株伝の時屈バ メ当り フ242 /7 であるとする。 の 

場合に▼期ハ旅 (代株未が契 )にするﾡ償 を計算する 幸

処に泊いて も ホ当該「表の4株ﾡ 1 ( 止欠でには地位仮は「上」) 

¥「筆実 上 の代深価」の関係のら係数が求めうれ、それによつて 

/4o&xunot4a ( 代素未ぶ熟 ) Iに対「寸る親がT正されねばな ら 

ぬ. されば : フ242キみフS0=約08S ・
代ﾡ永 次熟の畑値 =夕◇* oss =やo4 /7

是にﾡ央上のﾡﾡのﾡえられる, (契着 : 一その帯県経 

ﾡﾡ値 うえられる。)

3. 走令株本 ( Fcんな では*○〜40与以上 /8P では ・ o～ 
タク 以上 ) でに原訓Y して全ﾡ毎木ま査をすべミである .

の時にじホ代株未及永にﾡして 「例、2b)」Y戸様な立まで 

計算する 幸がル零で ある.

表に上述の様に し て代ﾡ価を比ﾡ し、経ﾡﾡ値を訂正する辛つ 

4 って各易に地方的ﾡ値表 ( Leka&u-oztcto&og&o. )Iに契え 

られる、

当傘林木そ比ﾡ公派る個 々 の林木の販売状態 ( A と4cろ&a32) 
に基づく多く の評価が行われて\るﾡ合には、ご の処置は「個マ 

の適型的な 林ホ- 系る だけ走々 の令級 —— (二井 してのみ.代 

採価べﾡ査= れ、F 此の依操橋おそれと讨あする表の戒揉価に対 

す る 関係がﾡかう 引/用されるべ そ他の材太ﾡの上に移= れる」 

¥う様に筒落化=れる . 理論的ににの処ﾡに正 しいYはめT 
し もえない、何となれば、相要なる材権ﾡﾡとﾡ賀る攻ﾡﾡの 

為 に個々 の林太の々ﾡ く B24そ～cC4aCdoddズufon ) の価値 

次態1は等 し くないのでﾡどの祈価にして救ﾡを生しじ得るみう。

ﾡ算的な計算にナしては一ﾡに地方的る価格の相ﾡ (oz0いAont
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Puol4xをos 2ん2d ) を表の 価値 にする そた の Dロ 就空 

( Zw- ocda Abacん4aa2) 二さっ て考虐すれ ゴ十分 cある ;

例 えば主な 材ﾡ ( H &ッdectizt ) (に る ▼ 協荷

-んてa4) が/4e %の数であったYとすれば. 矢務的に候用レ 

得る施值をぎる為には表 の価値 (To8eowシuズo)I= 対してて 

の2o% をヶ え れ は 十分 で あ る。

K ・ ん&o才

林木価の調ﾡに関する表 (/ヲ$2、) - //o Iつまよるもの

( 724c0n Z Exc126uク9 4MLE.cdZacodceuし((Ps2)ン2zu/く.火&す)

I. Bレcんe

年 A
地位級「上」 世 位 級 T中」 地 位 マ友、「下」

WれなH AbZuiaB- HX28du- ・ » Wれ1d4
4fな4a 
(経済

価値)

AbかcM8十H_i"イ4
<ueztこ. スo& 
奴咽。'雜

wルZkc～- Abひuc&- 
dww乙 
(代株伝)

/s!u 22
( ' 

ホタ好)

りな
(4奔 

ﾡ値)

AW

(夜株的
年

(株 
永が※)

(経済
, 元回)

/ $oo — $oo 42o0 — 4420 2oo — 200
夕 4so — と o S 2 — 4$o 22 o — スZ0

/ o 820 — 820 $20 — s22 2 o — 230
/ s /e0o — /200 422 — < c 240 z42

2 /200 — /22a — 744o 300 — 20

2 s /3so — /so a$o —— 8so s4o — s40

3 o /Soo / Soo /o2o — /o00 4400 — c0e

s s /700 3So /sso /200 / 2o //oo ao — 480

4 o /夕4a 76 o //80 /342 440O 4e sフ7 o — $70

$ 2/70 //22 /oSo /oSo 7クク sso — ef
s o 2463o /448o 9o /740 /000 フ$o フ$2 / 8o $7p

$ 274 /24a &20 /244o /320 e44o 7み0 s0o w 8 o

o 2344o フ2o 2/6 2 /ノ oe $4 o s8o / 8o 400
6 s so 2a4e 6/0 2Ss2 / タノ0 4cS o クタo 66o 33

ク o so6 o zo «2 o z&/o z-2$o 6o //00 a $-o z$0

- /ノー

フ < x/6 o sフo Q o 28se 2sso 82 //8o /20 0 /さo
2 444o ノル 2 ふ o so4o 2ふSo 2/o /ミco /23 o ノ2 o

a s u200 ・s夕e 2/o ssso 32so 2o /4s2 /sa o 7o.
o. s/ o so00 /u4O 3$3o $s2o s o /400 /$2 s o

. ラ s ss6o ssoo s80 soo / 8oo / 80o —

/ 2 o $2o sso — 4o0o dooo — /ラso /タso 一

/ 2 s 6ニク“ 4 cco — 43oo Soo — 2$o 2バ o —

/ / o s800 68oo — csoo u$。 o — 2o0 2400 —

/ / ヂ フz00 フス00 — 420o 22ク — 2$o0 2$2o —

/ N 74So フ4$o — $o00 se。 0 — 2700 Nルク —

II Fンcん夜

1 位級「上」 位坂「中 t マ「F」

Wスc&- 
終半G

価価)

Akbu8- 
4レ&
(紀)

nuKz
(ﾡ 

ネな知)

Wpなん.っ 
qPなwnt 
(経済 

紀個

A +HLo役d - ス 的 Abじv0&x Hu- 
7uダ・ 
( 
赫約

ez乙と

(株品)

ンとと 

(代 
武般麴

4kWe 
(有4)

W 
(様)

胃
/ フso — ク$o $oo 一 $oo 3$o — s$o

/ ooo — / o0o 4 20 — 600 c00 — a oo
/ /2so — /zSo フ60 x- フダ o u7o — &7e
/ S / s8o — /$a o /v0o / 2oo s8o -■ $8o

/2so — /ラso /2チo — /ユ$o 74o — 744o

ス ず 2$7o 42e 208o /42o — / $zo o — 2ス2
0 szso /44o0 / 8$o /8ぐo 4So /4oo //ao — //89

s s sアoo 2ミ o o /42o 270 //S o /Z44o /42o s4 o /o42
4 o 474o soo /38o z28o 72vo /v8o /7/o フ8◇ 夕3o

sとo 4702 //4Xo s800 288 0 ラz o 207o /2ふo フ22
s o 690o 4 ooo 2 ◇o 4 s4o s ふoo 742 ス$フe /ラ$2 6.o
s s 2 2oo フふダ o さe s3so s6o sz o 3 ◇/e 2$4 o $e
4 2/so sみ2 &2So s夕4o s/o scce 3zふ0 2 フe

/o30o /o2oo / oo 700 ムア“ 7 o c/。 $2 oe0 < e
7 //4$o //4$o 一 ・ 8み2 フ882 — c$2o 44$20 —

7 フ◇2 /2700 — aS$o ss$o — $22o $g0o —

a o 3o2 /ふsoo — 2 o0o 2000 • —■■ s440o s400 —
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ノ38-

位 及 「上4 • 地 イ女級 「中」 此 「T」

年 令 

二38年

Wい久c-
W&才

HL& wん Ho2& - 
Ln2z8/2

M必A- H0c&4 - 
ルnC&*嚮“ 

価磚
( 

イ)
(代株 
未ス契) 4斉価値

(代堺 ■ 
聞

(べ*

赤求契
(経済 
柄砌

(杯
4)

(バボ

/ フ7$o — 7$o Soo - $oo 3oo _  1 o。 '

s a40
_ s4o — イみク 2oo oo

の eグo — /o7e フso — 7一e S00 s0o

s・ /so
'_

/$o /20o -・ /ooo 600 - - 4 空

・ 2 ク/ /202 ・ - / 22o /So0 —— / 22 フz。
—

ラx。

2 ダ 22$o so /s2o / o0 $S o //2 -1 aどe

3o' 2フ00 /uc$o /so Zv/e /oc/o /cvo /000 マフパ 。

s s o 22$o /27o 202 /So ふ8o /コSo sso 。00

・と0 27o 2ラ7o ラ o 2830 2/0o フs 0 /$00 /ooo $ oo

3?o s400 7o ジス6 o
・ 
243O 4/o /7So /3So 4400

s o aラ$o 4270 c20 3600 s/oo s。 o Z000 /7co 3 oo

s s s S4o 222 $2o :74 o s$e o ユz8o 225 o N、

4 0 42$0 c74o <42o o 4020 ふ又 0 2s4o 2/oo / 4

e s 4820 47o ccoo 473 o 4Az&o ス$o 2400 2700 /o0

ク o 7S00 フ200 soo </3 o 2se /8o so7o 3_0o 72

7 s 3/u 0 フ22 22e S$/o $s2o /2 o s300 2$o so

8 o &72 o s4e //o $22o s9$o フ o sss o s$oo o
: s $ 7340 23/e so 4s3o 43oo s o sフ40 sフs o / ・

! 。 2202 P2eo - 47so 4フso —— /co 44000 —

ク s /o$20 /os72 — フ/2o フ/20 -- 4/2$o z$o —

/oo //200 //22o — 54o 2<4o — gseo Seo —

/2S //フ$2 //7$o —— 78so フ3o — α4$o 44$o —

ノ/ク /20ク /220 — S/oo s/e0 —— 4800 & 8oo —

/ / ・ /2800 /2820 aき00 おSoo — 42$o 4ラso —

ノ2o /3Soo /Soo 8soo 8$oo - So0o sood

同録5:Fevそ&cAc Re4そんofttucんdo(au??

2/072 O-Ceou4そ,u2c4c I./722とク2、 /122220eと.
(ハンノーバーの老旅高長V、/72dクスラ の林業の残ﾡ会きに 

期ﾡされるﾡ信)

( 原文脚註 : --- 北の補ﾡ方法 ( Enxe/io夕uハタven/aんu)

Iコ以前の0KH、にょって認められ、以前の軍用杯置督官点

( Heeu24Poutズau4tcAXc?vtzn-) Iにょ→て推されたも
のである。

森林ず3ある都分の製譲にま っ てﾡり の土地更産からる る 典留地 

を生 じた賜合、神信Y して等 しいﾡ造の森林び今えられないった預 

り にい て、当該本林の短値上の少なからざる価植減少を生 じ* 

二 で*の財産全ﾡ来に対 して次の奉 を表制 される。(/).場合によ 

つ て Iは価べ契化する * の ﾡﾡの木材の方釣供給に依存 している 

自由市場に始 い て相ﾡのﾡ囲にﾡげるﾡのﾡ産の除去以上の大:な 

経済的困難の下に彼のホ材需要 を補イ貲すべき 半 (2) ヌそれ卜に、 

「系林ﾡ産にﾡいて生 ずる入ﾡ退に汁する経済的予ﾡ及び「* の

計及び経引に対する大ミ な特引重をﾡ足する為のT能性」が失わ 

れる幸を調整する幸. 大をﾡにﾡいて表林の製の結采、林ﾡの内 

部の執向 を と受と = れ. ヌに妨客及び保ﾡ的規則命牧ﾡあに不利 s 
彩響べ生 じた掲合にに、個々 の場合のﾡにた じて特別にお価:れ 

ねばるち%. 、 ...

R24そんcftnZacAdcC夕wク? ( 典留経号の為 <期 持:れる ﾡ) 

の高さは下記の様にﾡ一的ﾡ実"らぷ用 した方針を拠Y してら 

h 確めうれてﾡり、同時に浸業に利用されている面ﾡに対する表 

林面稿の従未の大ミ さ の関係Yﾡ系のﾡ面稿に対する令割これるべ 

と部分の関係によって相異 する。 下記の表の目分条(アxexゅそをお。) 

I3製すれる森林面ﾡの木ﾡ( 比ﾡを合3ず) にmえられるべモ 

ものである。
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/ 24e422 みスL R24XAcfc～イucんac?z7d どン/ス ん -- 

9un2d&z4や?( 土 ﾡ更産 ) の大ヨこが$?メ2 以メ下 

シが減地. べ林地

*して森旅のう割表する部分が

全部である時. そ の価値の m o %のﾡを行う。

ジ ク " 2oo
/ み ク-/フo'

% » ・4%>
久尻農地、光がﾡ地

そ して赤杯かうﾡﾡ丁る初分が

全ﾡである時、 そのﾡ値の40%のﾡ加を行う、

と ◇ ク、2←%

. ク ? /フ%

纭 ・ ク/◇?

g ク タ フ%»

が浸地、んパ林地

そして 株林か ら ・読す るﾡ分べ、

・全部である時、 その価値のど0%のmを行う。

2バ展地 ゲ林地

¥そして 泉、林か ら 割義 される 都分べ

全部で ある 聘. * の価値のS o % を贈mする、

と ク " 20o ク

勿 ゥ ? /2% ク

« ク 4 % ク

s ク 5 ミ。

が展地、 沈べ林

そ して森旅から制ﾡこれるﾡ分び

A初である時、 その価値の$o%を増mする.

9u2ud4&4じな, の大ミこゲ/のの～/$0A&でみる時

シル 内 農 他、火 が 株地

* して森林かう割誠*れる部分が

汽 

ク 

勿 

クs

ク ク S$%ク

・ ク ニミ%

ク ク /二%

・ ・ フグ»ッ

全初である 時、 そ の短値の / $ %oを増mロする,

シz " ク 4Z。 e

タ ク ク3o/e

z 。 ・ ノ$

/a り , 今%ク

9ww&cそ の大ミ さバ/s2〜/221:

な歳地、 べ旅地

そ レて糸林かう割ﾡされる部分が

金斜であ6 時、そのﾡ値の20%を増mする

シ ク ク /Sグ ク

た ク ク &o ク

/ ク ク sン。

% ク ク /

と " "/2 ダル )

/z ク タ 4%

/ルゥ ク 2 % う

災びﾡ地、 ※べ林地

そ し て森林から製線さ れ柳分が

全部である時、 その価値の2$%を増mする。

Y ? 6 /2 "

。 ク & . .

/u ゥ・ゥ 3 ク

び震地、シが林地

そ して森林かろ割ﾡさ れる新分が



ノ - - /43 一
全部 である時、 その短ﾡの32%をのロする.

シ ク ク 20%ク

/ ク ' /2 。 ク

& ク s%ッ

9un2cL&c4とt, の大ミ こが/$。 -3o。 &2 である 日, 

丸がﾡ地 , ん伏林地 である時

*して森 株の う 製 護 される 部 命 が

倉部 である時、そのﾡﾡの / s % を増のする。

处 ク ク &%ィ

/2 ク ク S%、グ

/ッ ゥ /

が恵地、 林地 である 時

赤林の う 割ﾡこ れ る 都分が

合部 である時、そ の畑値 の/ $%を増する.

彩 ・ク ク /o%?
? , 7%ク

ク ゥ 2%,
がﾡ地、 ﾡべ林地である 時

そ して赤林のろ製ﾡ:れる初令べ

全部である時、その短値の/&を増のづる

シ ク. ク /ミ%

, タ タ。

/ ク .ク ミグ

9uund82xどな の大 ミさバ3o。 メa メ上である時

シが浸地でんべ林地 ^

株ﾡか う製譲さ れる部かが

全部 である時、そ の価値 の/2%を ﾡmぶ◇

・ シ ク > 4%り

クュ, タ ジ% ,

ぶ契 、なが地

ご v て 森 林から 副 讓たれ る郡石•尔

A 師である時、その価値の/2%を 増ヵロ す る

シり ? 8%
・ ・ <%»

ア地、ジべ本地 である時

e して孫ﾡみう製ﾡこれる部分べ

全部である時、 そのﾡ値の/Sを増のロする.

u ゥ ・ /o»
笈 ・ ク フ%

グ ・ ゥ s»

ﾡ 録 6

Oゅu 形 ・e4クuCmtイとと

• Pu Eu2んuタ・ と&そwれな。cん2亡 

い?uL Footn
B0?、(ou 2S ピ ノタS3

( ドイソﾡチのﾡ林大ﾡ) (ボン./タ$3年フ月2$日)

ﾡ業及び林ボの個 々 の不ﾡ産のﾡ値の調査Y検ﾡに関する

ﾡ究 の涙林大ﾡと大ﾡ大臣の共戸の方十書にﾡい て、土地更産 (合一 

undzuceen) の請入に対して /9s3 年7月 23目 の駢邦の土地供 

絶誤乃のﾡ団 ( Roイ2nen 2 と22cccaccfa#イxwax/ga&ede 
punu4)で 1.1 の下に下記の様に決定レている.

. 悪業的及林業的不多産 ( 9uっムエcくw) のﾡ入のﾡには/タフ 

〒2月22 日 の管理&員会法 人/ど、た e の規定( ドイ管多員会官報 

夕w7年5 百ヨ/日キノu号) 友ﾡに汁してﾡせら れた州法のﾡ行規

I 總 則



- そくょイ ー

定に基工>”いて1稔償 ( タタノス® ユ”式 不 勁座の 価値 ( Wot dasr : い 

• dcku4 ) に対して若し く 不均である 浅合には、 管理本眞会

7株ォ頂に差いてﾡﾡﾡび本業の土 財艦 の教(A 囹勿そx : 
が許可-れるい旨 をらねばなち冷.

悪業当ﾡ ( LaccxutcAaPcc&cんezwc) 3. 管理を眞会萩ル 

ン す の使用轮囲に於いて、 その法律の起求にﾡける 「ﾡ値」としてg 
今日 の 流通柄値.(%2を药め■ Vok&んuuec) と見ﾡすべさ率をﾡ 

めらられる。 ・
当教規鬼のﾡ求にいて T着 しい不均術」Y立は、 その掲合にたバて 

( / 必九 F2&2n. ) 今であると見似=れる . そ の今の中に沿 . 

てﾡ格請求 (アzfeowa) Iは慌通価値をﾡにネニ報的に示す 

に温ざない。

I 売翼価格集夕 ( /Aaxf/avoiuda?n?uCcaxu ) ハう の硫通価値の 

調査

ある不勃産 ( 9tcC4そ4cパ2) のﾡ通ﾡ値の確定に汁して、

来る相応の領族に汽荘 す べョものが現在寸る限りにいて、 中就ﾡ ・
頁 毎格 集録( /Cauポ/zettdawtwteunga )をミ 杰 = ね ばな ら冷・

のﾡの休録に合 3れてい ◆屈格は林分 の ﾡ値以外に森林不ﾡ産 =け 

る地位級(Bed夕t&) と位置(La夕2 )を計算に入れねばなら. 

好奉家的ﾡ信 ( LJ2&んa&&uu乙) ' を示すﾡﾡ価格や明ういにﾡ 

な価格表示 ( じんxuz&o?uzRctdzo24do2Ca) を も とに して挙え 

っれた売更価格ほ引 き虫してにるら々い。

価格請求 ( Pz&kczd&～a& ) の』夕Iにいてほその他Iに「普通 

の取引l で違せ らるべさﾡ格ほ、等しい把位釵、乙位置の土冠に対ーし て要っ 

た高さであり 得、ヌ地方的持殊性に はって影響さ れ得る 半 を方友すべ 

である. 、 .

- /$一

I 攻益価 ( Eなa夕xcet ) の原理 の上I二ﾡI る流通面値の調査

流通ﾡ値( Va/c&xoxズ) が完ﾡ価集条にﾡいて確ﾡこれごる限 

りにいそ、それ(訳為 : 流通師値)-牧益極の原理 の上 のら墟 め 

られる. のﾡ値調ﾡ ( Wevtmu2&uoa ) に関しては、 たの方計 

妻の中、頑茶用不動産にほ次に血べる.(A) 節捺用いられ、林業用不動 

産に3 (B)ﾡが用いうれる、

A) ﾡ業的不ﾡ産に対するﾡ値計算

(訳ﾡき : の(A)ﾡほ原文にもﾡﾡしてろる)

(B) 林素的不動産に 対す る 極破計算 .

) 業的不物産に寸するﾡ買価の検茎 ( ア/％ _ ) ﾡいて、ﾡ 

業 当高(L and- じuズcAsCt&2んdcde ) (コ当該方森 林 ﾡ ﾡ

( L anoozdズzw～2Etcタcn ) に関号すべミである。次の方針 

苦はﾡ一的な「処置を係証する」¥う言的を持っている, 個々の 

ﾡ合の持引る状態 ( /0/zN”ム ) にょって 「ﾡ生じた.」止の 

ヶ の契受に特に* の東由 を示ミ ばな うない。

(2) 小株林——料ﾡ及地位叙にたじてう0～0名& a—— の 流通極 

値にﾡ習的にィﾡﾡ ( Zク4cん2auみxwな にはって新短こ

る。何とクれはT ﾡ令 小徐のﾡ合には窓めに喪金化ﾡ系々」と 

うﾡが:れるかう、大添林で口個々 の林分の更に強度の相互

ﾡ存性 ( AbAansizkcとc> ・結合件( 92&uクt&ouAaそ )二 って 

還元板■(收益•価)( /Eonズdewネタイu&こ (Eル&xれeた))流 

通ﾡ値( VパkzA～xu) の高=に大ミい影管を及ぼし ( 8fwe) 

点端々場合つほ流温ﾡ値3ﾡえ短 ( &oxvcラ&t) に等しく ・る.

一特に南ドイツにいてに、-ﾡ用林(B&uのx〜2と)

( 面横 Cシ/wenBa32) が約 s c た二 以メ内 の 森 外要 産.ハxと

(雇数 一 ﾡﾡ読 農象の農場中法、秋を含む も の ) のル報能力



-/"4 -
• ( Lotwad4iAiueと )ニ対して 天ﾡ的と役割 とﾡず2. 故ヒ ヽ 

ﾡ用林的ﾡ林 ( Aau.2ugcんス Wa&&exち ) の維持 ( Eんagtuw 

N 前成 ( 尸あ"“ク.)1m常に緊急を要丁る林政的課題である.

天•向睜二相続道産協定 ( E ンb&uS inanderseし3un8) の除 

に特に小範囲 の ( 224c4oイ2nn) 雇ﾡの請長 ( HouAeu28z) 

の時に —— ﾡ用林釣森杯に江 してﾡ格のﾡﾡをする 時つ、雇歌(Hが 
Iに大 な 勇橋 をぜな い為 に、代抹/ ( Z d cA8zaタ4tた . 
Iは殆ご援え価 ( R2nス2〜xクタスw&そ ) の水涯に多 く のが習 で あ 

る;その 深に 厂 そ の森ﾡは雇ﾡ ( /of ) のﾡ持の為に、総休、乙 して、 

受に林業的に経号 こ れる べさ率」と「赤林の-部分 を相続通産 Y レ 

てﾡり ﾡす奉3来な」う 奪び前提= nる.

1 森林価の調ﾡ

A : 鈴 則

1 森林価の調ﾡは次により行われる.

(/) 地価と状よ価に分i) < 算定 さ れ た 々 の短価に さって.

(2) 森林遂えﾡにょつて。

()寸 してほ:

調をさ れた信 々 の分 のﾡ値の合計び森林ﾡ ( wo&c w&びu ) のD
上限 ( 04222 G九ペe ) を示す。や3o〜s。 んそ Jメ 内の小面横( ﾡ 

ﾡ と比位袋にゐ じたもの ) では.個々 の範値 ( &e8wot) を合 ； 

る方去にすって一 般角 に 无分 な 森林柄 か み えられる。

(2)にしては:」

大ミい、保続経宅を許>れる面橋にいては、 「個々のﾡ分の残及 

の相五傍存件と結合性にょて」赤林価は個々 の令の価値合計

( Wezそt～クz ox Cnc26e4そiンud。 ) と孫林援え価 ( Wo&4

——ノメブー

&nuなこonwmedceと ) の間に海左する。 敏 的 に 春林あ え ﾡ (イお 

ta )は面横の大きこY共Iに 尚大 し F ネ べる え っれる.

販能刀 あるき横のﾡ値の下に存たするﾡﾡ逐えﾡはその孫、ニの 

極値、ク茨に のみ不定モれ6 べ さ である。(AbS、8(才8ﾡ) (2)を本 

区せよ)

2 -般的な評価のﾡﾡ

ん)赤林許価にする一役的基産Y して季求=れる赤林不ﾡ産に対する 

筒な 記並べ 南、っれる.

； 大素林にﾡ い て 3下記の記述 を示>ﾡばな うない。

(/) 立地(位置:気候、 土ﾡ);北欠で筒ﾡに説明すべき率に : 内 

及外的う通状え、販売ﾡ係、.林道及共の他のﾡ材殺備 ( axクター 

ハラ2an&タc) の説明月 i 暴風雨、当、ﾡ宝、野獸等の淼施 

ﾡ影ﾡ そ及デす た喚:

っ 要求これているﾡ分の部分面績、 令. 地位譲、立ホ度と央に、 

面橘、大ミこ(9/)、 掛樺によるえの林分の救字的記並;浸交 

林は料絶別に分11て洋げる べSである i個々 の料雀の記当(Aれな2) 
ぶ*%下である場合にI3無ﾡして しょい. 個々の樹ﾡの記きの舞 

査 は巻関 面 ﾡ ( Lムc4cん、っなn F&cん.)-状って行う。

f)ﾡﾡ別にそ の中でヌ位級別Iにかけた令級の受;名樹ﾡついP ノ
てに平均の 立念バ 導へれる。

() /o62 ( 太林のﾡ等 )、生長状態/9e4〜oとAeなutaods 

(従会及ﾡ) (例 : 地位復に当でない樹ﾡ、 不査当な支生)に 

関 し た横 の○.

(s) 杉利 ( 82zcCんイ3イ7122. ) ・ ﾡ催 ( Bo&axなa2u )
2) M有のﾡ化( B2i,vocanode?a) Iにまって、茶るﾡ管器 

営の責用及牧殺の態がﾡ容:れる「程度」の記武述

ら)林かの記述に於いてに立ろ帰って赤林施業素を把3ねば4ら. 評 

価の結頼は十分な高さ の調を ( H どAouenクnct&woaの )に差 づ
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いて. 時にた令林分にこいこ検ﾡせねばなうぬ。ﾡい林木(タル

B2+tcca) にい てI. ※ れ 13年令何値係ﾡ法 ( A.0なuwuuaxut- 

02ペ- Vパfaんu ) (つ後っ て 評価され る. う時に って 13勃的訴短 

( 2omuucんu 8 enuduwa ) ゲ用 い っれる i ﾡに問 しては持に 

Ab々.$C をﾡ慮すべさである。 ^

c) 述二Iュ、ル受公命就不ﾡ産の位置のっ中就ﾡ留経営の位置を推た 

する時に、受に見取団べ派えられる.ル翌る林分IつIはたの更取団の上 

に記号 を けねばな ら ゐ。

3.立木度

立木 I3令教価値係数法 ( A 2odwuuなfakorun- Vz#okunt) 
( S: AbS、$②.認)「ネs部(2) を見、」) にﾡづく個々 の林分4 
評価 の 際に のみ考 慮ニれる. そ 二 で ほ 笑際 に現存 する 立木友を伊用す 

べそである.

B : 個々の旅分にまる評価 ・

ん、 森林価の調査Iコ次の様かけて行われる.

②)地価

b)林木短

Zuα):
控ﾡに汁し てdの力針書いい てﾡﾡ価格びうえられている.

( SAbS、ワ)

z b ) :
牀木価口金て の個 2 の林木の極植 の合計Y し て調査すべ ミ である, 

林太ﾡ の計 算の均性 C &eんmdptk。 ) とマ巻性 (A?一 

&クu2-dd2～んeそ) を確実にする為に普通、若い林木とイﾡ未及気(ん。- 

24〜マu&/とt) の 林木 13今令短 値係系数 う法 ( A 2C2xdxxevaktou - 
2Paんn) ( 例外にフ いてaAbS.S を見す ) つ従って評ﾡ= れ、

- ノ分 -

代振にﾡキ している林ホと我涼成熱 ( メc&wufw) の旅太(兼樹 
では約合 o 甲上、広ﾡ樹 で1a約 ②○零 以メ上 ) は X0ハa ( 輪ﾡ 

測定) によってボめ っれた点ﾡ取入 ( Abなu&dれaシn) を基に 

し て評価=れる.、

$. 笄 令緬 値 係 牧 法 (A0tou4wexdXcんto2t1-PaAue) にる個々 

の株木の評価

Q)(/) 2年生林木のﾡ値(=H&) は次デかっ計貴される. 

Ha =Avxf*W

(2)処で代期代素価 ( A b才i2&ueutu4 )AvIは「主林太( 牧ﾡ 

材橋 ()-寸する 完全る攻頼表の記の 2s倍」ヒ「早令の千均 

価格( PaAuedcムvcR-<wuZイ/f2uoイ4&t)- かっ求める. 候用 し 

た牧被表とﾡﾡ表 ( ?d Soott/ebt )コ閉記 

すべミ である.

(5) A 2txuovtkzkt ( 写令価値係故),チ( = 基深ﾡ令ﾡﾡ係数 

( Gvvndalters wert f ator ))ほ、そ の 誘 導の基喪に てるAv 
C. レ, B, U.(A n22タ (後の附表) Abs. ? c. wa を更 

ょ) 二寸る Gクw&そ (基ﾡ価値) Iこ相ずる.

個 2 の場合於い て、そ の基硬に月左する Av 及びCの夫く(-対 

す るﾡ値が の Gunduoxz ま り も高すぎたりす ごた り した 

合に3、 その G九vnda/LerSwertfaktor (基ﾡﾡ令短値係 

数)は、 それにまって導いれた林木ﾡのごろちかーカに、 Tそれに

た した」A 2caペ( 表) /b ら の修'正 係数 ( BYンcんそa -

wペタdkcんあ2 ) を未ぜねばな うo. (例えば()を更)

季矢上の 輪代ﾡ が G2uクcスuCzxu&xzoc ( 基ﾡ輪 伐 期

訳. 着註 : 例えばAn2eみ2 /a、(2) の Gudevな の表の 

中にあるび) と違→するﾡ合には係数-(便し fuw= 現実の輸 
一UV

/期の年令にける Gwuca_0そotceufc&なc (差確与令価 

係数 よる ﾡ算を考ﾡせね Iならゐ.
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() W=ﾡ実の立太及

(s) 立本戻 口 Abs. s にﾡっ て 計算 されわずなっ p.

例: Fc&な. 画 地位 、 令4○年生

/) Av=23800 ク/ ﾡろ GクれクCueなィ の2○700Dパ 
の/ノS。 に相当す ◇ 、

C = ふd。 ら /

修正係数 ( 弓2uじcん03れ34イスんイ2て ) 29S

の) Hu。 =23200(のs82 ・ 0.ラ4)=23800、のs6フ7=約合7v0DF

レナ・Hc。 = (23な◇0、 0.3ふ2)、クタ4=アクタク、クタ4 = W勺27ク。 2ー

2) Aレ =20700 P/
C ニノ200 P/ 耶ろ Gxadtcoな4 の800 Dパ1 の 

/$e%に当する.

修 工正 係数 ( BeクcAズラwnasパ～&なc , /2s
Q) /o=2oフvo(os82、くoふ)=2oフoo、o/3=$8S0o わ/ 

え i はb) /o= (207e。 ・ 0.382)/08=7900 、/2ふ=やふ$o。 シ."

3) Aレ= 23200 D _
C=/2o。 P/7

修正係数 = ( o94 メ/08) =/ ou
) /w。 =23ふ00 (03ふス ・ / ひC )=23800 ・2ヨ7ニマラゥD卜 

京は
b) /u。 =(23み00・0、3ふ2)、/04=070、/の=マタタ0DN

b 混交林い個々 の耕確引つ別けて評子極せねばなら冷.(S.AbS 2&(2))

c) 年令ﾡ値係数法 ( A2tcdxatcktouon- Yocんen) 二ﾡっ 

く林木価 (B&dtoncxし2) とその本食がﾡ木類ﾡ価でみあるホ木価

(u0～ ム。 ﾡ生の の ) は、ル受な場合 (例 : 高いお本ん格ぐパ 

ル材価ﾡの領域にﾡいて )ニコ、そ れが代採ﾡ(Ab才c&dwtout , 

の上Iに海柱 し ている か下 に存在 しているか を検ﾡせねずな ら. そこ 

では(Aレ・f) =微つ た材木描の /fみ当リ 平均桐杉 ( 9aacAeんn- 
グイ2dオuoズc/hcda ) と奉ﾡ上の及状価( TaxcABcA2m &/uddA&-

ーノノー

Xり ジ, シ1 ム心 ) (つ基く / f 当り 平均筋ﾡYを沖せﾡばろった. 

Lのﾡ値(ﾡﾡま : 現実の代ﾡﾡに るだの当平均ﾡ格)び微の価 

ﾡ(訳ﾡま : Av・f (つよ令林令ﾡのfゅき平均)よりも高い場合 

に3、 林冷ﾡ I二I3イ株価 ( A bフvc&dxxc) を便用すべるである, : 

$&(2)Iに関する備ﾡ :

Aは当該調ﾡ客休Y必た林分にる 辛 臭上 の 瘴 雇、ﾡは普通 

行われている材終区分、ヌは材権表( SoctなafuPc)頁びキ掲 

点格いら計算で:る. 高屈材、(訳着社:求国に»ける「ﾡ太ﾡ」 

の如そしの) の展及び そ れY河 じﾡな も の はﾡ慮に入 れない..代 

保材線は遺当る牧殺表のら求める零がでるる. 伊用 L た 材撞表及び 

収穫表( Socな-un CかaaxtA&)Iは甲記すべミである.・

&.択ぬ 林、 中 林、ﾡ林の 評 価 5

の) 灰代林及び中林の評価は代ﾡT 能 を 林木又 I コ栈蛛 の始 まっ たな太の 

(隔尺で創足)の代株価をﾡﾡして行う。;ﾡ京熟の(ん2&424f2) 
下木Y中尾木( レっれュ-レクd みu4んonwucんx) 13複急的部分面 

積( uc&u&&a To4P2icAa ) と し てﾡでミ ◇ ・

b) 爲林の極值口牧穫蓄を含 3 ざる 我期收入の十分率 (Zeん～な&)で、 

下ﾡの段ﾡに 従って調査ぜねばなうぬ.

季 冷 、 U=z$ U=2o
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荷 地 久

Q)I) 下記の地ﾡびﾡ準価格( AnA20そて&と)である。が二れは地 

方的う ( oxxocAon.GzaA&onんa～) i-従っ て 契受公示る ・



-/2 -
(2)

・樹 ﾡ

L I I V
E どcAe / 400 ・ 20o ろ00 — —

Bucんc / 7oo //00 80o 40o 400
, Fとん ・ 7 Qnと /722 /400 // co 8 oo soo
Keンt と 07cA2 / so0 /200 906 60o ・400
栄 妹 上 中 下

FA。 a皮林 /ovo &o 4co
新炭用材のﾡ林 8oo $oo $。 o

(3) 特に+い地位及び I 地位ﾡ以上と 見ﾡ= れる 位級はそれ相たに 

受にあく評価せねばならめ.

b) 攻震 ( Co ) が「地位阪に も 本材のヤ掲価格に も表現さ ない 

様な」平均値か っ相違= せる問係 ( VMんogtuta. ) によ って影智) 

れる時にに、地価はそれ相たの長短 ( Yoz-od&Nacんなui& ) を処 

ﾡ的にイ正す るﾡにょっ て計算せねばる ら ぬ.

ﾡる影響に次にキげる様な ものである.

() 価値 を 減少 す るしの(例: 下ﾡの状ﾡに4 る 高僧管理 ﾡ 、 山火争 

の特別な危険による高い森林保護費等 )

(2) 価値をﾡめるもの、(例： 持囑、等 による 高い副收入、少ない同材 

スび新炭材の有利4現会化等 )

基ﾡ価格かろ の相要 ( Ab～eンcんクタ)は各々 の掲台にい <林 

Iつ説明せばならぬ。

C) 画ﾡして々 い株道や貯木場や酸類に 4 る林内の空地 ( P花)等1 
それ等が林地面ﾡから(7o2- Haイoce&aaんc)除いれるり 

いて、前述のﾡﾡ(aん2)で評ﾡされ、林業以卜に利用、れ®面 

ﾡ(ﾡ業約面績、不面ﾡ(W&4<a/&icAz 訳者註： ——湖水致 

河川表、 水ﾡﾡ 零であらう か？)！ «地方 の慣習に』◎適義(3」 

で評価せ ね ばる ろ ぬ。

にい 着 れ定

- /$3 -
) 声ら る経き部分 ( Botuic&tod&ox )の価値を高める も のである 

こ ころの」经営 自体 に個 定 し て いるよ道 ( Wタe) 
<考息せね!ばなうぬ.

. C :ﾡ林浸え価の評ﾡ

() 科々大さい、保読経ﾡを許=れるﾡは面根(約20〜3oA&以上)

でに、 ャ2ﾡ目のﾡ値浜実天度Yして、-般にAbs. 1.(2Jの森林 

ﾡえﾡを用う. 「•

尚、 ヒの場合、ﾡ林浸えﾡにほふ%の音本た利辛を用う.

• Au+SD-(C+UV)0oS,* =
(2) ﾡしAbS8(/) I二る赤林置え価が販売可能な林太ﾡﾡのﾡ値ま 

りもい局合には、当教林木の価値ヌ定沢ﾡYしては、軍に販ﾡ可

• 能な 林ホ蓄 臓 の極値 のみ を 用いねばならぬ。 ( va2. Absu4)

タ 攻入と貢用

のx/) 代類牧役 ( A&かe&4euかuど22 ) はん&u/coa&t (輸沢選ﾡ) 

( 全林ﾡ実ヌにﾡ分的測ﾡ) にもこづいてﾡ空せねばでらない.

) 林権 区分に 地方的 験 数 (»vtecんet ©aんwuna;zんa) 

4 々かﾡは材ﾡ表を用いて行わﾡねばなう X:
G) 牧入の 調査は攻殺ﾡ を令3 ざる fmu 当 り手均価格の与干均値か っ 

行わ れ る ・ 林木 の形食( &uc0utと Bc4cnvdc ) I3方 慮=れ 

ね々っ ぬ。

り)間代入 のあ幹 ( Hou&cなws )川は憲求ある ( 4いonタ2ス) 欠督を 

世 ﾡ ばな らぬ。

) 技林ずと してほ、 立地状ﾡその他の次態によ→て麻件けられた、 

普通の経惨に いて、 ァが産のめら れた全一回 の造麻に沖して調達 

=れるべミ賃用 ( Qcfav6utnaomcdonAo4xu ) 評価される.

*れほ同時にホ進林の族育や解全 に灰用 =れる全 て の 処置 を 隽虐せ



一-/$ゲー

8ばひうゐ。 そ の上にﾡ的関係に っ て件つI っれ たﾡ画の去正

&補植ﾡもﾡする ; 土地工音Y祀料代 ( Bodon262とtuad-und 

。 nラwn2dKoそ) そ れべ現在の地力のﾡ持つル早な時にね 

て冷島で ミ 令。

3 管理責はﾡのﾡﾡ費 (人件でと物件ﾡ)対物税( Rec_ctuowt

—— 訳者註: き業税、不勃産ﾡ等)、公ﾡ( 说^は勿幺 A4Po&L) 

ﾡア維持及び ﾡﾡﾡﾡ持、ﾡ短倍却等の珍同2含、ﾡ合 によって । コ、それ 

等かう刷攻入( Ne8onnxクwみ) 及び狩ﾡにはるﾡ牧入がﾡ引の 

れる. (※で3、従業ﾡの相税とた含ﾡ名ごﾡﾡ語整税は計算に入

例 C):冷欲ﾡびﾡに不規則である時 :

れない,) 訳合注 : 従帯県の相ﾡ 

応急故切税 

預調整税

/o.: ﾡ林愛え価の計算

S o#oxZんLgんa&み&8ot 

LQ402n24ca&chu.cauf

審例):冷級態がどう にひこ う にか調え られて いる時:

() 森株愛えﾡは Abs a の公式に』って誘導され6,
(2) ﾡ硬Yなる ベミ本来の攻ﾡ ( Av+Sb)「牧殺損失Y握材損 

失(E 九 ー ク Zeえ&u4を ) をﾡ引いた」生長 

軍に等しい。 業条に確ﾡされている林旅量 (H込&2x,) は 

「それ がの生長量 に 等 しいか 、ごろり、」立対う奉 を検査 t ね ゴる

うぬ・

(3) ル最な翔合つは、保続軟ﾡは
面稿, 、
し・Av ) に、保. 続的な間相

- ノ3S 一

(/) ﾡ間的な4検計風(んnか?/4a) をがし、そこで全体 

○牧義 (uオン9) を一ﾡのﾡ問に製当 てる 幸びルﾡで ある. 

(の期問の長さ (/&&tocoot2o?a2)a2○でそれは受に又 

/ ○年づ一つ2期に細分されている.)

2) 個々 のﾡﾡに帰承丁るﾡ牧ﾡIは黄本化利率 ( KdAzt&ad- 

～ラインe) う%を以っ て現左ﾡに割引 かれる ・しそ の鳥 

合「< のﾡ女ﾡ13類問の中央時実 ( / )に帰風する」と定 

せﾡばならや。ﾡ間ﾡ攻ﾡ計ﾡのﾡ類の後に、帰ﾡする規則的攻

夜 ( Eル22x保千横料と して公式 

. 虎在ﾡにﾡろかれ得る.

ム0PいXい0P ) -て
f. -

(訳ﾡ、止で(/ノ の「全体の攻ﾡ」2は「枚殺計風」に沢ヨ

れる半の全体」と解すべく「(2)の牧ﾡ計風満了後の攻硬ば 

冷ヨれて\ない」と 解す る のが※当 である と更う。ﾡ文でに前

治を・a 
り) , N 
いる。)

・ 後ﾡを。E-vvみ " と明うのに区別 してあ 

Iコ又ッ M なレタ4 /4L" に た し て

(ヨ) 又腸合に.よって！エ「不則な令級ひ法正イ作業象(B22&4- 
ん&ate) を取虫し、 法正作業領の部分は(一。一) で評ﾡレ、 

ﾡった面績 ( 元2x本えcAw.>の缶値は『個々 の林分約に ・調ﾡ 

する」とう欠置をとって し差支 えない。

攻ﾡをmえ る 爭によ っ てﾡ奪で さる.

幸例 b):今級状健がそ の内部に於いて甚だ し くば不法正 ( aれo2a2) 
でない時: .

独料の○*本高公(4) は、*れ(彩)成は(ﾡﾡ響業)

とう帝を掛ける率に」っ て修正でﾡる、

ま : 横料=R と
V = 去正ﾡﾡ

Vw 三 現実ﾡ頼

//. 附加的 I 二生ずる副営 ( N-24e2zxcんdcdont ) Iは下記の才I ﾡに後つっ 

て許価せばならﾡ .

K : 曷リ 害 (/ e8endcんzodon )
・ ・
・傷は部分経ﾡ ( Ta2&oウvic8on) の販売の時及それ后にいて

*= に残存す る飛留経営 ( R&ズuczu2g)I-生ずる. ( 例えば、高 

い管責を生る幸、 林の専、 木材報公ﾡの中断やその他の経ﾡ的



一 /$4 一
因 難化 . 友 び •存在 している 山旅役ﾡ ( Fooxるccんt ) の価値がﾡ少 

する奉等に て.)

/2 ﾡ留経ﾡ の管理賃
部少経きの販ﾡの療残9経号のA2 当り の季突上の管理ﾡが購m 

したﾡに、 それについて不可ﾡが「ﾡ用のjnp」I3. 久件吾及び物伴項 

弾に新 しいザ難えのﾡ換にル零な期間源さ れる. 普通 ○ﾡ問 

5年をﾡえ てIほならない が是に関丁る例外バ「例えIば森林ﾡ業員に 

する長ﾡのﾡ備契約が存だ しており. そのﾡ行に対寸レて長期のﾡ間を 

ル尋とす る 本な 時寺」-3許* れる.

/3 内留経が安ける林縁の損害 ( ぶ—)

残密経密の林縁の株令 のよに. 「販ﾡ:れた林分のﾡ (Abtxe) 

スはﾡﾡの疎開(Ouzeん&cんtug) によフて」ﾡ生丁る色 

(例 : 風にょって木れる幸 ( Wムnd&uwcん)、4本、(Wムnlww) 

区ﾡのﾡ、土/せる季、 土の休も、 生長減武等)は相た高さ

で(ら Qク1a220-442702 /HeA2 ) そ の被号為 ( B2tofK2?ut) 一 

ﾡﾡせねばふら ぬ.

/44. 辻回 路 の ﾡ 催 ( ひCmれwca&nvtucんるc夕wg)
敵売に よ って残雷経ﾡのル最林ﾡ中断=れた競合にig、そ の減き 

ﾡにべ雨林道 ( E九ち〜&92 )のﾡ本 (Aれ&22) をﾡﾡセねばる ■' 

め. ﾡ回ﾡに る木材ﾡ去のﾡに生じた甚だ し いﾡ用ﾡﾡ(/uんんo4-

) は査定された上、 弁績さればならぬ.

/S、その他の 経有的 困 ﾡ化 ( W/LC2c4ofdecAc Ez4 cイイuow?2t4te )

求る経旨部分 の独制的販常に4 つ て、残留経営に困難 ( 4eAwuu 

みんc.ズot) (例 :ホ材のイ旅及び遅ゆの時に生ずる園難) を生じたﾡ 

今にほ、 のﾡﾡIは* れたにﾡさ れね Iずな ら ぬ.

/6. 存在するﾡ叔のﾡ値低下

ーノS7一

存 るム林役枚の何値下にっいてはその全神償票 (cひo2Q。

=九4ス を支込われねばな う ん。

追 カロ :

あょ 及wっれっC&xクuクuイ4deo.

( ド イ

&w2ス-ん7み、と 2722&じ〜なcんcがそ 

ク?cC Fozdu
ツ塀邦農樹大臣)

u - $ou -2sフ/4S

B Cフクu . 6 o zeイu6ez /s3 
(ボン、/タざ3 耳//月 ◇日)

ﾡ ﾡ及林業不 ゆ産の販ﾡに さって矢 われる 狩源収入に対す る 補 

「に円する/牛 :

ﾡ業及林業用 の不契たのﾡ売にょ て取ﾡﾡほの赤林面ﾡの士 に 

I「る狩験叔を 夕う. そこで「 の想失を如句々る程友五ﾡ催ぜﾡば々ら

aいの」 そう問題がﾡわれる.

/夕43 7月2$日 の林茶の個々 の不多産の価値の調査と検をに関 

> 々力寺" の 中 で将臘权の煖 失 に対ずる一破的な 瀬億 口建定 してる い 

がしかレ「地布にﾡいて (x/" 7 s/z)狩ﾡのﾡ値はそれﾡたの力 

まで考慮さ るべミでみる」爭 を血べている . しいし他立、ﾡにあい狩 

ル入は地ﾡをあめ(Abs7 6、(2) S (2)、ヌふﾡえﾡの誌幸 

( AbS.2dS/3) いて貢用をﾡ少する作用をうえる.しのも*二 で

「赤ﾡ不判津 の受入の場合 - ﾡにﾡﾡ牧用のﾡには、狩猿攻を衣の 

失に対寸るWﾡ的僧を多える ベ ミ『正業Yな平が内在する』帰合べ 

ある奪が前提されて い◇.

ご れば 送私の方きのﾡ足にたいて ・ 私コ下記の処置が統一的取扱 

'. の冷に候用>れる を願 う のである.

' 補ﾡ銀の評価は、 「諏ﾡﾡが狩攻をの備各 (VwnocAxg ) のy 
©に友情した、乙ころの上 -ﾡ的なA& 当りのﾡ殺区ﾡ食備ﾡ約くター 

火皿KZ) かう登する ; * し て同時に野歌の範、Abxc&&/s/u&.
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( 等結計 重〕のあさ とﾡ茂 ( そ u42マuスcdeクit夕 ) , 交 通情え • 等 と 

それﾡたに冷えﾡばなう冷、 の持役区負ﾡ借契的契約攻入 (e?
cタいれれんクス8) Iはホその狩狼区それ自体を経診ると 二ろの個人ﾡ府 

撤区所有ﾡ(Eク/ペタペ4eiケ) に 与えられる. べ是にﾡしては一 

方ではスの様8似許ェる -。彼の名有 している 例顧叵の員 質によ 

→て、彼はﾡにﾡ数区ﾡ気借ﾡ的料金を安用 (G&/3)する尚、今 

日ではﾡド4銀のﾡ矢-ょっ てﾡドイ領にけるﾡﾡ区の希ﾡにそ 

の鉄絡よ り も大である.

2 .f&当り$ルH 以円 の算様区貸倒親に現今に治いて Iはそれにまて 

執前のS 才nnx4&〜t 犠制 ヵ格の -ﾡ) よりも約s0%あめカた 

ﾡべ弁済さていると見ﾡさればならめ. の$.p/.I3普通の

R2A8oxtcdd (ノロシカのﾡる 林分 )とYも に小ﾡ験用 狩殺区 (Wd- 
xゼタd) Iニ対十マる今日 の予均的な特厳区ﾡﾡ信契約親であると見 

做て 得る .

3 、 $D/ 以メ上の-級的符狼区ﾡﾡ線ほそのﾡ郷の$のメをって設め 

られねばな ら ぬ。( 狩区ﾡ負金の solg、野獣の 皆 を漉ける為 の 口 

用と見ﾡさ る.)

此 の ﾡ合 の補親 そしては「差坂のキ今」の2 s倍 ( ca2s - facAa 
oad AaE&o. あ founAoouaシ24 ) が支 払わiれね Iばなっや・ ( 注 :,敵甲 

(34922484254) ¥ は ン4 oA2odozu& Wa&2 (ﾡヨっ た森林 ) ¥ 狩 ﾡ 
じ挟 ( Peみ4&を)の夫2 を示丁.例: Soo.daハ(ﾡ性の )、 

E4ee. S/eaこ(ムﾡの名前) PPaexuaAce (ﾡ中伯A林 ) ﾡ ) 

、竜い待ﾡ区ﾡ負信金収入ほ、往々 に,して 高い Wu&oC&wttaode (- 
ﾡ区内の狩ﾡ鳥獣のﾡ教) にJ って4づけられるので、「たの様々示 

ﾡは認完時のﾡ値がケい林んである.例才ﾡ報に4制及の宅 の結票 し て o
アoは& (ﾡﾡれ病 )つさてそ) 1 と仮足 して もﾡええない。 に情

) の時Iつ「ﾡかる仲値下はﾡ入価

に兄全に表ﾡこれる」Yえる等である.

請 ( Ka"#/uuxozcd2wwuv?

2、/1 aクuク (ﾡ や)

( 7anne ,

- /$2 -

戸cc 名そe

/ G2u 2 4 c0..'22-2ccxイXa-&イo2et 基ﾡ 令価 値係 女

位
4. 令

。 2o 22 4o 6o クo eo Po /20 /2 22
| 「! ] [ 42e3 oz2 ◇22 o52s 2445 2444 263s /ovo タタ /2s /soe /ラ/

।『 907e 2z 22お 必力峪 2479 o646 oszs /oco ～4? <zes /5お6 ～447
ロ Qc?7 274? o24s ◇ラさ2 Q$02 0647 oS7と ～2oo 6 ～ラ22 /sZ

' F o //2■ o/7a o29 o.4 7 Qss ocss oes? ～ooo ^//ラ /2sA /ラs/ 2

o/es oz3 ○4o 49? o4う5 o?44 o.e&z xoc 24 /225 /2?2 /ラろい

Z ノ ( V
( ﾡ るm 値)

/ク:4/4z 通受の間(ﾡ示一

1
地 位 情 本

I
A し (DM) 4242い 30、22o 2o72o /4co a,ク, Z Au :

クuそ Accoc2Ao&っ

Oだuc 4exズxc&f
(ﾡ系る全みき品ノ

C (・)
1

9oo soo Soo 3oo eoo
B (,) /◇o ?eo 7どと ゞoo ﾡ示あ全まない )

V (,) 45 4s 4ヶ 45 z3o% d..Z
U (Tre) 22 e ・ So so o

E-れdスそd子 (ﾡ表) : 4-cクce 222 

夕c&wPcf /929)
s.ZュズzfaA (赦ﾡ表 ) : /イacイenxとf ノ・タ.

個々 のあ合にみいて 幸央上の代所収入(Au). と送妹会 (c)が.

ラrイ/〜～cxム ( 基ﾡ価 電 ) ヒ ,出 星 しﾡﾡ合 にはほ (zxn2a2x22 - 
wcそAaそtouw ( 基ﾡ午 令価値係牧 )スはそれによって 計寿 さ れ 

たお 本価 に AoEo夕 /4 にﾡげた ex cイctcPみメ242 
(修正係致 ) 】奈せねならない .
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22cイ /, c名イ ( づ2wa4とdxx )

- 6ノー

基度価恒 ( Gzz Xuzなu )に対してﾡ吉 の価僅がﾡ つて\る
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場合 Iて か 正み枚 ( .& c6Z2c+a-aイだo&イ。 ) は:

( A-.- C - タ〜っ子 C-&イ。 * 6- cイそ-マ子4 火イマら) 
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坂表表 (E2イ子2イa#eパ): 4-ecCo夕るス1 /2グラ. ﾡよ周バ 

(ﾡ系ﾡ : <cイs//acA タ22)

状 ﾡ 表 ・ ( Sax%taAce ) : /i才ocAo2uc名 夕3s.
信々の場合に浴 い て ﾡ貞上の代ﾡ牧入 (Au) と浅林其 (c) が.



- ノろ2 -
・ qud.ez イ (ﾡ9価僅) と宿違した合には.(テスッ2一 

d2_x2イ#一2メ0c (きﾡ干令昼ﾡ系 )ヌは, 

ぞ!- よフて計ﾡこたネ永価に. A. 2c夕 22 -おIデた

今 e〜-Cイイ 子 2 子 そそ 2 Jz

な い.
・(ゆ多正保女 ) とぜばなり

2ecだ Kcex (L2zcfe J

3 ) 夕そccイを3wxみ3#2んcZo2cz (正ほ名)

2) 幸実上の期収入 (Au) が, C-zundzイ右i4ezどo-c
(ﾡﾡ屈値に示てれたA ) の

Z <イがcス 2 )
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/ 2 7 /2マ ～/4 c2 / 2& » 
ゝ

/22 /oo /0o
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eas eラ:・ 2o ozo ◇533 ode Pv8s o&/c ～<4= c と3c? /ccc //£/ ノラcク

o//2 easo とse ◇cs ク54 ©sク7 2<25 cz2 ◇P ～cco //:o /二ee

F oxs2 久" クツク ◇3e ◇&= oc/ e4 cea 乙s= cee ess /4e
ヲ

___-----
ozaA
「___

22e 久* C4o e. occd
______

o&s o754 c5c ccs 2 ～cco
••二

dA ラo
------



-44- .
・ : ・

2 ) /:え(とz-C ( ﾡ委面 ノ

・ .. ・ ぶ
能 、..、うゝ次 へ 一

箱 考
』. ... Z 、 . i さ • 7ベ ・

.. . .
ミ T

A (O)

c (クi)

な/。/シノ

T (Dハ)

レ (②. メれ)

■ダニクル/ ・*

co
/220

失

22

今oo

..222
..、/ク

ノ22

・z22

/o
、 <

/ンo

: ssco
・ eeo

2o

厶

/ze

、 ・CC
aco
2

4ケ

z2*

. ミ •
Z〜At:
～イ /e .c..ンス 杯 祭か と 1
○& 2c Aenイ ノ スさ さい 

c
/s o / 2 ・ ヘイ・ Z

•'

ーノ65-

c2 ? "シ /バ / ・ / /O c s <c4 c ノタフ /ク/ c2 ce
^

ク /グダ c5 /◇ / c^ ・cu/ /ベ= ～ c / & 2 e/ /C/ グe cG
パ< e 6e / 2o ルク /co /eC /cc 2a /ル /cc ノじグ ◇o\
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の値に な る。

-、、 ・ Az-428e4
’'' Ecc 2 < e . と 2 cイe )
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地 心 級
備

Z Z
A u (P /) /c.s2e ラ 42o /のラ ◇o Zu Au : Au の+

ン 々e一 名m 俊 算は出
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ー ノフ ー

44ムA
22C 冷 Eicをe v厶e. E- c42 )
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Zcez 2 )

、• , |
令

7 て・グ "ズ- 1

の ッ% バ レ 2o ラo 2 ce &2 2o so 2e /o /o 22 22 を

so /8 <4 /s4 /处 4 /38 /夕 ^2a ～8 イ /o e/ /2c

se /ダ "ョ ～ミフ /シ e /2S <3z e ス e ～oク .22 <c/ ル〇
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4 /ez ルク /とo .. 1 ブル

G22zdイwext ( ﾡﾡ屈値 )に対し て 面者の岡値が戻っ ている 

易 4には, その B c メ 多〜P2fa4ズa2 ( 王 価 値 各秒 ノ「; 

( 今eゼ4みv子2feそイa2 g_ * 今<2cと名イーペ"ケ- 

' 子ん* のに なる.

・ 附録7: 湿利 十算 ビ料計 算の公式 

/22合 d みoと-74-夕 
ある前句から 「利

Z (後価計ﾡ )
・.・ 、

と共に生長した」後価 を計ﾡする ﾡ .

一 j 公 式 : .K=だ^2
座K= E乙 -K2-22 
f= AnPoquAfoPitoC

後 価 係 ﾡ ( /z4ez-3--2z〜夕そ02名そ&工 ) : /2 P ( T2feイ1.)

Z. ②,se*iezun2 (ﾡ価計算)

ある後屈がら前価さ 計舞す ろ 事

公式: メ= -夕
- /C/ そ

ﾡ価係名 ( Jイezイex〜z夕-fa4イoそ) : なュ (7a/2E)

Z 火 ②/22そ%ピcっc2 (質 本こ)

表る最限ﾡ料 (-ew<8e〜ペe～た) (み)のヌ価を計昇す

る事. 一. • ：

z /慮からﾡる正平無ﾡ貝料の資本価 :

公ま«=一ろ。

( T2-だc合 ( 牧表 ) &申 い ず'に 計昇する )

z 町的ﾡﾡえﾡガク後にやま0以ね 各の工るにへるﾡ料 

の資な

公 式 ベ = なこ

資本化係験 ( 火c/tそeピcと-2..x22が2イそo2 ) = 。こ,

( 724e4辺)

気冷の経受ど Zーイが-と2 7 そ Zーイーz, 2 ご示 した もレエ り 

土▼く →まったり工くやきった のする 持引 の場合 :

す)を今には, Zイバ 及びZッイz 2ご示められた, 

&*22.2 (資本 ノ ,をその をた/ C賃件) の経重 

方 早 く 始 まったりユく台まっ月り し/ﾡけの 数て後価 に検ﾡ 

( /&fegec ノ したり式ﾡ屈にﾡ ( 4っ火enイ2c ) 1 

し た o せね ゴなら. (公式 Zヒ公式 工 或は Z を片甲 し た 

t. の

2) 貫 ポ がﾡ - 回百 に 「して ほ 査ち に通 声 匕 な る 時
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